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童家庭科の実践後，篭
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Iﾘ１日の家庭科をどうするか。定兄のない、従来のあ')ﾉﾉを反省し、教科の変遷

とI‘l主編成の歩みを縦糸にとり、また、小・中・商校における内容の検討－特

に中学校の被服．調理．住いの実践を横糸にして、その中から家庭科教育の本

衝に迫った。技術教育との結びつきを意識しつつ、生産・労働、地域社会の課

題等の而から教材と教授法を大胆に組みなおし、現場の悩みと要望に応える。
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学洲指導上留愈すべき一般的‘1噸として明確な指導'１標、技術的知搬と彼能と

の融合、生徒の学課'擬項と教師のそれとの区別、適切な指導形態や椿理形態の

問題、他教科との関連、危害防止対策等をあげ、その観点から設計・製図・木

材加工・金属加工・機械・電気・総合実習の各項I|にわたって具体的にその指

導法を詳述した。とくに思巷学洲の問題を意識しつつ時代の要請に応えた書。
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技術教育の学習心理蕊罵言
iliii900円〒120

従来の産業心理学的研究では、現実の授業場面における生徒たちの学課心理過

程を分析することは、ほとんど行なわれなかった。技術教育の研究にあっては

基本的であり不可欠なこの面を、計画的な観察と詳細なデータによって克服し、

はじめて「技術教育の理論」を体系化した。「つめこみ｣を排し、生徒に適した

本格的な技術学料の指導を目指す人蒋の必読書。
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技術科学習指導法稲W制憲

国土社振替/東京９０６３１

技術教育の場で起る災瞥の尖Wiをできるだけ典体的に'jくし、災:‘ｉｆは決して子ど

もや教師の不注意で起るのではなく、物的・人的な数育条件の不備にその主な

原因があることを示し､災害防止の方策の根本問題と緊急にとられるべき方策
について検討し、全く不備な災祥補悩制度についてもその現状と改・詳策につい

て券察した。

町で＝F醒瞳罫窮曲蕊一琵竺一。

|技術教育と災害問題零￥iI1ii500I'ｊ〒10Ｃ
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授業のなかの子ども

－授業変革のだいじな力

として見つめよう－

子どもの位置づけ

わたしは，これまで，しばしば“教師は王さま

である”といってきました。それは，授業をしく

ゑ，とりはこんでいく主体としての教師にこそ真

の権威があり，その権威を誰れにもゆずり渡して

はならない，という意味をこめていました。とこ

ろが，このことは，誰れかが，外から，どんなワ

クをはめてきても，授業の真のありようは教師と

子どもとの関係に求めなければならないものだ

し，その関係の生成発展としての桑とらえられる

ものだ，ということになるし，“教師は王さま

”といういい方は正しくないようです。

“子どもは王さま”といういい方はどうでしょ

う。このいい方はすぐ･例の“児童中心主義”の考

え方を想起させます。子どものうちに無限の可能

性を承とめ，その自然性を自由に発展させる，と

いい，一さいのおとなの拘束から解き放ち，児童

本来の善性と能力をのばすのが教育の任務だとい

う児童中心主義の考え方にはく承しえません。

発展には２つの相対･する力が必要でしょう。つ

まり，教材を介して対し合う教師と子どもの関係

が必要だといえます。すると，“教師は王さまで

ある”ではいけないし，“子どもは王さまであ

る”でもいけない。結局，“教師と子どもが王さ

ま”でなけれぼならないようです。

教師はたえず子どもたちの発達の状況に目をす

えながら，その状況に応じた教材設室をすべきも

２

後 藤 _理１．
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のでしょう。しかし，その教材が正しく目標にそ

っているかどうかの吟味，つまり明研な教材解釈

が教師のがわになければならないのだし，それに

対して，子どもたちじしんの教材解釈がありうる

し，この２つの解釈のぶつつかり合いがある。こ

のぶつつかりあいが大蒋だと考えられます。“発

達の状況”と申しましたが，これは生徒の教材の

うけとめ方にあらわれるのだともいえましょう。

子どもの反応

子どもにはさまざまな“思いこみ”や“思いち

がい”があると思います。小学校から中学校へ上

ってきた子どもたちについて，技術的用語がどの

ていどたしかにつかまれているか調査して承て下

さい。きっと，さまざまな思いこみや思いちがい

が露呈されるでしょう。村田委員の調査によれ

ば，いろいろなものを道具．,機械・材料などに分

類させたところ,｢釘」を「道』．Ｕとして分類して

いる子どもたちがかなりいたそうです。銅版で名

札をつくるとき，釘で凹凸をつけた経験が，その

ような分類をさせた原因のようです。このような

状況の研認は，技術･家庭科の学習計画をたてる

重要な資料となるはずだと,思います。

子どもたちは，授業中，しばしば突拍子もない

思いつきや疑問を呈して，教師をとまどわせるこ

とがあります。まことに直裁で，単純なことが多

いのですが，なかには重要な学習契機を含んでい

ることも多いのです◎清原委員の観察した授業の

曙．

御室強
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なかで，つぎのようなことがあったそうです。あ

る女の先生がミシンの授業で力の伝達機構を説明

し，ふみ板の上下（往復）運動が回転運動にかえ

られ，カムによって再び針の上ド運動にかえられ

る，というふうに実物を操作しながらのべたそう

です。そのとき，ある男生徒が，ふみ板の上下

（往復）巡動がそのまま針の上下連動になるよう

にしくんだらどうだろう，とのべたそうです。教

師は，そんなこと，というようなカオで，その質

疑・意見を黙殺してしまったそうです。清原委員

,は，せっかく学習進展のよい契機となったはずな

‘のに，おしかったと調っていました。

たとえばエンジンでは，ピストンの往復運動が

ピストン・クランクによって，ＩＩＪ転運動にかえら

れているのですが，これが絶対不変の機構ではあ

りえず，たとえば，新しい戸一タリ・エンジンで

は，ピストンの往復運動に当るものはなく，クラ

ンクもない。回転運動がそのまま“しごと”をす

る機構になっている。あるい承では，ありきたり

の観念をやぶるものなわけです。さきにあげた子

どもの発言も，そのようなものとして意味づける

こともできましょう。固定概念をくずし，自由な

槻念の組承合わせが可能な状態を“創造性”とい

うとすれば，子どもの発言は，創造性をのばす教

育としてもよいきっかけとなったはずです。

子どもたちの理解や能力は，迷いなく，まつす

げ伸びて行くものと考えるわけにはいきません。

むしろ，たえずつまづき，迷い，錯誤をおかしな

:がら伸びていくというのが真実でしょう。つまづ

きや迷いは故なくして生ずるものではない。どこ

かにつまづきや迷いのわけがあるはずです。それ

を自ら見出すことのできるような学習のはこびが

１番よいのですが，いつもそうはいかないでしょ

う。子どもの状況確認の大事なことは，つまづき

の発見ということであり，つまづきのもとを是正

する助力が指導ということになるでしょう。

子どもたちは，どういうことに“おどろき”，

どういうときに歓声をあげるものでしょうか。多

分，日常の学習のなかで，皆さんはそのような場

面を記銘し，記録しておかれる必要があるでしょ

う。おどろきやうたがいほどつよい学習動機はな

いのではないでしょうか。

頭を(またらかし，手足を動かすこと。

技術・家庭科の本領はやはり，頭と同時に身体

を労する学習といえるところにあると思います。

人間のチエは，究極のところ，ものを作り，もの

を動かすことによってのびて来たと見てよいでし

ょう。ただし，ものを作り，ものを動かすといっ

ても，教育としての労働であるかぎり，それは脚

標焦点をしぼり，効率のよい，安全なしくみと場

であることが必要でしょう。子どもと教師の対･局

の1.'１から，そのようにつくり上げられていくとゑ

てよい。ただ外から，強制的にしつらえられたし

くゑと場のなかで，与えられたものを教えるとい

うことでは，真に生きた授業は展開できるもので

はなく，したがって実践力としての学力を伸ばす

ことなど，おぼつかないように思われます。

そこで１つの授業があります。教師の側ではか

なり練り上げた学習計画の腹案をもった上で，生

徒と協働し，焦点をきめていき，年間叉は期間の

計画を作成するようにしたらどうでしょう。いろ

いろ先ぽしった，ムリな期待や希望は出てくるで

しょうが，見とおしをたて，予測することをげん、

みつにやることじたいが学習なのであり，計iI1Iiと

いう仮説は遂行途次に修正することも可能だし，

終末におけるげん承つな反省で全休の構造をかえ

ることもできます。授業過程がすべて仮説一検証

の構成的展開としてくまれ，そのすべての段階で

教師と子どもたちが協働するわけです。

３
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技術科の子どもたちと教師
一製作学習の問題点をさぐる－

佐 藤禎

■

「ワアツむずかしそうだな！」と１年坊主どもが

目を丸く輝やかせている。写真のような木彫模型をつく

るんだ（前号にねらいは示した)。設計から仕上げまで

約12時間。まさに真剣そのものの製・作学習が続く。

真剣そのものだった（けがば87人中皆無）のが，｜~雑」

ではダメになってしまうのだろうか，と思う。

さて，２年生はどうだろう。金属加工の要素作業，木

工せんばんから金工せんばんへ，切削学習。機械製図の．

必要部分一機職学習一機構模型の製作。そしてまた

機械学習へ……の中で。ピョコピョコ走りながらうごく

模型を見て，「ワハハ……」と軽い笑声。「そう簡単に

はできないんだぞ」とクランクの組立図と部品図を書く

と，「ナルホド，これは大変らしい」ということにな

る。（写真２参照）クランク部ができ上るまで約18時

間。これまた真剣そのもの，休み時間も昼休象もあった

ものでほない。アームを失敗するもの，ねじ立てのうま

くいかない者，タップを折るもの，そして２度，３度と

できるまで放裸後も汗を流す子どもたち。機柵部分は自

由設計なので，ますます意気盛んになる者，ハタと函っ
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写真１．生徒の作品（木彫模型）

「先生は，“のみ”のべんきょうが目的だと言ったけ

ど，もけいがつくれたのでうれしかった」反省文の一

つである。“のみ”の用法がどうの，刃とぎがどうの，

の承の刃先の進みかたがどうの……たしかに，それらも

身についたらしい。しかし，「あんなにむずかしいと思

っていたものができた」と，子どもたちの自信や満足ほ

まさに，そのこと（ほしいと思ったものができた）に発

しているのである。ほとんどの生徒が，もう一度つくり

たい。これは失敗したがこんどはもっとしっかりつくり

たい。と書いている。そうしたところへ，「次は縮だ」

と言うと，「ナーンダ，ツマラナイ」という声，顔。生

まれて初めて‘‘の桑”を使うのだというので，緊張し，

鱗総鍵鵬蕊拳

写真２

てしまう者。「むずかしい」「おもしろい」の声が相半

してくる。「むずかしい」と言う生徒も，最後まで完成

意欲はなくさない。微妙な運動神経，測定，けがき作

業，せんばん仕事と注意力の集中の次にくるのは，機瀧

設計という．頭脳労働だ。……はたして，ねじをつくり，

熱間鍛造を面白そうに（しかも注意深く）やり，．…･－

と，金属加工の初歩的要素のほとんどを通過したのち，

どのくらいの技術的能力が身につくのか。本彫模型にせ
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・よ，板材のこしかけにせよ，「できればよい」というこ

としか，子どもたちの頭の中にはなかったのだろうか。

〔考えられる製作学習の欠陥〕

「もの」をつくる，ということは，技術学習の目的であ

･り，内容でもある。しかし，製作の“火中，，（故・三枝

需博音氏の“技術の哲学”－岩波全書一の中でよく’使わわ

・れる技術の実践的性絡を論ずる時のことば）にある時，

子どもたちは真剣そのものであり，神経はより多く運動

能に集中し,､理論的思考とか，論理的思考ははたらきに

くい状況下にあることばたしかである。たとえば，１年

生の模型づくりの際，名称もりくつも教えないでポール

盤を使用しているが，ドリルがどういう形をしているの

か，ポール盤のハソドルとスピソドルの関係はどうなの

か，あるいは，のみの刃裏を下にむけた時，上にむけた

{時，刃先はどうす式もうとしているのか，などのことは

全く考えていない。１年生に，ここで，“三角形にはた

『穴をあけた刃物の形をかざなさい」で

大体の生徒は <〃；〃／

少し堂いの綜

帝
あるい:ま全休的にかく

Ｕ

図１

iらく力のモメント'’をどのように視覚化し，かみくだい

て教えても，彼らにとっては，三角形をたたいた時，斜

辺，底辺にある他の物体が飛び上ることにしか興味を示

さない。反作用だの，くさびだののことは「アアソウ

カ」ぐらいにしか受けとられない。まだ論理的思考を充

分にはたらかせるほどの概念的訓練を受けていないから

である。「概念」は，単一に生徒の所有にならないこと

唯何回も指摘したが，ここで（１年生で）三角形とベク

トルを無理に考えさせる必要はない。

２年生になってくると，大部･‘!i:情が変ってくる。たと

えば，クラソクの鍛造部分で，なぜ熱間鍛造をするの

か，なぜ，水で急冷してはいけないのか，という問い

に，

「熱するとやわらかくなって形が早くできる」

「そのままたたくとわれてしまう」「なかなか形ができ

ない」などは普通であるが，少し考える生徒は，

「綱鉄が軟鋼になる」などと答えてくる。あるいは，水

につけると，「もろくなる」は普通だが，中には，「水

につけるとやわらかくなるからダメ」などというのもで

てくる｡､まだ炭素鎖について学習していないのだから，

このことが次の学習の起点になっていることも確かであ

る。

こんな状態だから，ただ「もの」を'作らせていれば，

いわゆる「ものづくり」になって，技術的・概念的思考

が能力とならないことは明白である。たしかに，運動神

経は発達するだろうし，同一抵抗感覚の記憶も成立する

であろう。しかし，これはそのままでば生の持ちぐされ

である。それでは，どうするか…･･･。“実験学習”を挿

入してみよう。木材の強さを曲げ試験で測定してみる…

…どうだろう，子どもたちが，製作の時に示したあの生

き生きした姿，ロの輝きはでてこない（２年生)。ガヤ

ガヤする，ひっぱり手秤をあっちこつちにひっかけて遊

ぶ者がいる，フックの法則をグラフにするのもイヤイヤ

らしい……ということになる。「木が折れるのは当りま

えだ」「なぜそんなことをワザワザ実験なんかするん

だ」子どもたちの目つきはそう言っているらしい。「折

れるまで目臓りを読みとりながら引っぱってふろ」と言

うと，この時は少し生き生きする。「こわすんなら面白

い」ことだ。“実験，'だけポツンと挿入して，むりに製

作にむすびつけることは，あまり利口なやり方ではな

い。．…･･さてしかし，この「製作」と「技術的概念」は

どのように結ばれてゆくのか。

〔身につく概念のために〕

ここで使う“概念，，ということばは，今まで本誌上で

いく度も述べたように，「実践的な技術的概念」のこと

である。技術上の慨念……切削とか，断面係数とか，強

度とか，いわゆ》る工学上の概念が主体であるが……は，

感党や経験と無縁に生徒が理解しても，教育上の意味は

殆どないと考えてよいと思う。“概念”というこの“こ

とば”自体がとらえにくいというなら，もっと，やさし

く言って「考える力」とでも言っておいてよい。「考え

る」ためには，人間猿どうしても「概念」（やさしくい

えば「ことば｣）を必要とする。「技術的概念」と，こ

とわらなくて，一般に「概念」の形成過程ほ，ある現象

ａ

F＝



１
１

践''は，技術的概念批得のためという原理的な面と，教

育効果を上げるという心理学的一一教育学的原理の，両

面とから考察しなければならないわけである。こういう

わけで，「製作学習」という学習方法がとり上げられて

いるのであるから，どうしても前節で述べた矛盾は，こ

の中（製作学習を課す）で解決してゆかなければならな

いのである。

「身につく概念のために」ということで，一応子どもと

の関係を述べたが，さて問題は内容である。この内容こ

そがわたしたちの実践的研究課題であり，今年の静岡に

おける全国大会の前進が期待されるわけであるが，それ

は次号にゆずるしかない。今，爵えることは，このこと

を論ずる前提として，どうしても

①学習過程（教授過程としてもよい）の全容を明ら

かにしておかなければならない。

②技術教育の内容の精選は，子どもの認識能力の発

達・子どもにつけさせたい技術的概念または能力と

の交点からはずれてはならない。

ということになろう。一つの例として，以前に発表した

ものであるが，板金加工の発展の中で「断面係数」的観

念を養う，ということは木材の「染」学習の発展として

も矛盾しないであろう（写真３．４参照）

（ここで断面係数的概念ということばを用いているわげ

再賄

祝
・
Ｌ
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●
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盃

０

４

■

■

一､

写真３いろいろな断面にしたトタ

写真４９[，字型材を利用した模型・機体高さ約２０ｃｍ’大ンの柱を叩いて変形させた
人が 座ってもこわれない 。 と こ ろ

は，工学上の“断面係数”ということばは生徒に教えても明確化されてきている部分はまだ一部分であって，仮
いない，いい換えれば‘概念化”以前の状態でとどめて説を立て，それを実証してゆく段階である。技術教育の

いるからである。しかし，これも“概念化”の中に入れ中に，何をのようにとり入れてゆくべきか，この問題
て考えるのは当然である）いずれにせよ，①も②のことは以前から主張しているように，社会科･学的側面からも
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（特殊）の“一般化”の過程である。“木材の強さ，'な

どといっても，それは“せん１，､方向，，の認識と共に，圧

縮．引っぱり．せんだん。曲げ，あるいは断面と材料の
長さ，岡定法等点と関連した「日常用語的なことば」で

あり，“実践的な技術的概念,’としては不正確なもので

ある。いま，「木材」を例にとったので，少し話しを続

けたいが，中学校教育の中で，「含水率」の計算などや

る必要がないのは，上述のような具体的な実践的概念

は，金属加工にも機械学習にも共通する法則を含んだも

ので，「含水率」などは，木材にだけ適用できるような

ものだからである。わたしたちは，だからさまざまな

「技術的概念」を，３カ年の教育期間の流れに変えるた

めに，整理・精選してゆかねばならない。こうした教師

側の態度があって，初めて製作学習が，ものづくりに陥

らずにすむ条件が成立する。そのさまざまな概念（考え

させ方）の中から，何をとりあげたらよいのか，どの方

向から“現象',に対･する認識の整理をさせるのか，ここ

がまた論の分れ道であるが，推しも，生徒，子供の感覚

・認識能力・経験を無視することはできなし､。そして

「授業の流れ」は，“概念の流れ”だけを考えて組立て

るものでもない。子供の認識能力の発達段階を，総合的

に考えて，“興味”を無視することはできないというこ

とが一方にはでてくあ。“学校における技術教育上の実

P
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考察しなければならないとすれば，いわゆる「技術論」

や，それを支える「技術史」の問題も語られてゆかねば

ならない。また“子ども，’の側は認識論や心理学の力も

借りて明らかにしてゆかねばならないが，あまりむずか

しいことを抽象的に論じ合っていても研究は進まないこ

とも考えられる。わたしたちはある程度の原理，理論的

基礎の上に仮説を立て実践的に研究するのが最もよい方

法であろう。この実践的研究ということも，非常に困難

なことであるが，これなくしては「製作学習」の持つ矛

盾を解決する道は開けない。その困難さの内容を少し具

"体的に述べて稿了としたい。

〔実践的研究推進をはばむものの例〕

１まずなんといっても施設設備の条件の悪さ

本校の場合ば比較的恋れ，木金工室完備，金工でも木

工でも同一作業一斉とりくみができるので，やれロー

テーショソだ，材料はＡはこれ，Ｂはこれなどという

心配はいらない。備品も工具類がとり合いをしない程

度にある，一授業約40名，既施設設備費約350万円。

それでも教材教典の自作には授業時数の倍はとられ，

星をいただいて帰らざるを得ない。小さい学校で専任

１名，全学年担当。これが２－３年続けば教師は病に

倒れるであろう。しかし研究はしたい。その上にＨ・

Ｒ担任。これも手が抜けない。

２いそがしすぎて交流・研修の機会がとれない

定員増，助手制度確立のため組合に働きかけてゆくた

めの相談すらやるひまがない。しかし，何とかしよう

ではありませんか。

３男女共学がはばまれる

全学年をやったり，専科でなかったり（地方でば多

い）すると，男女共学コースをつくるだけで負担が増

すのでとてもできない。当然，共学については弾圧も

考えられるが，共学にしなければ家庭科教師と人員・

持ち時数でつり合いのとれないこともでてくる。何と

しても共通コースを確保しないと，家庭科教育のガン

的存在を打破できないし，Ｈ・Ｂ担任の場合はやり．切

れない。

４安全問題は至上である

何が困っても，これだけは徹底しなければならない。

神経のすりへることおびただしい。施設設備は危険で

一杯なのが宿命。おまけに安全施設に金をまわせない

ほど必要教具・工具量が不足しているのが普通・法的

な措世もなく，定期診断もない。

５ものを扱うだけでも時間がかかる

工具修理・発注・教材購入・金かんじよう・材料分配

機械器具調整

こんなわけで，授業記録をとっておくのもなゑたいて

いのことではない。大変なことばかりで気が遠くなる。

しかし，みんな苦しんでいるのだがら，‘何とかなる。私

はこれらの労働条件の悪さを全部記録化してそのうち公

表したいとさえ考えざるを得ない。このままでばわれわ

れの研究も進められないし，国民教育の課題にこたえる

ことなどとうてい不可能である。静岡大会ではこのこと

も問題にしたいし，日教組全国教研といわず，あらゆる

会合で訴えてゆけるよう，「足げにされている技術科教

員の実態」の記録もとってゆこうではありませんか。

（東京都武蔵野市立第五中学校）

国土社

教育害

おとなは敵だった幕鼎芹琴言
青少年犯罪がひんぴんと起る原因と環境をつきとめ，現代中学生の複雑怪奇な
性格と行励を巧みにとらえた記録。今日の中学生期教育の盲点をついた問題の
群。＜副題＞ｌ|'学生と取り組む教師の記録

番 長物語灘:ﾘ雪
朝日新聞1966年８月18日……この物語は，番長たちの当面の攻撃目標である
担任教師が彼らを善導しようと決意し，その根強い反抗心とたたかった記録で
ある。それはまさにたたかいであった……。 ＜週刊朝日激賞＞

７



機械学習における子どものつまずき

はじめに

本誌７月号で好評を得た小池一清氏の電気学習におけ

る子どものつまずきは，これからの指導計画や，指導方

法の改善にとって，有益なものであった。今回は，それ

を受けて，機械学習における子どものつまずきについて

検討してみよう。子どものつまずきとして表われる内容

は指導計画の問題点でもあろうし，自分の指導法につい

ての具体的な反省にもなろうと思う。

Ｉ

機械学習について，その主要な内容と指導の段階は，

３つに分けて考えている。

その１つは

①械機のしくゑの概略を知る

ア道具の発達と機械

イ機械に必要なおもな運動

ウ機械を織成するおもな部分

②機械を分析的に研究する

ア機械要素

イおもな機拙と動力伝達のしくみ

ウ機械材料

計測などもこの段階に位置づける。

③機械を総合的に研究し，効率を高めるくふうをす

る。

ア機械の目的とそのしくみ

イ機械模型の製作

ウ絵油，調整，手入などと効率

１１

Ａ各部のおもな名称について

Ｉ図Ｉの(1)～(8)の各部の名称について答えなさい。

以下試験問題はすべて，記入式とした。

正答正答率1 9 6 7 年 ５ 月 2 7 日

（１）気化器（36名)72％３年男子・２級分

（２）シリンダ（43名)86％５０名の結果

（３）ピストン （45名)90％

８

村 田昭治

（４）連接棒（44名)88％

（５）はずみ車（34名)68％

（６）カム軸歯車（29名)58％

（８）クラン芝軸歯:iに(27名)54％

（８）クランク車軸（37名)74％

誤答の比較的多いもの161(7)について検討して承ると

(61カム軸歯車

×歯車５名ギヤ１名６名12％

×弁歯車５名10％

無答４名８％

×大ギヤ２名４％

×クランク軸歯車３名６％

×はすぱ歯車１名２％

171クランク軸歯車

無 答 ８ 名 1 6 ％

×カム歯車４名８％

×弁歯車３名６％

×歯車２名ギア１名３名６％

×小ギア１名ピニオソ１名２名４％

△弁調時歯車３名６％

この種の問題はよい問題ではないと思われる。ここで

６

１

図’１
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採点で困惑したのは，「弁調時歯車」という答えであっ

た。また，分解した経験にもとづいて，はすぱ歯車と答

えた生徒もいたこといずれも設問が適正でなかったよう

である。

Ｂ２，３の部分の相互関連を総合的に理解

図Ｉの(2)I3X4I(8)で柵成されるリンク機描の名称を答

え なさい。象

スライダクランク機:階正答率６４％

不完全無答誤答

雌答７名14％

クランク３名６％

ス ラ イ ダ ー 機 職２名４％

リンク装徹１籍２％

シリンダクランク２名４％

往 復機織１名２％

内燃機柵１名２％

圧縮用リング１名２％

図Ｉの(6)と(7)の歯車の歯数比はどのような関係か

(6)：(7)ただし４S-cycle機関とする。

２：１

ｃ計測と計算に関する問題

図Ｉはそれぞれ内径．（直径）行程Ｓ（ストローク）

をノギスと深さケージで計測した場合のそれぞれの目盛

の読みであったとする。

ア行程容秋を求めなさい。ただし派＝3.14とする。

深さケージの読みノギスの目盛

５ ７ ． ７ ｍ ｍ６５．０ｍｍ

正答 率2 8％３６％

６７

０２４６８１０

ｓ＝’５７．７１

ﾚｽ．
里⑪

７ ９

1111111111111111111111111

１ｌｗｌＷ州ﾘ州０

(I＝Ｉ６５．０

図２

誤答率誤答例

５．７７１１橘２２％６．５１６３２％

５．７５名１０ ％ ６ ． ５ ０ ５ １ ０ ％

無答５名１０ ％ 無 答 ３ ６ ％

７ ．７２名４％その他７１４％

７０．７２名’４％

その他11名２２％

行程容秋

正答率２８％

計測についての結果が以外に悪いのに麓かされた。

昨年度の文部省学力調査の結果でも結果は著しく低くか

国平均22.4％

都平均20.0％

本校62.7％

ったが，それにしても昨年度は62.7％で今年度は36％と

いうことに疑問をいだいて，誤答を分析した結果上述の

如くであった。

文部省の学力調査では「答えをミリメートル単位で，

解答用紙に書きなさい」となっている。

誤答中，雌も多いのはcｍ恥位で表していることであ

る。鋼尺を用いても苑、ｍまで読むべきことまた，ノギ

スは命､mまであつかう必要性がある場合に胴い為こと
など，の測定具の精度と使い分けについての学習の不足

が影緋したと思われる。

子どもの生活はcｍで働いていると思われる。だから

、ｍで折角読みとった数値をcｍにかえて計算させるよ

うな公式を教えることにも問題があると言えよう。

正答に位どりのあやまりの数を加えてふると

深さ２８＋22＝50％内径３６＋32＝68％

となり，ミリメートルで表わせという設問ならばかなり

正答率が高くなると思われる。

Ｓ（行程）と．（内径）の計測が正しくできないため

に行程容穣の計算はきわめて低い正答率を示す結果とな

った。

（'『）すきな容稜を計測したら38ccあった。この機関の

圧縮比を求めなさい。

正答率２０％

ウ圧縮比を高くするために，部品の交換によって簡

単に行なう方法を考えよう。

この設問は，教えてない応用問題である。

正答８％

＜ガスケットをうすいものと駁かえる｡＞を正解とし

た。これに対して，

無答が多く，ついで，ピストンを坂かえるが多かっ

た。それはピストンの長さをかえる。という考え方で

ある。また，設問がまずかったと反省されたのは，圧

締リングを交換し，ガスもれを防ぐ，という答えもあ

ったことである。

これは技術的には正しい思考をしていることにな

る。ピストンをかえる考え方は図３のような考え方で

ある。

考え方が，かなり一面的である。

たとえば，ピストンを長いものと取りかえると，考え

たのは，ピストソは上祁まで上るから，圧縮がよくきく

９
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2２ 別５

⑳坐名８８％

⑳３７名７４％

⑳４１名８２％

⑳３６名７２％

⑳３３名６６％

授業では，シリンダヘッドを取りはず

し，トレーシングペーパーを上端にはっ

て，クランク軸を回転すると，ＡＢ間では

紙が凹に変形し，ピストンをさらに下降さ

せるとバーンと大きな音をたてて破れる。

図５．手の掌を上にあてておいてもＡＢ間

では手が吸いこまれることが理解される。

表１

善一一○雲

EAl18

ピストンを

脇いものと
とりかえる

ピストンを

縫いものと
とりかえる

○
○

<上死点での容献が減少＞

と考えた

く下死点での容誠の減少＞

を琴えない
くピストンが上死点まで動けるか＞

く下叱点での容砿がふえる＞

とげえた

くｋｹ点での?鍬'1もふえる＞
ことを.どえない

冴えない

図３圧縮比を高める方法

ようになるという考え方である。しかし下死点時のシリ

ンダ容戯が減少することに気づかない。

生徒のなかに:ま，行程容識は多少減少しても，燃焼室

の容職が著しく減るから，と考えた生徒もあった。（後

ほどの質問の結果）

その反対にピストンを短いものと取りかえるという考

え方では，下死点時の容穣がふえることに注目したが上

死点時における容赦がふえることには気づかないのであ

る。

Ｄ図による全体の関係の把握

シ･リンダ容職とシリンダ内圧力の変化を図４を見て

下の表を完成しなさい。

⑲４４名

~、
力」記号｜行程名容 稜

一
姉 一

示大ＡＢ吸込｜大きく より低い

１９ＢＣ１６

ＣＤ／i2０ 急激に上昇

⑳２９名

Ｉ２１ＤＥｌ１７ １

2４

⑰４１名８２％

⑱４３名８６％

88％

58％

、

（ビニールやサラソラップを使ってみたが，のびて中央

部が凹になるがいつの間にか音もなく破れるので，ピス

トンの動きは見えてよいが，劇的でなく，どうしてか，

と考えるような場面の設定がしにくい｡）

排気行程にも同様な手法で実験させた。

しかし，ここで図３中のＣＤ間の理解だけが悪い。こ

こでのつまづきはこれまで容祇と圧力の変化は反対だと

理解してきたために．ＣＤ間についてはそれでは説明で

きなくなるわけで「無答」が６名，１２％「最少な状態」

12橋，２４％

「大きくなあ」という答は図をよく兄ていないためらし

く，「大きくなる」「小さくなる」「大きくなる」のく

りかえしだからという理解をしているために，ＢＣ間で

容赦が小さくなったのだからと，よく考えないで「大き

くなる』と答えたものと思われる。

このＣＤ間につい
下死点

IＩ「
へ
当
べ
蓑
Ａ
蝉
Ｉ
Ⅱ
凶

一 滝

Ｉ
Ⅲ

大気圧線

IＺ

Ｂ

Ａ
一 一

一

:碓点
＝ 一 雪ビス

図４

トン行縄

ての理解を商める実

験を老える必要があ

る。

わたくしとしては‘

牧島氏（長野県飯田

東中）の実験装置

（技術教育誌１９６５

正磐

シング

ペーノ唾

⑯４５名９０％



｡彦機

⑦72佼

を左右に動くことによって．いくつかのか

みあいが可能なこと

例後退は，:磯関主軸一中間軸一節三軸一駆

（回転方向）（異方向)(方向同)(異

動軸となること

方向）

などについて図を見ながら説明した。本校には

歯車式変速装置は旋盤にしか見られない。理科に

もない。

スプラインについては，中古品のオートバイの

変速装置で一本見つかったので災．を見せ，歯車

が軸方向に動きうるが，回転ば一体となること，

排蒸軸にキーを数本つけろた状態と理解させた。
正答率の低さの原因について

ア，イ，ウなどの基本的事爽の説明によるだけ

では動力の‘伝達経路が理解されないこと。

変速の目的を正しく理解されるような指導が不足して

いることが反省された。

／トレーシ７
〃ベーノく

－～－－－－一

＞･ク．

ヨヘ翻鋤大

?ほ蝋シリンダＩ

'剛？
一一～

后

ﾕＬ

一、i/二画陰‘
詞

一

シリンダWIIリ］
国

Ｉ

”｡
Ｉ

Ｃ

図５ピストンの動きとシリンダ内の圧力

年10月号Ｐ60～63掲載）を用いてガソリソに点火した

場合の膨脹，圧力の増大について実験しただけであっ
た。

授業中，物質の三態変化についてたずねたとき，液体

が気化するときは著しく容談がますこと，空気を圧縮す

ると，分子が密になって圧力が増すことなどは理科で学

習していることがわかった。

しかし．ＯＤｌ間についての正答率は下がっていく。や

ばりわかりにくいし，また，火験もしにくいということ

がいえそうである。

Ｅ変速装置についての理解(調査対象４クラス100名）

Ⅳ図において，主軸の回転数が1,200r,ｐ､ｍなると

き，第１速，第２速’第３速，退進の歯車のく桑あわせ

へと，駆動軸の回転数を答えなさし､。ただし，歯数は図中
の数字の通りとする。

正答率駆動軸の回転数

歯車のか象あい

１速３６％３１％

２速３５％３２％

３速３８％２９％

後退 ３７％１７％

意外に正答率が低い。

では，この試験前の授業に問題点はなかったであろう
か。

歯車式変速装侭については

㈲機関主軸→中間軸駆→駆動軸の順で動力が伝達
すること

い歯車のかみあいは⑥⑦の歯車がスプライン軸上

図６

②

２７

⑦

２０

③

関ヨ 駆軸軸

1４

③

ZＺ

３１ ２５ １８

(注）図６は1汁猟しやすくしたが災際の術数の例

図７

箔Ⅱ零
烹一息鋤“

①

T釜
可
上
⑤
ｕ

ｌ
ｌ
Ｌ
④

>ぐ
1４

ロ＝‐



試験の終ったつぎの週。予告なしに「前進三段・後進

１段の歯車式変速装置で駆動軸の回転の速さの順，駆動

軸の回転力の強さの順をかきなさい」と1,,う追加試験を

行なった。

その結果クラスによって異なるが，４クラスの平均

で，５９％の正答率であった。答案を見ると

「原動側が一定な場合，回転数がませぱ，回転力は小

さくなる」

の理解はかなり高いようであり，

第１速から～３速まで，だんだん速くなると理解せ

ず，第１速が一番回転数が多いという誤解がかなりある

ことに気づいた。

それにしても

５９％-37％＝12％

１２％の生徒は，速さの順序の理解，スプライン軸上の

歯車の移動，を理解できても，問題解決ができなかった

ことになる。

また

(歯車のかみあい正答)一(駆動軸の回娠数正答)＝計算ミス

36-31＝５

35-32＝３

38-29＝９

３７－１７＝２０

特に計算ミスの多かった後進について票ると，

無答－６％簸大誤答

３６００－２％400回転の計算は

１２００－２％

昔×号×÷=号と思われる６００－２％

４００－８％正答

音×÷×÷=も
ここにもよく表われているのは中間軸が歯車やベルト

車の数はいくつついていても同回転数であることを忘れ

てしまう生徒がいぜんとしていることである。

ベルト式無段自動変速装置について

図７はベルト式自動変速装置であるが，現在の図の状

態はどのような速度の状態か。これと逆状態の速度の場

合について図中にベルトを記入しなさい。

図７は，スクータに駁つけられているもので，本校に

･は２台あり，これは，実物を見せている。これは可変有

効蔽径調車とでも呼べばよいのであろうか。

現在の状態正答率

・低速（始動や,停止寸前）５９％

約６割の正答率である。

この逆の速度の状態を図に記入する問題では意外なこと

１鰹

後!'〔鵜棚Ⅲ

小べ レト躯

図８

がおきた。

「ベルトが伸びた」のだ「ベルトが縮んだ」のもあつ~、
た。

生徒の６割は図７の駆動軸側が直効直径が大きいか

ら，きっと低速だと，考えていた。その反対なら，高

速，そこまではよかったのだが，図８ａ，ｂのような答

えが９名表われた。ａのようにかいた生徒は５名，ｂの

ようにかいた生徒は４名あった。

「ベルトが極端に伸びたりちぢんだりしない」ことぐら

いは常識だと湛は考えていたが，生徒たちに聞いてもそ

れはそうだとしか答えない。わたくしの推測では，直径

がクランク軸側の後輪軸側ともに可変であることについ

(ａ）
〆~

(ｂ）

図９ベルトは伸び縮みするのか



下
死

へ 点

図１０

ての理解の不充分さと前述の生徒の思考の一面的なこと

の結果だと考えられる。

ａの場合は，低速と高速と考えて簸初から理解が不足

していたので無理もないとしても，ｂの場合は後車輪軸

側の有効直径をへらすことしか注意がむかないことが大

きな理由といえそうである。

Ｆ点火時期の問題

点火時期が上死点前にあることについては広く知られ

ている。

設問は

いつも高速運転をするエンジンと，いつも低速運転を

するエンジンでは、それぞれ点火時期を図のＡ，Ｂのど

ちらへ動かすべきか。

正答率高速Ａ６９％

p嵐‘低速Ｂ６８％
これに関連して，毎銀200r,ｐ､ｍの回転数ならば１秒

間には何回転か，またそれは，延べ角度ではいくらか｡、

１５．回転するに要する時間は何秒か，を計算させたこと

があった。

ア'２００…－':W=20…
イ．１秒間の回転角度２０×360＝7200度

ウ15.回転するに要する時間

ユ器旦=480

六秒

方ｿﾘﾝの燃焼速度は早いとしても,z訪秒間にどれ
だけ火がもえうつるか，を考えさせた。また断続器ポイ

ントが開閉時期が上死点の寸前に調整されている事実も

観察させておいた。

Ⅲ

前節で，設問とその正答率，誤答の分析等についての

べた。これらを総じていえることは，生徒のおちいりや

すいつまづき一つの傾向がありそれに応ずる指導の重点

がいくぶんかは明らかにすることができたように思われ

るｃ

①正答率は各部の各称＞各部の関連＞各部

の関連の数量的把握＞計測計算

という結果となった。

②中学生は生徒の生活や思考は，長さについて，

ｃｍ単位で働いており、ｍにまで高めることが大

切であること。

必要に応じた精度を選ぶ判断力がたいせつであ．

る。

③要素・原理・原則は理解できても，総合的判断

力に欠け，思考が一面的であり，機械を合目的に

しくむ視点の欠如が感じられる。

④変速装置のように重要な内容について，要素的

な教具が多いが，総合的な教材教具が不足してお

り，指導方法とならんで考慮すべきことである。

これまで，技術学を中心にすえるという考え方から科

学の強調をする考え方をよく耳にしたし，技術の理論と

いう形でも問題にされてきた。

しかしこれらは，あくまで必要条件であり，それらの，

要素的な学習をどのように総合的判断力に結びつけるか

が，まさに技術教育の真随ではないかという感想を強く

もった。

（東京都杉並区立西宮中学校)．

＊ ＊ ＊

1３



科学技術の発達と子どもの考え方

はじめに

かねがね，教科番にほとんどのっていない，科学技術

についての読み物を子どもたちに提供して，現代の子ど

もの考えや，これからの指導の資料にと計画していた

が，たまたま，朝日新聞夕刊に，昭和42年１月４日から

７回に渡って掲峨された自然に取り組象，人間生活を鯉

かにする資料が得られたので，中２，中３の男女共学の

中で，国語でいう感想文の表現にあまりとらわれずに，

自由にう1Fかせてみた。新聞記事は題して「地球ばんさ

い」７編あったが，内容が理解しやすく，興味のありそ

うなのを３編選んで書かせた。果たして男子，女子どの

ような考えを持っているか，あるいは時・代の科学技術を

どのように認識したか，現在の世界観は何か等，いろい

ろ感想を書いているようである。

人間の生活が原始の時代に，もの作りから始まった結

果といえるが，それとの結びつきは理解しがたいかも知

れないが以下，各編のそれぞれの考え方，それらを総合

したものなどを男女に別けてまとめて染た。一般の文学

とは異なり，科学技術の読欺物が男女の優位性を論ずる

箕料になるかも知れない。

１極北の太陽

あらすじ：ここには季節が二つしかない。涼しい夏

と，厳しい冬と。夏は一日中，太陽の沈まない極昼が続

き，冬は全く太陽のない極夜が50日間も続く。所はモス

クワから北へ夜行列車で一昼夜半。北緯69.のムルマソ

スクで，すでに，極夜にはいっている。

朝11時，やっと薄明がやってくる。正午，ほんの白ん

だだけで午後一時にはもうヤミが追ってくる。町はずれ

のツンドラ（凍土）の平原には，太古からとけない永が

地球のアカのようにへばりつき，白樺の木は樹令100年

というのに，片手でにぎれるほどやせ細っている。ここ

では日光が，あまりに足りない。

１４１

’
志村嘉信

しかし，すべての生物が冬の眠りについている間，ム

ルマソスクの市民たちは，新しい町の建設を進めてい

た。あかあかと輝く街灯の下を，ひつぎりなしにバスやへ

トラックが走る。

ソ連が極北の玄関｢iとして期待する唯一の港町。冬の

平均気温は氷点下'4.ｃだが,バレンツ海に流れ込む暖流

のおかげで，一年rl1凍結しない港である。ターボプロッ

プ機の離蒲陸する空港もある。ここは自然発生的に大き

くなった町でなく，人工的に太陽不足を克服する政策庭

よって町がつくられた。

1916年，ここに町の建設が決定されるまでは，トナカ

イを追う少数の移住民族しかいなかった。1920年になっ

て人口はやっと2500人。当時この一帯には日光不足から

壊血病の一種“ツソガ”がはやり，水質が悪くて歯がポ

ロポロ欠ける人が多かったが，綿密な科学調査の末に，

快適な環境づくりと健康笹理が採用された。

己

込

ソ 巡
．■了

モスクワ回

－



Ｐｑ

蝉守

この町では，一定時間太陽灯に当ることが，託児所で

も，職場でも，全住民に義務づけられている。食物のバ

ンはピタ.ミソで強化され，水道水にはフッ素が添加され

ている。

火力発電所兼暖房センターからは，地下の太いパイプ

を通ってどのアパートにも熱湯を送り，二重窓の住居に

はスキ間風も入らない。家庭の照明も明るく，カーテン

やじゅうたんにも工夫がほどこされ，野菜も温窒栽培と

人工照明で，ネギ，トマト，キュウリもつくられはじめ

た。

人口30万だが，３つの劇場と10の映画館，プールやス

ケート場；町のレストランもにぎわっている…他の都市

にくらべて，２倍の給料，年に２カ月の有給休暇が労働

者たちに保証されている。

く感想＞中２男子

．なんだかＳＦ小説でも読んでいるような感じがした

またそれと同時に人間には不可能ということがないよ

うに思えてきた。人間には限界はない，まだまだ，新

分野の技術を開拓しなくてはならないし，地球をもっ

ともっと住象やすい場所にする必要がある。

‐このように北の地方に住む人たちは大昔から苦労の

連続であったであろう。そしてだんだんに自然に対抗

するための数燕の発見・発明となり発展してきたので

あろう。また，人間にそのような発見・発明ができな

ければ他の動物と同じである。そのように発明すると

いう力に限界はなく，これからの発展がそこにあると

思う。宇宙開発が進められている時代ではあるが，地

球のとことんまでわかっていないだろう。それがわか

る日はそう簡単にはこまい。しかし，１１１１日，１歩

１歩，人間は発展していく。地球バンザイは人間バン

ザイといえるであろう。

‐この記事をよんで，はじめは感じがよくわからなか

った。ぼくの生活ではありえないゑたいなので興味が

出てきた。同じ地球でも季節が２つしかないこと，日

本承たいに４季があるのとでは，生活環境がまるでち

がいすぎる。そこに住んでいる人は，どんな考えを持

ち，生きているのかは疑問である。この寒い0.Ｃぐら

いの所では考えられないことをやってのけるとは，見

ならわなければならないみたい。

．どうせ太陽灯とかいうものがあるんだから空中に気

球でもって大きな太陽灯を上げて，地上から操作して

１２時間交代でつけたり消したりすればいいと思う。

・僕は前にＳＦ小説でこんな“人工太陽‘'の話を読ん

、

だことがあるが，その小説でも“人工太陽狐の完成は

なかったのに，爽際につくってしまった科学の力はす

ごいと思う。

大自然の中で，りつばに生きている人達。ともすれ

ばへこたれそうなところで生活している人達。ぼくは

こういう人達のようにねばり強い人間になりたいと思

う。

中２女子

．この国の人達は今までにいろいろな苦難にあってき

たと思う。それなのによくここまで桑んなできずきあ

げたと思う。もし私だったらあたたかい平和な国へ移

ったかもわからない。まだまだおくれている国や，こ

んな国がいくつもあると思う。苦難にあっている国が

あれば世界中のみんなが手をさしのべてたすけるべき

だ。もっともつとよい国にみんなでしたいものだ。

．人類はそのうちに北極のすみず染まで自分のものに

していくだろう。人類の力はすばらしい。だからその

力で北極を軍ﾘド的なＪ１:でよごさないでほしい。

自分は北極の気象か生物の部門をやってみたい。そし

て北極でどこの国がひそかに軍事開発をやっているか

しらべてそれに対繁をたててそれをなくしたい。もし

生物をやることになったら，生物の少ない北極につぎ

木や交配をしてどんどんふやしていきたい。

・ソ連のムルマスクのようなへんぴなところは，まだ

まだたくさんあると思う。環境はちがっても，相当み

んなから承はなされ，それでもかつ生活しつづけてい

る人がいる。また生活している人は少ししかいないが

人友からみはなされてしまったところもある。それら

はこれからどうなっていくのかと疑問になる。ロケッ

トが宇宙に飛ぶような時代であってもまだ開拓され

ず，本当にどうなっているのでしょうか。やっぱり勉

強がどれだけ大‘切かがわかってきます。

・私はここでただ「うらやましいナー」とか「いいナ

ー」とか思うだけでなく，日本にもこのようなよい設

備が，北海逝の豪雪地帯，その他のめぐまれていない

地帯にできてくれたらよいのだがと思う。まだわが国

日本にほこれだけ広大な設備をつくることは，今のと

ころできないことだと思う。しかし近い将来にはこん

な生活ができるようになるだろう。

．寒さのきびしい国に生まれる技術はめぐまれた気候

の国より進歩する。この国の技術の中で特に進歩して

いるのは交通・暖房・野菜の栽培など日常生活になく

てはならないものばかりだ。このように技術の進歩は

Z５
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日常の生活の中から生まれるものだろうと思う。

ソ連は社会主義国家で国の財政が豊かだから労働者

の条件が他の国よりよいのだろう。これも技術の進歩

に関･係があるのだろうと思う。

中３男子

・これを読んで「もし太陽がなくなったら」という心

配が消えてしまった。

・でもここの人凌は我慢強い人燕である。この恵まれ

ない生活にたえている。そしてよりよい生活にしてい

こうと努力し続けている。人間はなんと我慢強いそし

て偉大な動物なのだろう。人間に生まれてよかった。

・ソ連は帝政ロシアの時・代から「不凍の港」を求めて

いた。そして南下政策を行なって戦争もおこしたがあ

まり成功しなかった。だから冬に凍らない港を建設す

る為にはこのような「生物の住める北限」とも思われ

る場所も開発していかなければならないのだろう。日

本でこういった大規模な「自然の改造」は可能なのだ

ろうか。国家による計画性と経済力と科学技術がなけ

ればできないだろう。

現在，二つの世界の対立があり，更にその内部でも

対立している国友がある。こういったバカな争いはや

めて，世界全体がもっと協力して行けばもっともっと

地球は快適につくりかえられていただろう。

・人間はずっと昔の原始時代ごろから自然と戦ってき

たと思う。今までには自然の威力にほとんど負けてい

た。しかし，今日では科学が驚異的に発達し続けてい

る。その証拠がこの文章に現実となっている。このう

ちの｢極北の太陽｣が一番気に入った。だけどこのムル

マソスクという町なんかは昔はただの白い雪の平原だ

った。それを人間は謹想の町にしたのだからすごいと

思う。こんな不便な場所はまだまだいっぱいあると思

う。あと何十年もすれば地球上を開拓しつくしてしま

うだろう。でもそのころには宇宙開発も相当進んでい

るだろう｡宇宙は地球とちがって，限界がない｡だから

科学をもっともっと発達させて，宇宙にも地球みたい

な星を造ったらおもしろいと思う。ぼくたちも人間な

んだから早くそういう時代がくるように努力しよう。

中３女子

・ムルーマンスクに行って働きたい。月収が倍だなんて

人口が土地の割りに少ないせいだろう。日本なんてゴ

ミゴミした所は一刻も早く逃げ出したい。

・あ－，なんてだめな国かしら，日本って。日本では

1６

今黒い霧問題が国会でさわがれている。だけど，その

時間，ムルマンスクやソ連では国民のためそして国の

ために働いている。廃気ガスに汚れた空などなく，樹

木が美しく並んでいる木を通り抜ける人凌，なんとな

くロマンチックみたい。そして，寒さの心配もなく暮

せるムルマンスクの町，いいわ－。早く日本もああい

う国民のため，しいては国のためになる国をつくって

ほしいと思う。

.いまさらのように科学の力の偉大さにおどろいた。

もし科学というものがなかったら，ここに出ているよ

うなすばらしいものはできなかっただろうし，私たち

の生活もだいぶちがっているだろう。科学というもの

がなかったら……考えただけでもゾッとする。しかし

人間はいままで自然と戦ってきた。いやこれからも戦

わなければならないだろう。つくづく，人類（科学）

ってすばらしいと思う。

２ 宝を生む山

－畠＝r rZノ－‐輔ｒ ワ

イ

タスマン抑三三１１

あらすじ

オーストラリアの内陸上空を何時間も飛続けると，巨

大な手焼きのせんべいを連想する。全くかわき切ってい

る。一年間に海に流れ出すあらゆる河川の水で，もしも

陸上をおおうと，オーストラリアは，わずか3ｃｍの水か

さ，広大な砂漠をかかえた米国でさえ23ｃｍ,世界平均は

25ｃｍとなる。年間雨量も.世界平均より低､く,亜熱帯の位

置と，苛烈な太陽が降ったそばから蒸発させてしまう。

水不足により’家畜が何十万頭も死ぬ年が数多くあっ

た。ところが，この乾燥大陸の東南のす象に，半年は雪

をいただく山岳地帯がある。その名もスノウィ．マウン

テンズ（雪山)○オーストラリアの最高峰コシアスコ山

（海抜2,200ｍ）を主峰にする山なみである。

雪はとけてスノウイ川となり，150kｍほど南下してタ

スマン海に流れる。ところが，この川の流域は多雨地帯

戸、
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の一つである。そこで，その融雪水を逆流させて，山の

北側から西側にかけて広がる荒地に流したらどうだろ

う？このアイデアは百年も前からあった。

スノウイ・マウンテソズ計画がそれで，動き出したの

が1949年，完成は1975年で，現在全計画の３分の２を経

過，延べ100kｍ，内径数ｍの導水トソネル,100万ＫＷの

発電所（完成時は400万ＫＷ）が建設された。延べ千kｍ

の自動車道路も完成，水は見事に逆流して，マラソピ

ジ，マレーの二つの川に注いで，荒地をうるおし，砥力

を生承，新しい市民を生むことになった。

この開発のために多くの労働力が必要となり，東欧，

ギリシヤ，イタリアなど世界の30カ国から労働者が山へ

来た。たとえば，東欧の貧農の一人は，昼間は溶接技

術，夜は英語の勉強で，２－３年山で働くうちに，その

道の専門家ともなり，ニュー・オーストラリアソともな

る。

労働力とともに，米国の土木技術によってくりぬかれ

たトンネルを水が流れ，スエーデン製の発電機がまわり

ベルギー製の変圧器で高電圧にあげられて送電されてい

る。そのうちに日本製の発電機も仲間入りするとのこ

と。

太古から焼けただれたまま横たわっていた広大な荒地

を相手に，オーストラリア人はいま世界中の力と知恵を

あますところなく取り入れて立向っている。人間は何を

相手に，どうやって戦うべきかの答ともいえる。

く感想＞

中２男

・人間の知恵と協力とで人間の生活はどんどん進歩し

ていく。この開発事業だって各国の協力がなければで

きるはずがない。各国が協力すれば貧しい国も富める

国へ移り変るだろう。日本だって国内で協力・団結す

れば東北，北海道の開発は簡単じゃないだろうか。オ

ーストラリアができて日本ができないなんてほうばな

い，日本も地球全体ももっと努力をして人間の生活の

進歩向上につとめるといい。

・自然を改良していく人間の力は．偉大だ。それにして

も13の大ダムや延べ100kｍにもわたる導水トンネルが

山の中を通っていたり，そんなダイナミックなようす

をぼくは見てみたい｡｢人間は何を相手にどうやって戦

うべきなのかそのことの一つの答えを見たと思った」

ほんとうにそうだと思う。人間どうしが殺しあうほど

象じめなことはないと思う。軍事費を世の中の役にた

つことにつかえばどんなによいかしれない。人間どう

しが戦争をしないですむような世界になってほしい。

中２女子

・私にはどうしてもオーストラリアときくと広大な平

野にいるたくさんの羊と冬真白な雪山でしているスキ

ーのことしか思えません。不思議と他国のことは良い

ところだけ目立って悪いところはぜんぜんわかりませ

んでしたが，少しほんの少しでありますがオーストラ

リアの水不足のことなどが理解できました。

中３男子

・自然を相手に人間のあらゆる知恵をふりしぼって戦

うのが人間なのか。治山治水による人間の生活革命が

ここにもうかがえる。

・題名のように「宝を生む山」だということがよくわ

かった。でもほんとうに宝を生むのは山でなく．，人間

だということかわもった。人間の力とは偉大なもの

だ。

・日本も水の多い国だがオーストラリアのように計画

的に水の利用をしていないように思う。もっと水を利

用して，耕作地を開き，都市を発展するようにぼくた

ちがしなければならないと思う。

中３女子

・記小の言葉を利用しますが，「人間は何を相手にど

うやって戦うべきなのか」ほんとうに私は疑問におも

っていた。人間は知恵をしぼってやれる所までやるの

がほんとうの人間だと思った。

３ 砂から石油

あらすじ

北紳57．ぐらいというからシベリアと同じ位の維度に

なる。カナダのほぼ中央部アルバータ州フオートマク言

レーがその場所◎見渡すかぎり白一色の雪の起伏とモミ

などの疎林しか見えない。気温は-40.Ｃ･原油タンクや

．一之ス炉は立っているが，油田につきものの，油井ヤ

グラはない。露天堀りで堀りあげた砂をベルトコンベヤ

ーで分離工場へ運んでいるからである。

１日に１台で10万ｔ以上の砂を堀りあげる能力をもつ

でっかい自走採堀機が２台，外観はむしろ，セメント工

場といったほうがぴったりする。１日７千AＺの原油を

約400kｍ南のエドモントヘパイプで送る予定である。

油がとれる砂の層は山形・福島両県を足したぐらいの

Ｚ７
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アではすごいゴールドラッシュらしかった。やたらと

東部から西部へと金を堀りに来たらしい。でも今ゑた

いに文化が進んでくると，開発の遅れているアフリカ

アマゾン地方，シベリア，カナダあたりから堀り出す

しか手はない。もっと時代が進むと南極からいろいろ

堀り出すことができるだろう。それに夢にまで見た宇

宙時代がくるので，ノ]とか火星とか太陽系の星から工

業原料がとれるだろう。これは夢でなくやがて実現す

ると思う。そうしたら人間も生活が楽になるだろう。

・カール・クラーク博士は社会のために大いにこうけ

んしたといえる。ぼくもこの博士のようになりたい。

・カナダもだんだんと開発されてきたらしい。だから

砂から石油をとれるようになったのではないだろう

か。砂の内は無限の世界なのだ。この世界につっこも

うとする科学者たちばりつばだと思う。ぼくもこの人

達のような無限の世界につっこむ科学者になりたいけ

ど，ぼくは製作関係にむいていると思う。先生はどう

思う？このように地球がよくなり，科学技術が発達

することによって人'1Mの生命が長くなり，病気がこわ

くならない人間になりたい。

。まだ他に石油の埋っている所が地球上にあるかもし

れない。ぼくは大きくなって世界上にあるまだ発見さ

れてない石油を探しに行こうと思う。それにば土地の

地形や砂の種類の事をよく研究しなければならない。

もし石油が堀れたら，平和のために使いたい。

．この作業に核爆弾をつかうという方法もあるという

のにおどろいた。しかし僕もこれが本当の核爆発平和

利用だと思う。また，これらの別の方法について，日

本の技術者たちの意見も聞いてみたいと思う。

“自然開発”僕たちのまわりにはまだまだ未開発の

自然がまっている。現在，･僕と同じ年代の人の何人か

が将来この自然開発にとりくむだろう。僕自身，そう

なるかもしれない。だから，科学，技術の勉強をおこ

たらずに，この興味ある自然開発にとりくめるような

人……偉大な人になれたらと僕は思う。たとえなれな

いにせよ，実に興味のある仕事だと思う。未知のもの

えへの興味は人間の本能である。

アメリカ

２万３ｋｍ2の広さである。,砂が含む石油の雌は推定千億

〃以上，うち採取できる鐘は５百億ﾙz以上という。これ

は共産圏を除く全世界でこれまでにわかっている通常油

田の総埋蔵量にほぼ等しいほどの宝である。

この砂のあることは２百年も前からわかっていた。地

表やアサバスナ川の川っぷちに露出した屑があるからで

ある。砂と油を分離したものを見ると，少しの風でもさ

らさらと流れ出すぐらい粒が細かく，石英質だから真白

だ。油はねばくて水あめぐらい。ピンを傾けても簡単に

は流れださない。水に落すとす一つと沈んでゆく。

この油をどうやって砂粒から安いコストで分離させる

かがわからなかったために，ほとんど利用されないまま

眠っていた。

カール・クラーク博士は1920年代から油の分離方法発

見に一生をささげてきた人だ。その方法は大逓の熱湯と

スチームで油を分離させ，あわ状にして浮き上がらせた

重い原油をすくいとる方法である。

この層がどうしてできたかはナゾである。

将来は深く埋っている部分のタールサソドをどうして

開発するかが問題である。石油を食うバクテリア，超音

波を使う方法，地下燃焼による熱を利用する方法などが

考えられるが，有望なのは地下核爆発による方法であ

る。これがうまくゆけば，一番好ましい形の，核爆発平

和利用が実現する。
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＜感想＞

中２男

・昔アメリカが独立したばかりのころのカリフォルニ

中２女子

・最初題を象て砂から石油がでるのかと思った。それ

にかわりはないけれど石油を含んでいる砂なんて今ま

でに一度だって考えて象たこともなかった。考えれば

考えるほど褒なかんじがする。

．よくあんな小さな粒から，石油がとれるものであ

L
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戸心

る。私達の住んでいる地球にはまだ知られていない秘

密がかくされていることだろう。その多くのナゾをと

き，人類のためになるよう努めなければならない。

－この博士はどういうきっかけからこの仕事に一生を

ささげる気持ちになったのだろう。私にはそれを知る

ことができない。でも，この博士だけのことではない

が，何でも自分の思ったことに自分にできるかぎりの

力をだして，そして一生その仕事にうちこめる人が私

‘はうらやましく思う。たとえ，一生をかけた,仕事が成

,功しなくたってい｛,､。もちろん成功すればそんなにう

れしいことはない。

中３男子

・砂と石油を分けるのに原爆を使うのはいいと思う。

中共の核実験で日本へ流れてくる放射能のちりが野菜

や雨水に入って,小さな子供に影響があるそうだが,中

共も核実験なんかいいかげんにやめればいいと思う。

でも，原爆を使うことになるとカナダは持っていない

からどこから借りるかでまた問題になるかもしれな

い。

:中３女子

・・この石油の開発で核爆弾の平和利用ができるという

ぜひ実行してもらいたい。戦争の武器ではなく，平和

の武器として，，偉大な科学の力が利用されるように早

くならないものだろうか。どこの国も，自分の国のこ

とだけでなく，全人類のことを考えられる日が早くこ

ないものだろうか。

４全体 的な 感想

中２男子

・日光のほとんどない土地，人口も少ない，だけど人

、煮は少しでも住桑やすくしようとしている。またそこ

からなるべく多くの資源を得ようとしている。そのた

めには多くの機械と熟練した技術が必要だ。だから僕

たちは技術を勉強しているのだということがわかっ

た。

‐。三部とも大変面白かった。感想文をかかせなければ

もっとよかった。

『中２女子

。今は濃械がなくてはならない時だ。もし急に棲械と

いうものがなくなったら，私たちはうえ死ぬか，こご

・え死ぬか，そうでなくても一度に貧乏な世界になるだ

ろう。技術を勉強しなければならないわけがここにあ

る。私は元来科学的なものより地質のようなものに興

味があった。先生がおもしろいものを取りあげてくだ

さってくれたので機械に対する興味がわきました。

・昔からくらべると，科学も技術も共に激しく発達し

てきた。私たちが今，こうやって技術の勉強をしてい

るのも大人になってから，いや今からだって少しはそ

ういう役に立つことができるようになるためだ，私は

今までに女の科学者，女の技術者というのをあまり聞

いたことがない。（キューリー夫人ぐらい）だから女

の人には技術や科学はむいていないのかとも思った。

もう何年かたって科学や技術が，もっともっと発達し

てくるころには女の科学者なんかあたりまえのように

なってくるかもしれない。

中３男子

・環境をつくりかえる。これはいまの人類，いやこれ

からの人類にとっても不可能なことだ。しかし，環境

と対立し，そして最後にはその環境を利用する。それ

はとてもむずかしく，とても大切なことだ。これから

の世界にはもっと必要性が高まることだろう。それに

はただ一つ「技術」ということが必要だ。いくら原理

や理屈がわかっていても「技術」がなければ何もでき

ない。「技術」には二つの種類があると思う。頭の方

の技術と実際の技術。この二つは切っても切ってもき

りはなせない間だ。そして両方大切なものだ。設計は

できたが，実際どう仕事をはじめてよいかわからな

い。これではだめです。この新聞記事に書いてあった

三つのこともこの技術の両方そなわってできたものば

かりである。そういう意味からいっても私たちが技術

を学ぶことはむだではなく，とても必要なことだ。私

たちはいろいろな面について，いろいろな技術を学ぶ

必要がある。私たちがこれからの世界をせおっていく

ためにも，ここで今日にいたるまでの技術の発達を考

えて象よう。大昔は火一つつけるのがとても重要な仕

事だったという時・代がある。産業革命が行なわれ人類

はより合理的で安全でそうさの簡単な機械を発明して

いった。これからもその必要性は高まるだろう。いや

人類のよく望というものがほろびない限り，これは続

くだろう。私たちはその意味でもこれから何か合理的

機械を作る義務はある。いや権利がある。私たちとい

うのは，いまのぼくたち，いや世界全員だ。もっとも

っと技術を向上させ膜世界を一歩前進させるのは，ぼく

たち自身の力にかかっている。

1９
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中３女子

・人間は考えて物を作りだす。自然を利用して人間に

役だつ物を考えだす。すばらしい蕊だ！

今の私達の生活ではなに不自由なく幕して人間の偉

大さがわからなかった。しかし，この新聞記事を読ん

でいるうちに世の中には頭の良い人がいるものだナー

とつくづく関（感）心した。思っている噸をうまく表

現できないが本当にすばらしい。

しかしまだ悪条件の中に住んでいる人食がもっとい

ることだろう。その人達も自然を利用し，人間の強さ

を出し，また関係ない人も助けて住みよい国にしたい

ものだ。

５まとめ

正直なところ最初この記事を読ませたねらいは科学技

術についての興味の動機づけを主として考えていた。大

部分生徒が面白い内容だったと書いているが，中には貰

料の要約だけにとどまった書き方もあり，子どもたちの

考えをどのようにとらえたらよいか迷ったが，ここに掲

載したものはいわゆる労力の優劣を考えて優等生的な感

想だけを集めたものではない。実習には活気を見せても

教室授業ではお客様のような生徒もいるし，進行性の筋

萎縮とか後天的な難聴の女子生徒もたくましく科学・技

中教審

三特別委を設け審議

中央教育審議会は７月10日，東京・丸の内の東京会館

で本年度２回目の総会を開き，諮問にもとづく前半期の

審議をするため三つの特別委員会の設腫を決定した。

〔第21特別委員会C社会的要請)〕

「学校教育に対する国家社会の要請と教育の機会均等」

の観点から，主としてつぎのような事項について調査審

議する

(1)国民の教育に対する需要と教育の機会

(2)社会の人材に対する需要と学校卒業者

(3)学校教育の成果に対する社会的評価

(4)地域的･経済的･社会的・能力的諸条件と教育の機会

Ｐ主査＝古賀逸策、副主査＝清水義弘じ特別委員＝麻生

磯次，小塚新一郎，平塚益徳，平林たい（平林たい子)，

大島康正，前田陽一、委員＝森戸辰男，河原春作，細川

隆元，諸井貫一Ｐ臨時委員＝東竜太郎

〔第22特別委員会(学校教育制度)〕

「人間の発達段階と個人の能力・適性に応じた効果的

2０

術の進歩をたたえている。それは生徒も考えている人間Ｉ

のため，弱い人友のために人間の使命として努力しなけ・

ればならないことである。

中にはＳＦ的な小説を連想した生徒もいるし，（男女・

とも２年生)，中３になると女子などは現実をロマンチ

ックに見る傾向もあった。このあたりは技術における心

理的な研究を要求されるところでもあるし，技術教育と

はそんなものではないと反論する人もいるであろう。私．

の場合その辺は，広い視点に立って子どもの発迷段階を

観察することにした。それは決して男女を別学にして教．

青する根拠とも理由ともならないと思う。

男女とも核平和利用，緊迫した国際悩勢をうれえ，一

見この新聞貰料は美しい夢物語的なタッチで醤かれてい

るが，現実の日本の政治，公轡，技術革新にともなう，

底辺の犠牲などにも目を向けているのは喜ばしい。今国

会では炭鉱災害の補倣問題の法案が審議されているが，

正しいことは正しいと判断できる子どもの眼をもっと力

強く育ててやる必要がある。

ささやかな読み物であったが，これを機会に自分の進．

むべき道，人間同志のあり方（国蕊をこえて）など子ど

もに一層の夢と希望が湧き上ったのは事実である。感想．

文の選択に不充分な点，まとめ方にも不足の点があった．

が不手際な点をご指導願いたい。

（東京都杉並区高円寺中学校）

な教育」の観点から，主としてつぎのような事項につい．

て調査審議する。

(1)能力の適切な判定による入学許可

(2)適性．能力に応じた教育を行なうための制度・内容
・方法

(3)教育条件と教育効果

(4)学:校規模と適正な運営

(5)現行学校体系の効率

ｐ主査＝大泉孝、副主査＝朱牟田夏雄＞特別委員＝

遠藤五郎，大河内一男，商坂正顕，幸田勝，西村三

郎，藤井丙午，坂元彦太郎，仲新，萩野鋤太郎、委
員・臨時委員＝第21特別委に同じ

〔第23特別委員会(教育災)〕

「教育磯の効果的な配分と適正な負担区分」の観点か．

ら，主としてつぎのような事項について調査審議する。

(1)国民経済の発展と学校段階別教育饗の増大

(2)教育饗の負担区分とその進学者および学校経営への

影靭

(3)教育饗の用途別配分の均衡

(4)教育投貰の経済的・文化的効果、主査＝商村象平ｐ・

副主査＝林雄二郎ｐ特別委興＝、中義男，諏訪卓三’

中島正樹Ｄ委貝・臨時委貝第21特別委に同じ

戸、
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偵吟

ｐ心

リラックスされた製作学習での

子どもたちの姿

生徒「技術科の授業が一番，好きだな」

教師「それは，それは，うれしいね」

生徒「だって，頭を使わなくても，すむからさ……」

教師「はあ……？まあ，そういわずに，しっかりと

たのむよ」．

こうした会話がI愉快そうにつづけられる技術科教師と

子どもたちの間には，現,代教育のいつわらない１コマが

浮きぽりにされているものではあるまいか◎

でも，このことに腹を立てる必要はない。こうしたナ

言の声の中には今日の教育の問題点をふくんでいるのだ

から……。

実際，製作学習における生徒たちの取り組象，生き生

きと輝いたI]’はっらっと喜びに満ち満ちた手さばき，

暖かい零囲気につつまれつつ動く，教室の中での生徒の

姿は，他の教科学習には，染られない，特別な要素をは

らんでいる。

頭を使わないで，どうして，こんな爽剣な姿が生まれ

るだろうか。技術科のねらう創造的な思考力も，こうし

た姿の中にこそ生まれ，かつ活動をつづけるのではある

まいか。

進学の洗礼を受けている生徒たちの心の中には，つね

に，なにかに追いかけられ，押しつぶされるような圧迫．

感と，あせりとが，ただよっている。記憶力重視の急テ

ンポの授業の流れにそって，動かず，よそ見せず，不本

意ながらうなづきをつづけつつ，つとめて，よい子にな

ろうとしている。その反面，子どもらしい，本能的な行

動をのびのびと発散させてみたい，衝動も根強く，それ

らが，体ケイ時や，放課後の種禽の活動となってあらわ

れるであろう。

このような子どもたちを囲む環境と彼らの心の動きを

把えた時，製作学習での種凌の要素は，彼らの迎え入

れ，それを満足させるものがあるように思える。

。１つの材料をもとに，自己のもてる力を駆使して

完成させる。その征服感（それは，潜在的な自己発

奥 村 治

見の場でもある)。

･実習室での自由な活動（どんなに席を離れ，友人

と話し合っても，かまわない。それは，束縛された

自己の開放の場である)。

。他との協力学習・他人のものを真‘似ても，指導を

受けても，終局は，自己技術の向上であり，競争意

識は生まれない（それは，自己発展の場でもある)。

つまり，他の学習では，容認されないような事実が，

製作学習では受け入れられ，授業計画によく溶けこんで

進められていくことが，彼らのもつ，ささやかな反抗心

をも，満たしていくのであろう。しかし，現実に教師の

立場に立って見る時，ややもすると授業の外面（形式）

の象を気にして，１つの指導案にもとづき，教師の意図

する方向に，子どもたちを導くことに専念し，製作学習

そのものをも知的な学習と同等に位置づけるべく力んで

いる。

だが，子どもたちにとってはこの時こそ，息抜きの場

であり，簸大の自己表現を試みようとしているのだか

ら，そこに，ギャッゴが生まれ，さらには，教師の強圧

的な態度が，彼らを，より反抗的なものとさせ，製作学

習の授業，そのものを混乱におとし入れてしまうのでは

あるまいか。

製作学習での生徒の望ましい婆は，子どもたちの欲求

のテンポに合わせた教師指導を施すところに生まれるも

のであろう。私は，彼らの真の婆を把握しているわけで

もないし，彼らの欲求を承たしてやってもいない。ただ

一教師として，私の学校でとらえている授業での子ども

たちの動きの一端をのべてみたい。

教師不在の実習室で，たくましい作業の音が流れつづ

けている。なかには，鼻歌まじりの子もいるし，ドナッ

ている子もいる。又，グループとして語り合っていると

ころもある。しかし，だれもが，それを気にして1,,なし、

し，いらだってもいない。教師が巡回に入っていく，で

も，別に，彼らの動きに変化は起らないし，緊張感もわ

2Ｚ
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いてこない。ゆっくりと，のぞきこむように巡回する教

師に質問し，指導を受けていく，そうした中でも，工具

室に工具を取りに行く，機械室に機械操作にとんでいく

子もあれば，グループの話し合いが淡狩として進められ
ていく……。

そのうちに，教師は準備室へと帰っていく，でも，教

室の動きには，何の変化もなく，活動をつづけていく，

準備室では，製図が遅れ，まだ実習にはいれない子や，

実習上の特殊な工程の進め方について，指導，相談，討・

識が個別に行なわれてもいる。あるいは，工程の進んだ

子は工具の修理や材料の準備を行なっているか，自己の

班の遅れた子の手伝いにもはげんでいる。

これは，私の学校での製作実習授業での１つのシーン

である，この文中でも推察いただけるかと思うが，私の

学校では，徹底した自主学習を実施している。この場合
の教師のねらいとしては

◎できるだけ，生徒たちだけの実習を行なわせる。

◎製作のテンポをそろえず，どしどし進ませる。

◎班の協力体制と責任体制を整える。

◎作業の安全は，いらだちと強制のないところに，

生まれる。

◎工程の中に，いくつかのステップを設けて，能力

に応じた検査を通過させる。

◎実習中の教師の発言（注意，指導）には，絶対的

な権威をもたせ，必らず，作業をストップして注視

して聞く。

◎機械の操作は，教師，又は，工業クラブ員の指示

・を受ける。

◎工具は50人の一斉授業が実施可能な品数を確保す
る。

これらの教師としての意図を最小限に，しかも，確

実に押える以外は，子どもたちの自由にゆだね，その

責任において，製作学習，そのものの生徒椿理を行な

ってみている｡.それは，一定のわくをはめることで，

生徒の欲求を充足させることをねらっているものなの

だ，そのためか，どうかは，知らないが，子どもたち

にとって，技術科の授業は，カッコいいものであるよう

だ。たとえ下手であっても正確で，使えるものを必らず

完成させよう，をモットーに，彼らは努力する。製図学

習でも何回かのステップ検査で不合格とされ，やっと合

格とされた時は，とぶように製図室に帰りトレス，青図

へと励む。この青写真は，他の人；特に，女子の生徒か

ら見れば，きわめて，すぐれたものに見えるし，たと

え，オール１のような成績の子の作品でも，美しく，よ

２２
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り優れたものに思えるようである。そこに，技術科･を学

ぶ，男生徒の優越性と満足感が得られるのだ。

1年のﾏ方ジｿｯｸｽ,ﾁﾘﾄﾘ

２年の椅子，ブソチン，ブックエンド

３年の蟹光灯

等凌の作品（製作中を通して）を登下校に，持ち運ぷ

彼らの顔には，めんどうくさいというより，どんなもの

だという誇りさえ，うかがわれる。そして，１年は，

２，３年の作品にあこがれ，クラブ活動などでは３年生

の盤光灯の製作の苦労話の１クサリが行なわれるそうだ

し，下級生も，その製作法を真険に聞くようである。

もう一度，授業をのぞいて黙よう……

全く，不器用な子もある。何度となく投げ出そうとし

ている，しかし，全体としての雰囲気がそれを許してい

ない。班全体の迷惑を考えると申訳けないし，きっとだ

れかが手伝ってくれるだろう，とにかく，できるところ

まで，ガンバロウ。

とても器用で能力もすぐれている子｡．…･設計の段階

で，１つ，むずかしいものに挑戦してやろうと，種凌と

アイデアを働かせ，他の人のまねできないものの製作を

めざして承よう。でも，工程上で苦労する。だれも手伝・

ってばくれない。それでも，僕の名番のためにもガソパ

ロウ。

どんどん工程が進んでしまう子……放課後もやったの、

で完成してしまった。後は，塗装（あるいは仕上）だ．

け，Ａ君は，まだまだ，あんなところでまごまごしてい

る。そうだ僕も，あそこで苦労した。でも先生のヒゾト

で，蘭己の方法を発見したのだ，そうだ，Ａ君にも教え．

てやろう。

まずまず完成した。先生から，来年の見本に置いてい

けといわれて材料をもう１組もらった。ちょっと残念だ

が，自分のものをもう一度作るか，その方が工具の修理

よりよい……。Ｂ君.は，作るのがいやだから，修理の方

をやると言っていたつけ．｡…･･

欺な，それぞれに，仕事はあるものだ，できあがった

からと自己満足はしていられないし，完成したものに

は，もう魅力はない。次の製作のとき，どうしようか，

そんな考えが頭に浮ぶようだ。その証拠に作品の反省の，

時他人の反省発表に，じっと耳を傾けている。次も又，

しぼられるだろう。でも，逃げられないのだから，とい

う考えが支配してしまうのだ。

他の教科学習と同じく。彼らの上に，のしかかる無言

の強制はあるものだ。だが，それが，彼らには，強制と

受けとられていないようだ。子どもたち自身の授業管理

ー、
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律 心

の責任の亜さを，ひしひしと感じているからでもあろ

う。それよりも，重要なことは，作品の評価が，良し，
悪しは，あっても，優劣をはっきりと感じさせないから

だろう。公表的なものとしての０点，１００点というラン

キングはつけられないし，自己の能力に合わせた，能力

学習が無意識の中で行われているからではあるまいか。

最近，能力別学習や学習でのきびしさ，更らには，創

造性の開発などが，とやかく論議を呼んでいるようであ
り，一部にば，これらに，大上段にかまえた取り組みが

なされているようである。しかし，これらに共通してい
えることは，如何に，子どもたちに真剣にとり組ませ，

小学校教育

課程改定の中間報告

教育課程審議会の初等教育課程分科霧議会は’２４日の

教育課程審議会の総会に，「小学校教育課程の改善につ

いての中間まとめ」を報告した。

この中間報告は教育関係者の意見をきき修正のうえ今

秋，答申の運びになる予定である。．

小学校教育課程改善の基本方針

１小学校教育のねらい＝小学校教育は教育基本法およ

び学校教育法の示すところにもとづき，小学校の各段階

における児童の心身の発達と特性に応ずる教育を施し’

人間形成における基礎的な能力の伸長をはかり，国民育

成の基礎を養うものである。このため小学校の教育課程
の改善にあたり，つぎの諸点を強調する必要がある。

(1)日常生活に必要な基本的な知識や技能を習得させ，

自然,社会および文化についての基礎的理解に導くこと。

(2)健康にして安全な生活を営むに必要な習悩や態度を

身につけさせ，強健な身体と体力の基礎を養うこと。

(3)正しい判断力や創造性，豊かな情操や強い意志の素

地を菱うこと。

(4)家庭，社会および国家について正しい理解と愛情を

育て，責任感と協力の精神をつちかい，国際理解の基礎

を養うこと。

２教育課程の編成＝１の小学校教育のねらいにもとづ

き，つぎの方針により人間形成のうえから調和と統一の

ある教育課程の実現をはかる。

(1)小学校の教育課程は国語，社会，算数，理科，音楽

図画工作，家庭および体育の各教科ならびに道徳および

特別活動（仮称）によって編成するものとする。

生き生きと活動させ，めざす効果を上げることにあるよ

うだ。私は，これらの生徒たちの一連の動きを眺めてい

るとき，なにかしら，これらの叫びに答えるものを発見

できるように思えてならないのだ。

授業時で，子どもたちの真の姿とは何に力､，それは目

に見えない。教師のきびしさに，つつまれ，子どもたち

が，知らない間に活動してしまっている。子どもたちの

自分勝手な行動でありながら，教師の配慮が99％秘めら

れている。ここに生れる姿なのではあるまいか。

（東京都足立区立第14中学校）

(2)各教科，道徳および特別活動の内容を定めるにあた

っては，とくにつぎの諸点に留意する。

１義務教育年間の全課程を見とおし，小学校段階と

して有効，かつ，適切な内容によって構成する。

２各教科，道徳および特別活動の目標を明確にし，

その目標を達成するのに必要な基本的事項を精選する

３基本的事項の特選にあたっては時代の進展に応ず

るとともに，児童の心身の発達に即し，その発展性と

系統性についていっそう留意する。

４基本的事項の緒選に関連し，指導方法についても

いっそう考慮し，児童の能力特性に応ずる指導が行な

われるよう配慮する。

５各教科，道徳および特別活動の相互の緊密な関連

をはかる。

なお教育課程の改善に伴い施設設備，教職員組織，教

員墾成制度，現職教育等の改善充実についていっそう努

める必要がある。

３授業時数＝調和と統一のある教育課程の実現をはか

るため，つぎの方針により各教科，道徳および特別活動

の適切な授業時数を考慮するものとする。

(1)各教科および道徳の年間総授業時数

１児童が学校ですごす適切な時間を基礎にして，各

教科および道徳の年間総授業時数を定める。

２各学年の年間総授業時数は，小学校６年間を通ず

る総合計では現行を上回らないようにする。

３各学年の年間総授業時数のなかで，各教科．および

道徳の機能が果たされるよう，それぞれの授業時数の

適切な配分を考える。

(2)特別活動の年間授業数＝人間形成のうえから調和と

統一のある教育課程の実現をはかるため，児童が学校で

すごす適切な時間のなかで特別活動に必要な授業時数が

確保できるよう配慮する。

２３



ｂｂｐ－､曲の●弓●■●｡⑧●●p＝＆■甲今■●写り▲の｡｡■⑪巳●口車⑧■■印｡■と●●■.■のｂｂ－■●●
■ｐ■色●ず●U匂巳酉ご占己｡●■●ＧｐＧＰｑ口副Eと●●b1.のゆ勺

ある日の授業風景をめぐって

村野けい

、､.…."宮．､．････".････~､．…｡。.．､･･へ"････．...･･･､陰･'.､．･･･､･ｸ゙､．"．､､．..。．．･･･'.．-'｡､、．･･･，。．.'.､.".。．.'｡．.･･･､．..．．'｡．.｡･･･.･･････､.･･､､ﾏ・.､.・・・'..．･･･････~-..-....~。．．.､･･….･･････.､--"｡､卿′･･･・・・・－．．，．．．．.'．、：

さあ，きょうほ，１年４組の調理実習だ。この組は，ってくるだろう。バスの時間もすぐだ。

国語も教えていて，男女ともよく知っている。男女共学野菜類，調味料等の８班分を教卓にそろえた頃ベルが
の技術・家庭を指導し始めて，調理は始めてだが，うまなった。さあ，ワイワイ，ガヤガヤ，やってくるよ。慾
くいくだろうか。女子は学期始めに，もう２回の実習をも明けておいたし，

しているから，調理室の使用法も，用具の取り扱かいもタイム・スイッチ時計は，かけておいた。計りも備え
大体わかっているからまあよいと思えるが，男の子たちておいた。黒板へも，そうだ，書いておこう。しごとの
はどんなだろう。とにかく，まず実習からはいることが順序。野菜の用意，分逓と，切り方など。

私のねらいだ｡､中学生の技術・家庭は，男女共学である各班の調理台には，１時間目の休象時間に計って，洗
べきだとの考えに立ち，内容を精選して指導する中でのっておいたらしい米が，あげざるに入れてある。そして

一領域に，食物学習ははずすことができない。 炊飯用文化鍋に，水が計壁して入れてあるようだ。用意

その食物共通学習の中身について，今年こそ，実残しはよし。

ていこうと考えて，その手始めの授業である。小学校（以下授業のようすは，実習後の生徒たちの反省丈から

で，３回ぐらい実習してきているようだが，どのていど抜き書きをす為｡）

身につけているか，この男女で実習してみての結果で，「楽しかったカレーライス作り」那須野俊子
今後の食物学習のすすめ方の方向や，程度，内容など，２時間目の終りのベルが鳴り出した。「さあいよいよ

適当するものが考えられるから，４クラスに１通り実施調理の時間だ」，私はもう嬉しく，１，２時間の授業の

した結果を考察して承よう。そしていま基礎製図から製時からわくわくしていた。むこうへついた。調理室の中
作図へ入っている学習を木材加工に進めていくのと併行へはいったとたんに，カメラで「パチリ！」うつされて
して，調理学習を，どう組み入れていくかを，研究するしまった。私は「こまった！」と思った。なぜって，口

のが今年度の試みである。笛を吹いて，家庭室にはいったので，さぞうつりが悪か

さいわい一時間あき時間があるので，注文してあった、ったろうなあ」と心配だった。そんなことを考えていた
材料が，届いているか，用務員室までみに行く。きていら，先生が，「さあ，材料係りはとりにきなさい」とい
た。２階の調理室まで材料を運び上げる。（助手がほしった。（略）

いなあ）と思う。始業のベルがなると，当番がご用を聞

きにくるが，その時になって逆ぴ，材料分配をする用意「カレーライス作り」牧田光雄

をするのではおそい。さあいそいで分けておかなけれ７月８日の，３，４時間目は，男と女と，い､っしよに
ぱ，はじめての授業で憧れない男の子たちは，まごつく．調理実習をやることになった。その日はきょうだ。朝早
ことだろう。誰がいちばん先に，調理室に入ってくるかくから，みんな早く作りたそうな顔をしていた。１，２
な・今度は，受持ちの先生も，あき時間だから，組の生時間目が終り，みんなが待っていたカレーライス作り
徒の授業のようすを観察してほしいとちょっと話をしてだ。すぐ家庭室へいって身じたくをして，３時間目が始
おいた。それに，子どもたちの自然の動きや，班の中でまるのを待った。さあベルだ，もうふんなにこにこし

の交わされる話や，表情など，とらえて，写真をとってて，今にも作って食べたいような人がたくさんいた。ぽ
ゑて，と私の息子にも順んでおいたから。（写真大学にく達の班は６人で，僕と川村君，片山君，小梁君，増田
学んでいる四男が，夏休みで帰省している）そのうちや君だ。

２必
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復幻
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臭いぞ，こげたかな

材料係は僕だ。僕たちの班にはたくさん食べる人がい

るので，材料も多そうに象えるのをもってくる｡仕事が始

まる。御飯を'ガスこんろにかけて,あとじゃがいもや，

玉ねぎ，人じんなどをむいて用意し，別にルーを作為。

ぼく達の班は難んなでしごとを分け合った。ルーを作

って，カレーを入れると，プーンとよいにおいがした。

油で妙めた豚肉を別にしておいて，野菜をいためた。そ

してなべに入れて水を一人カップに,50ccずつ入れて燕

た･豚肉をそれへ入れるととてもよいかおりがしてうま

そうだ。ゑんな早くできればいいなあといっている。手

の空いている人は，せいとんしたり，ごはんの火かげん

を象たりしている。道具の係りは，お皿やさじをもって

きてそろえた。そうしてぼくはごはんを見たがこげくさ

くなった。くさいよ，くさいぞと歌んなでかいだ。そし

て火をとめた。（略）

今度は雄りつけだ。ごはんをお皿に分けてカレーをか

け’やく象もつけた。みんなの班はまだだが，できたと

ころは食べてよいといったのでいっせいに食べた。皆う

まそうに，象んなはきようのカレーライス作りを一生忘

れないと思う，なぜかというと，おもしろいことがたく
さんあったからだ。

「調理実習について」石野雅昭

小学校の時は家庭という時間があり，いろいろな物を

作った。中学にはいってからはなくなり，技術というも
のをやるようになったが，澗理はなくなった。ところが

今度，やることになってぼくはとても婚しかった。それ

ｌまカレーライスであった。そ

の時間がたのしみだった。は

じめ材料の臆意をしてからし

ごとをはじめました。｡切る時

ぼくばやりたかったが手をぷ

っていたので，．切っている内

にぱいきんがはいるといけな

いからやらなかった。やる時

はじゅうぶん気をくばってや

った。（中略）

カレーはこうしてできまし

た◎家で食べたよりもうんと

おいしかった。これからもっ

とこういう時間を．作ってくれ

たらなあ，とぼくは思いまし

た。母がおそいとき作ってや

ろうと思う。

「かわいいカレーコック」小林範成

家庭室にはいった。はいる前は男の方がうまいのだと

いばっていたが，家庭室にはいると，へたなことがばれ

てしまうと思い，少し体が小さくなったと思った。だが

はずかしくないようにしっかりやろうと思った。先生の

話が終りいよいよ調理が始まる。ぼくたち豆コックグル

ープは，僕と加藤と金男３人をカレーコックにした。ア

ベベ（菜科）と宗よしと山田をごはんコックにした。だ

がカレーの方はいそがしく，ごはんの方は火にかまをか

けるだけだったので，豆コックグループ全員でやること

にした。（以下略）よく計画書を見た。

「調理実習をして」今本敏江

今までの調理実習は女子だけだったが，今度は，男女

でやった。小学校の時は，男女いっしょの班で，楽し

く，おもしろかった。ところが今では，同じ班になりた

いとは思わないが，いざしごとをはじめると，男子は早

く作ったり，力､たずけも早く感心した。（略）

やっぱりこの日は，男子がいたのでよけいおもしろく

できたように思います。

「調理実習をして」秋山正身

ぼく達の組は，男女別に班を職作り，カレーライスを作

った。僕らの班は１番から６番までの人です。カレーラ

イスを作っている時，岩本君･が，豚肉が何グラム，ジャ

2５



この次は何だつけ

ガイモが，何グラムというように，正確に計ってくれま

した。それと，誰が何を切ったかという，ことなども記

ろくしてくれました。石野君と海野君がニンジンを切っ

ている時，石野君は指が短いので手を切りそうでした。

入野君はご飯のことを気にしてたのでふたを４回もあけ

たりしめたりしました。おかずを分ける時同じように分

けるのがたいへんでした。（略）

「調理実習をして」．馬場道春

(前略）ぼく達は男子だけなのに，女子よりうまくいつ

たと思った。ルーを作った時

に，女子の方のルーは色は黒

くなっていたが，僕たちのは

もっと良い色をしていた。実

習は協力してやるほうがうま

くいくなあと思った。

そのうちにごはんが炊けた

ので，においをかいだら，ち

ょっと臭かったので「こりや

あしまった」と思った。

こんどは，りんごをむくこ

とになった。自分のりんご

は，自分がむくことになっ

た。僕がむいている時，「手

つきがよいね」といってパチ

リと写真にとられた。凝りつ

けのとき，ごはんのことが心

2６
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配だったが，焦げていたの

は，うつすり１ｃｍくらいだっ

たので嬉しかった。

食べた瞬間，「うまい」と

思った。食べている中に少し

辛くなってきたが，男子が作

ったにしてはとてもおいしく

てうれしかった。これからも

もっと作りたいと思った。

「調理カレーライスの記録」

岩本唯夫

ぼくは，記録係りでしたか

らそれを書くことにします。

うまくできておいしかった。

１０時20分始業ベル，身じ

たく，用具準備

先生のお話終る。

で，油で肉をいためた。

2ｃｍ角.切りにした（秋山）

10時30分材料分配，先生のお話終る。

10時36分フライパンで，油で肉をいためた。

10時37分じゃがいも2ｃｍ角･切りにした（秋山）

37分－38分じゃがいも切り終る（入野・池谷）

10時41分玉ねぎとしょうがをいためた。（海野）

10時43分じゃがいも，にんじんをいためる。

10時45分火を消し，なべに水を入れて，野菜を入れ

てまた火にかける。

10時49分米の鍋に火をつけた。１１時32分まで

10時50分りんご洗う。５１分まで

僕のうさぎの耳は長いよ

餌、

一瓦



ｒ 詞

10時58分一マーガリンをなべに入れ加熱する

10時59分小麦粉を入れいためる。

''時カレー粉を入れてまぜる。

''時２分スープでカレールーをゆるめる。（カレー

ソースになった｡）

'１時７分カレーソースを野菜の煮ている中に入れた

''時'3分福神涜とうつきようを皿にもる。

11時25分りんごを切った。３４分まで

11時32分御飯が炊けた。

11時38分できあがり，磯付け，４２分まで

11時42分食べ始め

11時59分食べ終る

12時36分片ずけ終る。（調理室そうじまで）

をむく時，じゃがいもは厚くなったり，うすくなったり

してなかなかうまくいかなかったが，でもどうやらむき

終ってひと安心。隣の班の杉山君のところでは鉛筆けず

りのような切り方をして，先生に注意されていた。庖丁

を握って両方の手で押えて，他の人に持っていてもらっ

て切るところもあって，先生は，そっちへ行ってまた教

えていた。まな板を斜においていたところは，まつすぐ

にそろえるように，きれいにしてから切るなどと面倒で

ある。しょうがの皮をむかないで切ってしまったところ

や，にんじんを細かく切ってしまったり，じゃがいもを

２センチに切るところを１センチよりうすく切ったとこ

ろがあった。そういう班ば，あとでできた時，くずれて

形がわるくなった｡じゃがいもの次は問題の玉ねぎでｧ切

る人がいなかったので，自分が切った。皮をむくうちは

何ともなかったが，切っているうちに目が痛くなってし

まってついに目をつぶってしまった。ようやく切り終っ

た。次は肉だ。油がピチピチは漁る中へ肉を入れた。も

う少しでやけどしそうになった。次に玉ねぎとしょうが

を炊めた。じゃがいも，にんじん等をもいためた。この

間の仕求を，自分一人でやってしまった承たいで，何だ

か後あじがわるかった。入野君がよくごはんのふたをあ

けるので，みんなにやっつけられてしまった。

いよいよ本番ルー作りで，心配だった。こげないか，

まだカレーを入れていいのかよく分からなくて他の班の

しかたが気になった。

でもできた。カレールーを野菜の煮た中に入れて煮つ

めた。良いにおいがしてくると，急におなかがすいて誉

『。

■
■
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米（カップ５杯半）肉（3009）じゃがいも（２５０

９）にんじん（1809）玉ねぎ１コ（1809）福神

づけ60ｇらっきょう60ｇしょうが10ｇ一一

ガリン５０ｇ

との分担（班長（海野）記録（岩本）整とん係，

材
料

しごとの分担（班長（海野）記録

材料係，用具等）

「調理実習に当って」海野秀夫

先生から，カレーを，男女共同で作るということを聞

いたとき,､男子全体と，女子の一部は，男女別に班を作
蛇

りたいという意見を出して，僕たちの組は，男女別2幕に

班を組んだ。

いよいよ，開始となったもののなかなかはかどりませ

ん。まずは材料をもらい，洗って，皮をむく仕事だ。皮 ると，急におなかがすいてき

た。さあいよいよ蹄付けだ。

うさぎりんごばめいめいに作

った。

カレー粉は，少しよけいに

入れたのだがあまり辛くない

ような気がした。だがゑんな

食べてから，水のの承っこを

始めた。加藤君はついに十杯

のんだ。次に片づけて，僕は

先生の器も洗ったので少しお

そくなった。でも楽しかっ

た。こんど作るときは，みん

なで同じように働いて,作りた

い。今度はぼくがひとりぶた

い詮たいだった。

議鍔密 IＩ
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｢男対女の調理実習ロ

貨

奪溌坐鐘

そろえて，２センチ角だよ



塩沢綾子

今日ば，男子の人たちとカ

レーをつくる。いつも，男の

人たちは実習を女子たちがや

ると，じだんだふんでくやし

がる。でもきょうは，男の子

もカレーをつくる。いつも私

たちだけでやるのに，男の子

も作るとは，少し不満に思う

心もあった。でもおもしろそ

うな男の子のかっぽう着姿や

エプロン姿を見ると，思わず

笑ってしまった。ふだん食い

しんぼうな男子でも，またた

よりになる男子でも，調理だ

けは負けたくないと思った。

私は男と女といっしょにやる

つもりだった。でも反対があって，班を別に作ることに

なった。

家庭室にはいった。やはり男子は，ぐずぐずしてい

て，ちゃんと席についていない。先生がきて並ばせた。

先生が作り方や持ちもの，材料のことを話している時女

子はなれているので，話をしている人もたくさんいた。

男子はその点目をぎらぎらと光らせて熱心に聞いてい

る。それをみておもわず，競争心のようなものがわいて

きた。ぜつたいまけるものかと思った。

－は熱く◇◇◇◇◇－（生徒の原文）

篭 侭
h

うまそうだなあ！

でき上った。男子も女子も五分五分の勝負だ。でもそ

んなことを考えている人は私以外になかっただろう。男

子など，とくにもう，食べたいヨ，お腹がへったヨとい

いたそうな顔だ。そして手早く片づけて食べ為ところ

だ。家で食べるよりも，レストランで食べるよりもとて

もおいしかった。男子は大きいおさじで，パクパク食べ

た。私ばやっぱり食い気だけはかくせないのかなとひと

りで笑った。そして食べてから，自分のものを自分で洗

った。また道具なども洗った。食べることが好きで，熱

心にしごとをすあ。これがほんとうのみんなのすがただ

なと思った。みんなの顔をみ

へ

たら，おいしかったといって
‐

し､る顔，お腹いっぱいといい

たい女子の顔，もっと食べた

いなといっているような男子

の顔いろいろでああ。私はひ

とりでおもしろくて笑ってし

まう心をとめることができな

かった。

この次はね，玉ねぎをいためるのだよ

「共学の調理実習」

梅原熱津子

私は初めて男女いっしょに

調理すると聞いて，男女まじ

る班がいいと思った。それは

男女なかよくしたり，助け合

ったり，教え合ったりするか

２８
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わアシ１１焦げができちゃった

ら共学の方がよいと思った。けどゑんなは別女の方へ養

成した。実習はカレーライスなので桑んな作り方は知っ

ていると思ったが，作り方がちがうので，しっかり覚え

て，家で作ってやろうかなと思った｡.まず初めに材料を

もってきて，野菜類を切った。しょうがを切っていると

き，青木さんはしょうがを同じ大きさにうすく切りそろ

えきれいに早く細かく切っていたので，青木さんは家で

手伝いをしているなあと思った。やっぱり女子の方が切

り方はうまい。男子は形がわるい。けど手早いことには

おどろいた。みんなとても張り切っていて，いっしょう

けんめいに働らくので，つられてしまう。（中略）カレ

ヘ－ができあがった。ごはんを見ると，私逮の班はこげつ

きが多かった。店で桑るような盛りつけで，味もおいし

かった。肉をきらいで残す人がいた。男子は残す人がい

ない。男女共学の班だったら，もっとおもしろく，手早

くいったかと思った。

「調理実習をして」小柳悦子

８日に男女共学でカレーライスを作った｡金曜日は急

いで家に帰り，米，エプロン，三角きん，お皿，コップ

等を用意した。

土曜日の３，４時間目が実習であった。

はじめに米を計って洗い，しばらくそのままにしてお

いた。そして火にかけた。（中略）

私たちの班の人がときどき男子の方の班へいったり、

男子がときどき私たちの班へ

きたりして，教え合った。ガ

スに火をつけたり，油でいた

めるときは男子がどんどんこ

わがらずにして，切るときは

女子が教えてやった。

じょうずにできた。男子も

なかなかやる。これからもこ

ういう機会をもちたいと恩‘

う。

家へ帰ってお母さんに話し

てやったら，今度作って，と

いった。

実習後の感想文を次の技術

・家庭の時間に書かせたもの‘

でもわかるように，子どもた

ちにとり。この教科での共学、らにとり，この教科での共字

が，他の教科で当然に共学をしているのとは別に，珍ら

しくまた，それだけに，その効果を肌で感じているよう

だ。私も，女子だけを指導するより骨が折れるが，張合

いと，よろこびを感じる。男の子は何と稜極的だろう。

そして行動が，てきぱきして，さっぱりとして，ハネか

えるようだｃ近処隣りを気にしている女子とはちがい，

どしどししごとをすすめる。さわがしいが，別にそのさ

わがしさは,元気がよいためであって,しごとをすすめる

上の物音や話し声が高いのである。合図の笛を吹くと,、

ピタリと止め，まだ話している者がいると，オイッ１１

止めヨ１１と互に注意し合うことなども，女子とはちが

う。予定時間内にピタリでき上がったことなども，男子

が交っていたことからである。片づけなど，注意すれば

キチッとする。やや粗雑だが，急所がきく感じである。

「男子はよいねえ，感心したワ」と，職員室で話すと，

まだ実習していない１年担任の他の組主任が，「僕んと

こも，やっておくれよ早く，ネ，男性は良いでしょう」

と冗談をいう。オヤ，この先生は，男女共学に反対して

いたはずなのに，……忘れたらしいよ。

とおかしくなって，ひとり笑いをした。そして，「も

うすぐよ’待っててね，おいしいカレーを作って食べさ

せるからね。試食の日はお弁当いらないからそのつもり

でね」と，調子よく答えたしだいである。

（静岡県焼津市大村中学校）

2９
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放電しているだろうか」などと，グループでの話し声が

きこえる。なお，放電ということばを知らない生徒もあ

あ。 硯唖目

器具を使って，押しボタンスイッチCD回路に電流を流

して点滅をくりかえしたが，ますますわかりにくい…

･･･。そこで，放遮管のしくみをはっきりさせたいと思

い，実際に放電糠を割って手にとって観察させた。

次時はグローブスイッチのけい光燈について発表す

る。つぎのように課題発表がなされた（グローブ押しボ

タンと同じ役目をすると思う。電源スイ､ツチを入れると，

電流は全･体に流れ，グローが光り，消えるとけい光笹が

発光する。消えるのはバイメタルのはたらきではないだ

ろうか。

以上のように班発表があって，実践例(1)のように学習

が展開された。

＜実践例(1)＞

日時昭和42年１月17日（火）蕊２時

学級３３Ｈ３４Ｈ

単元点燈智けい光燈へ

学習問題

グロー球が消えてから，けい光符が発光するのはな

ぜだろうか。また，グロー球はどんなしく率になって

いるだろうか。

１本時のねらい

①グロースイッチのはたらきを理解させる。

②器呉類を科学的な態度で，安全・正確に取り扱い

協力して研究的に実験をおこなう態度を装う。

２本時の位悩

①押しボタンスイッチ式けい光燈･･……･……１時間

②けい光放地梢：．………･･…１時間

③グロースイッチ式けい光燈（本時）………１時間

：讃撫窒比綾}…一…'嬬間
⑥点検と故障・けい光燈の電力………１時間

１電気学習を進めていくには

電気学習を進めていく場合，何を学習させるか細部に

わたり，生徒にはっきりさせるため，１時間の授業過程

を，疑問ではじまり疑問で終り，次時への課題発表に対

し，みんなで「こうなるだろう」という意見を互に交換

しあい，教師の示唆・暗示・助言により，中心より逸脱

しないようにデスカッションや実験学習をする。そのこ

とにより，問題がつぎつぎに広まり，疑問を把握してい

ける学習の場を柵成したいと願っている。こうした学習

形態は，生徒がつねに家庭での学習を怠らず，課題に集

中でき為態勢を必要とすると同時に，教師の教材研究も

たいせつであることを痛感される。

以上のように生徒の主体的な学習への取りく象があっ

てこそ，力動的な場が織成され，意欲的学習が形成され

ると思う。したがって，生徒に問題意識をもたせる学習

構造がぜひ必要であると思う。拳ずから求める意欲的学

習こそ真の探究学習ではないだろうか。

２ 指導の実際

最初，けい光燈の学習に入る前に，「どのように砥流

は流れているだろうか」という学習課題を与えておき，

第１時の押しボタンスイッチの回路に入った。展開セッ

ト（実験器具）の器具を視察させ，グループ討議を深過

たところ，案外スムースに回路がわかりかけてきた。し

かし疑問をたくさんもつようになった。「回路はわかっ

たが，どうして発光するかわからない」という疑問がで

たので，次時の学習課題は，「放電管のしくみ」という

ことで終った。班で，放課後，次時の課題の発表準備を

小黒板に整理する。この時は，放砥の原理・光の発する

理由をまとめてあった。発表だけでは，大部分の生徒に

わかりにくい。教科書を中心にして家庭学習をやってき

ている生徒は，ノートのかきかたもちがい，発問もよく

出る。「ふつうの電球も放電するだろうか」「ネオンも

3り



安定器のは

３実態

けい光放電管の中のしくみは，理解できない生徒が大

部分であり，つぎのような答が出た。

①フィラメントが管の中心を横に通る。

②片側だけにフィラメントがついている。

③フィラメントがどこにどのようについているかがわ

からない。

④管の中を線が横に通る。

電気学習では，けい光燈は，アイ画ソ・屋内配線によ

って経験が積まれていたためか，思ったより知識・理解

をもつ生徒が多くみうけられた。このことは今後の指導

に役だつことと内心うれしく思った。

４学習過程

･発熱が低下すそ

．冷えて接点がひらく

回路が切れ;る

助言

園動的に電流を断接す

るスイッチである

点燈中グロｌ・電流は流れない｜グロースイ

一スイッチ｜・ランプの両極は熱登らツチのけい

の回路を|折’れてい;る 光燈の回路

つとどうなく教師＞ が理解され

るだろうか放電ということから老’たか

えてみ:ると笹はどうな

為か

･点燈している

＜教師＞ア 了

実験板で点滅する

一一

きをして､､

3Ｚ

どのように｜評価何を｜何で
ｸﾞ画一スイッチの回路

生する

を断っても，けい光管グロー球が

消えて発光

するのはな

ぜだろう

発表

・グローは押しボタンと

同じ役目

・電源のスイッチを入れ

ると電流は下図のよう

に流れ，グロースイッ

チが青白く光り，消え

ると管全体が点燈する

教師の示唆

グローが消えた瞬間点

燈するのは何のはたら

きによるだろう

が 点 燈 す る の は ど の 部

品のはたらきによるも
グ
ロ
ー
ス
イ
ッ
チ
の
は
た
ら
き

のだろうか

バイメタルの実験

次
時
の
学
習
問
題

たらき1こつ

いて研究し

』そうという

問題意融を

おこさせる

・スイッチを離すとコイ

授業実施後の感想

グロースイッチのけい光燈がなぜ点燈するか理解させ

るために，バイメタルの実験器具を使って，グループ思

考により問題解決の方向にもっていこうとした。器具だ

けでは理解しにくいため，バイメタルのしくみを十分観

察させ，グループ討議をさせたら，やっと理解した。つ

づいて「グロースイッチの回路を断つとどうなるだろ

う」という過程から，問題を発展させたところ，指導案

どおりに進んだ。発展課題として「安定器はどんなはた

らきをしているだろう」という課題を生徒みずから把握

して１時間が終った。

＜実践例(2)＞

るかしらべ

ウか

ルの両端に高電圧が発

〔電流の流れすぎを防ぐ〕

よう｜・抵抗のはたらきをする

確
一
学
習
課
題
の
発
表

バ イ メ タ ル

はどんなは

たらきをす

るだろうか

バイメタル

のはたらき

を理解した

か

価

バ
イ
メ
タ
ル
の
性
質
を
知
る 評開何・を｜どのように

安
定
器
の
は
た
ら
き

＜生徒の反応予想＞安定器はと

んたはたら



ま

どうな愚

ろうか

可
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両端が発光する

点燈しない

い
理
た

燈して承よことはないだろうか

うく生徒の反応・予想＞

コンデンサ・コソデソサのはたらき

はどんな役く教師の示唆・助言＞

目をしてい・コンデンサのはたらき

るだろうかを調べてみよう

できな

ことが

解され

か

問
題
把
握

－▽画面

~貝

では放砺

商電圧の

生の実験

＜教師の示唆・助言＞

・安定器についてしらべ

て染よう

安定器のしく象

鉄心にエナメル銅線を

まいたもの

高い電圧が生じるとい

うことについて災験し

てみよう

く生徒の反応予想＞

観察

・スイッチを離すとその

瞬間ネオン球が点燈す

る

・安定器の両端に商い電

圧が発生した

く教師の示唆・助言＞

|…発生｜
＜生徒の手想反応＞

・発生しない

・放電瀞の両端だけ発光

する

・フィラメンが切れる

く教師の示唆・助言＞

・安定器が展開セットに

ついていなかったら，

放電櫛はどういう現象

がおきるだろうか

諾 実

証

け

〔評価〕知搬安定器のしく歌とはたらき，

理解点燈の原理

態度実験器具を科学的に安全に正しく取り

扱う

授業実施後の感想

「生徒の課題発表一仮説一実証一たしかめ－問

題把握」といった学習状態で，学習を進めたところ，

「交流は電圧に比例するだろうか」という発問，それに

対して，グループで「比例はしないと思う」，「いやそ

んなことはない」など話しあいが深ってきた。しばらく

話しあわせたのち，オームの法則について示唆を与え

た。地流の強さは，脳圧に比例し，電気抵抗に反比例し

ていることを公式をつかって理解させた。

「比例か反比例か」の発問について，活発な学習が展

開された。また，器具を､使って地流を流して，けい光管

を破損して桑る°「なぜだろう」という問題が生徒から

出てくる。しばらくグループで話しあいさせ，討議を進

ぬた。そのうち「回艶に抵抗を入れたらよいだろう」と

の意見がでた｡抵抗をいれて実験したが発光しない。や

っと安定器でなければ照明器具としての役目をはたさな

いことが理解された。

「ほかに，わかりにくいところはどこか」と問いかけ

たら，「コンデンサのはたらきがわかりにくい」とい

う。ここで次時への学習課題として，コンデンサのはた

らきが残された。

スイッ

を離し

瞬間点

したこ

が理解

きたか

・フィラメントが切れる

のを防ぐにはどうすれ

ばよいだろうか

く生徒の反応・予想＞

・抵抗を入れると1，
よい

職､しl鍔
く教師の示唆・助雷＞

・抵抗の現象

チ
た
綴
と
で

安定器が な

かつたら，

けい光管（

⑥

誕抗だ

だ

３むすび

，女子の電気分解の時数がわずかに20時だけでは，じっ

くり学習にとりくみにくい。そこで私はつぎのような点

に留意して指導したいと思っている。

（１）いつも疑問をもち，１時間の終り５－１０分前は，

課題をつかんで終る。

（２）教える面と思考する面をはっきりさせる６理科の

韮礎概念をもち，指導のおさえを明確にする。

（３）学習は生徒が主である。教室環境を整え，生徒が

自由に学習できるふんいきを設定する。そのためには，

学習形態により，机の並べかたも考慮する。

（４）遅れている生徒の指導については，特に考えてい

きたい。（静岡県中学校教諭）

た
し
か
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電流が流
電流が流れすぎフィ

ラメントが切れる

へ

れすぎ て

両端が切

れると

うこと

理解で

たか
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授業実践にもとずくＦＢ方式の検討

電気 学習一

岡佃武敏
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技術革新のはげし｛,､今日，技術界では最新の技術もお

よそ５年間の生命で古びてしまう，といわれている。知

識や技術の戯が益盈ぼう大化している現代，そしてそれ

が急激な変化にさらされている今日，ぼう大化する技術

は限られた時間内では，とうてい指導できるものでばな

い。またたとえ指導できたとしても，つめこ歌教育に.な

らざるをえない。こうした百科事典的知識主義の学力

は，技術革新時卿代に対処できる学力とは決していえな

い。こう考えてくると，われわれの毎日のいとな桑であ

る技術科指導に何を望むべきだろうか。それは，いかな

る技術革新にも対処できる生きて働く力，転移性のある

発展的な学力こそ大切ではなかろうか。それは，技術と

人間とのかかわりあい，すなわち，あるいば工夫力であ

り，創造力であり，また科学的技術力であろうかと思

う。こうした視点に立って，１昨年からＦＢ方式を中心

に教材内容と学習過程の一部に検討･を加えてきた。

１教材内容の検討

ぼう大化する知識，技術の内容に現代科学の光をあ

て，教材･の現代化をはかろうと考え，ＦＢの骨に太さで

もって軽重:をつけ，指導のポイントを示そうと努力し

た。

２学習過程の検討

生徒の経験主義に立つ問題解決学習と，知識のかたま

りを系統的に与えて行く，系統学習の両極端の中側に存

在する課題解決学習こそ今後この教科のあゆむ方法では

なかろうか？プロジェクト方式をふむこの教科指導に

客観的知識の系統的指導を折りこむことこそ目下の急務

であろう。

知的教科が知識を深めて行くすじ道を，そして芸術教

科が表現を商めて行く筋道を大切にす為ならば，技術的

教科は工夫を重ねて行く，すじ道を大切にする教科とい

えよう。こうした技術的教科の特色の上に立って，実

験，実習，調査，観察，説明，など色灸の方法がとら

れようがどの方法を利用するのがより効果的であろう

力､，１カ年の実践にもとずき先ず第１に実験一(験）

実習一(実）説明一(説）調査一(調）観察一(観）で

ＦＢの中に示してみた。

第２に，課題解決学習進展の糸口として，教科の論理

性を生かしつつ，生徒の認識過程を大切にした，思考の

順次性を検討し，思考学習の展開を試みた。以下専門委

員の実践から，思考学習の１例を拾って示す。

専門委員一同，研究の中間報告をまとめて，大方のご

批判をこう。

３思考学習の展開

く回路計指導における思考学習の例＞

１．指針回転の原理

（１）構造説明図解（図１）

（２）Ａ端子とＢ端子を短絡すると，電流はどの道を

通って，どの方向に流れるか。

（３）この回路に電流が流れると，指針･はなぜうごく

のか。

（４）強い電流が流れると，大きくふれるわけ？

（５）うごいた指針をもどすためには，どんな装置を

どこにつけるか。

２．０Ｑ調整の回路をつくる

（１）電池Ｅの強さによって指針のふれ方がちがうこ

とを確認

（２）指針が常に０Ｑを示すためには回路にどのよう

な装置をつけ加えたらよいか。（図２）

（３）図３においてポリウムつまみを↑１，におくと

き，↑２におくときでは指針のふれはどちらが大

きいか。

（４）針が０Ｑを示すように調整する方法をまとめて

みよう

３．１５０Ｖ，200ｍＡの豆球を５Ｖの電池でともすには

どんな回路をつくるか。

＜屋内配線指導における思考学習の例＞

１．屋内配線のしく率一屋内配線セットを利用

3３
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２．配線用シンボル

３．配線器具

（１）配線器具の種

類，用途。

（２）配線器具の定

格とは何をさす

ものか。

４．電線とコード

（１）電線の種類と

用途。

（２）コードの種類

と用途について

考える。

（３）許容電流につ

いて考える。

と配線図（略）唱

倫邪

､3４

=＝＝③ むずぶ

図８

５．感電とろう電

（１）接地は，なぜ必要か考える。

（２）感電はどんなとき起るか。

・屋内配線の２線にふれたとき

・接地側でない他の１線にふれ，・体内を回って電

流が流れるとき

（３）ろう竃について

く電熱器具指導における思考学習の例＞

１．自動温度調節の柵造，及び結線について

（１）温度が変化するとＹの部分にどんなことがおこ

るのだろうか。

（２）ダイヤルはどんな役目があるだろうか。

（４）これを結綴して回路を作ってみよう。

（５）パイロットランプをつけるとすると，どの位置

につけたらよいだろうか。

２．図８はアイロンコードの導通，絶課テストをする

図である。これは，導通，絶線テストのどちらだろ

うか。

＜けい光灯指導における思考学習の例＞

１．けい光灯スタンドの回路と働き

（１）点灯スイッチＳ，を押すと電流はどのような回

路を流れるか。

（２）点灯スイッチを離した瞬間に点灯するのはなぜ

か。

〔図10〕のような安定器の働きを調べる教具によ

ってスイッチを切った瞬間にネオランプが光るこ

とから思考させる。

〆雰堂

恨

１２

図 ３図４

(1)．屋内配線の種類

(2)どんな場所にどんな配線が行なわれているか。

また，その理由は。

(3)寵流制限器，安全器のヒューズはなぜ入ってい

るか。電流制限のしく率について考えてみよう。

一電流の磁気作用一

(4)屋内配線において，分岐回路が用いられる理由

は。

(5)髄灯等の負荷はなぜ，並列に接続されている

か。
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図’９

スイッチ

Illl--il
22.51．

図１０

60荊冠球

- 件
図１１

（３）点灯中は悩流はどの回路を流れているか。〔図

９〕また，このとき安定器はどんな働きをしてい

るか。

〔図９〕の、⑥間の電圧を測定する。

〔図10〕の実験で電源を直流と交流をかえてみ

て，電球の明るさを比較して，安定器の働きを考

えさせる。

（４）〔図９〕にあるコンデンサはどんな働きをして

いるか。

・コンデンサは，けい光灯の発光に関係がある

か，とりはずしてみる。

(5)〔図９〕に２Ｗ電球グロースタータ

おいて，消灯

ス･イッチＳ２

は，現在の位

置以外の所に

結線すると，

⑨ ⑪ア
L-Il－

/ご~､

Ｌﾆノ

交流旭源
どの部分につ

０～100Ｖ

けてよいか。 図１２

２．グロースタータの･働き

3６

ブ，

Ｉ

。 Ｅ

（
ｓＩ

磁界

図１３図１４

（１）〔図９〕において点灯スイッチＳ，のかわりに

グロースタータを用いたとき，

・グローラソプの働きをよく観察し，中の電極が

何であるか考える。

（２）けい光放電管が一度点灯すると，なぜグロー放

電はしなくなるか考える。

．〔図９〕のａ，ｂ間の電圧を測定する。

．〔図12〕の回路で電源電圧をスライダックで変

化させ，グ煙一放電は何Ｖ以上で起るか測定す

る。

＜電動機指導における思考学習の例＞

１．電動磯回転の原理

（１）直流電動機

ａ構造説明図解〔図13〕と磁石による実験（図Ｉ

１４）

ｂ回転力を生ずるためには界磁と篭磯子の磁ﾎ垂

磁禰

図１５

11差説明器

図１６

ネオン管

コンデンサ／〃

ＡＣ

６Ｖ
超iｌf周波発生機

Ｄ・Ｃ

‐

２Ｖ

::二田Ｈ１二差
－０

図’１７ 図１８

へ

ヂ乗語



＠テストオッシレータの発振周波数を一定にして

おく。

・バリコンをまわしてみる。

・コイルに黄銅棒やダストコアを出し入れして

みる。

(3)この実験により，コイル又はコンデンサのどち

らを変化させてもよいことがわかる。

(4)アソテナコイルと同調コイルの結合のしかたを

変えて，同調曲線の変化を染る。

・テストオッシレータの出力をアンテナコイルに

入れた場合。

・テストオッシレータの出力を同調コイルの上に

重ねて巻いたコイルに入れた場合。

この２つの同調曲線を，オシロスコープの波形

を読んでかいてみる。

2．変調のしくみ

３極真空管と５極真空椿の働きについて理科で学

習した内容を発展させる。

（１）３球ラジオの同調回路と検波増幅回路を図19の

ようにする。

（２）Ａ－Ｅ間とＡノー皿間の高周波波形をオシロス

コープで観測し，比較してみる。

（３）Ａノー皿間の高周波電圧を大きくしたり，或は

小さくするにはどうしたらよいだろう。

・プレート電圧・スクリーングリッド砺圧・サプ

レッサーグリッド電圧

（４）プレート電圧を，変化させて，ＡノーＥ間の波

形が変わるかみる。

。半波整流してできた脈流を平滑し厳いでプレー

トにかけて染る。

（５）サブレ

はどのようにすれぱよいか。

実験（図14）→磁石の性質→半回転後の磁極

．(2)誘導電動機

ａアラゴ円板回転実験（図15）

ｂ磁石を回すとアルミ板はどうして回るのか

（フレミングの法則→うず電流）

ｃ磁石を回すのに電流を用いるとしたらどのよ

うな仕組を考えたらよいか。

ｄ遜流の時間的なずれ（位相差）をどのように

して作るか（発電３相交流）

２．単相誘導電動機（コソデンサモータ）

（１）コイル２コと円板を用いて実験（図17）

ａこの装置ではどうしてまわらないか。オシロ

で，交流波形を承る｡．（単相）

ｂ回娠磁界を作るにはどのようにすればよいか

（Ｂコイルに抵抗器を入れる→ずれ）

（２）Ｂに電球を入れて実験

ａこの場合どうしてまわるのか

ｂ電球は電力を消費して不経済，何か電力を消

斐しないで電流のずれを作るものはないだろ

うか。

（３）コンデンサを入れて実験

ａコンデンサでもなぜまわるのだろうか。

（４），位相差説明器による観察（図18）

コンデンサによる寵流はどのようにすればよ

いか。

＜ラジオ指導における思考学習の例＞

１．同調のしくみ

（１）同調回路の部品と回路について説明する。

コイルコ ンデンサ

（２）同調回路にオシロスコープを接続して同調のよ

うすを観測する。

テストオッシレーク

ｰ
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東加茂・豊田

（１）磁界中にある電波に遮流が流れると電線はどん

な力をうけるか（実験）

（２）このコイルに交流を流したらどういうことにな

るだろうか。

（３）このコイルを外からの力で前後に動かしたらど

うな為だろう。（理科，電磁誘導(発電）と関連）

・オシロスコープ又は検流計によってたしかめ

る。

愛知県三河教育研究会技術・家庭科部会電気専門委員は

右表のとおりである。

代 表 地 区 学 校 名

青陵中学校

氏名

鈴木正之

山本勝

岡田武敏

鳥山恒幸

河合憲一

倉田敏治

村川日出男

剛

挫 稀・ 渥美

額
幡
以

崎
尾
城

田
豆
一
北

豊川・宝飯・蒲郡｜御津中学校

西
一
新

日本民間教育研究団体連絡会は６月３日，「外国人学

校制度」の創設，および在日朝鮮人の帰国協定破棄にた

いして次のような反対声明をだした。以下要旨をお伝え

する。わたしたち，民教連は，６５年の「日韓条約」締結

にさきだち，この条約が日・米・「韓」三国の軍国主義

･的結合をつよめ，やがて朝鮮民主主義人民共和国を敵視

し，在日朝鮮人の民主的諸権利を奪うであろうことをお

それて条約の締結につよく反対してきた。こんにちの

「外国人教育制度」の創設ならびに帰国協定の破棄とい

う，非常識，非人道的な政府の画策をみるとき，わたし

たちが，すでに危倶したことが，そのまま強行されよう

としているのがわかる。

すでに65年の次官調達で明らかなように，「外国人学

校制度」の創設は，「朝鮮人としての民族性を漁菱する

朝鮮人学校を認めない」立場で考え，在日朝鮮人の民主

的民族教育を「日本の国益に反する反日教育」と断定し

て，その自主教育を抹殺しようと企図しているものであ

る。およそ真の教育は，いかなる支配にも服することな

く，その民族の歴史に立脚し,その民族の言葉によって，

またその民族の未来へのねがいを反映して行なわれるべ

きものである。

このことは外国に滞留する人々の場合にも，侵すこと

のできない民族の権利として尊重されなければならない

ものである。わたしたち，民教連加盟の各団体は，日本

の平和と民主主義の教育の実現をめざし,研究･運動を続

けているが，この点では朝鮮人学校における民主的民族

教育の研究・実践と原則的に一致するものであり，これ

３８

旧謹海 新川中学校

足助中学校

香山中学校

吉田中学校

東陽中学校

Ｆ百

まで友好と提携をはかってきた。在日朝鮮人の自主教育

への露骨な抑圧は，わたしたちの，教育の基本的理念に

も反し，目ざす日本の民主教育への数々の圧迫と軌を一

にするものと考え，ここに「外国人教育制度」につよく

反対する。

また帰国協定の一方的破棄も,その企図において｢外国

人学校制度lの戯設と全く一致している。在日朝鮮人の

ほとんどが，日本帝国主義の朝鮮に対する植民地政策の．

蟻牲として，徴兵，徴用などで強制的に1.1本に連行され

たものであり，その歴史的事情を考えるならば，当然そ

の生活梅と民族的諸権利は保障すべきである。祖国への

帰国希望者があるならば，帰国を保障するのが当然の措

渥であり，かかる立場から59年の帰国協定は結ばれた。

政府は「帰国事業の本来の目的は達成した」として，帰

国協定という国際協定の一方的破棄を宣言したが，これ

は国際的信義にもとるものであり．きわめて非人道的措

渥といえる。

ここにもわたしたちは，在日朝鮮人の民族的権利の剥

悲と，「日韓条約」の締結以来一貫している朝鮮民主主

義人民共和国に対する露骨な敵視政策をみるし，その発

想の根本は「外国人学校制度」の創設にいささかもかわ

るものではないと考える。

アメリカ帝国主義は，国際孤立化のすすむなかで，ベ

トナム戦争をアジア全域に拡大しようとしており，日本

と「大韓民国」は，アジア侵略政策の重要な策原地とな

っている｡

民教連は，新しくおこりつつある帝国主義に反対し，

平和と民主主義の教育る守る立場から，ここに，「外国

人学校制度」の創設と帰国協定の破棄につよく反対の意

を表する。

『
．

外国人学校制度・帰国協定破棄について
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電 気理論の基礎３

電流と磁石

電流は目に見えないが．磁石，はそのもの自体が見え

るし，それに砂鉄を用いて，磁力綴の模様も観察できる

し，鉄片によって簡単に磁力も測れる。その上，電気の

ように感電することもないので,､たいていの人は幼小よ

り親しみをもっていあ。しかし，電流と磁石が密切な関

係があるという認識は，簡単にはできない。たとえば，

磁石と電流が力をおよぼし合って，モーターが回るとい

う原理を，子供にわかるように説明できる教師に会った
ことがない。フレミングの左手の法則で，力の働く方向

は説明できても，なぜその力が働くかと質問されると，

つまってしまう。

磁気力と電気力はいづれも，ベクトル量（大きさと方

向を有する物理量）であって，数学的に同じように取り

扱えるし，また，電流が流れると，その回りに磁力が生

じたり，電波の正体が電気力線と磁気力線であったり，

電流と磁気は，切り離して考えられない場合が少なくな

い。工学的にも，両者の関係が，発電機，電動機，変圧

器などいろいろな機械に利用されている。

一般に磁石は，エネルギーとあまり関係ないように考

えられているが，磁石があってはじめて，大逓の電気エ

ネルギーと力学エネルギーの相互変換が行なわれること

を，忘れてはならない。

（１）磁石の正体

磁石について，南北を指すこと，鉄を引きつけるこ

と，磁石の上に紙をおしﾐて砂鉄をふりかけると磁力線が

現われること，同じ極は反発しあい，異なる極同志は引
き合うことなど，既知のことと思う。南北を指すのは，

地球自体が磁石（地磁気と呼ぶ）で，北極がｓで，南極

がＮになっているためである。

さて，鉄片などを引きつける現象を，磁気誘導という

が，静電誘導と同じような現象であり，その他電気と似

かよった性質が多い。特に，磁石のＮに＋の磁気，Ｓに

－の磁気があると考えあと，磁気は，電気とほとんど理

論で取り扱える。異な為点は，磁気は静電気に相当する

佐藤裕

けれども，電流に相当するものがないこと，磁石をいく

ら小さく分断していっても，その両端に必ずＳとＮが表

われ，電気の様に＋だけ，－だけの磁石というものは作

れない，とい､う点である。

磁石の正体について，昔は分子磁石という考え方があ

った。つまり，物質を溝成する分子が，それぞれ小さな

磁石であり，それらを強力な磁石のＮとＳの間に入れる

と，それまで勝手な方向に揃ってしまい，磁石をとり除

いてもなおその物質全体が，磁石としての性質を保つ，

と考えられていた。このような現象を，磁化というが，

すべての物質が磁化するわけでなく，強磁性体といわれ

る物質，鉄，ニッケル，コバルト，及びそれらの合金に

限られている。もちろん，磁気誘導によって吸引される

ものは強磁性体に限られる。（５０円硬化や真空管の電極

は，ニッケルを使用している｡）しかし，最近この分子磁

石論は誤りであることがわかり，かなり大きな区域（こ

れを磁区と名付けた｡）が分子磁石に相当する動作をし，

しかもその体積が伸縮するという磁区理論説が支持され

ている。

（２）磁場と電場

磁石のそばに強磁性をもってくると，必ず場所によっ

て，一定の方向に力を受ける。その方向は，磁石の形が

同じならば，磁石の強さや強磁性体の種類に関係がな

い。これは，

磁石の存在によって回りの空間が，特別の性質を帯び

たため，と考えることができる。このような空間を，

磁場または磁界と呼ぶ。同様に，電気の場合も電気が存

在すると，その回りの物質が，場所によって一定方向の

電気力を受けるので，やはり空間が一種特別の性質を帯

びたと考えられるから，その空間を電場または電界と呼

んでいる。

磁場のもようを見るには，前に述べたように，磁石の

上に紙をのせ，砂鉄をふりまけばよくわかる。（それを

保存したい時は，紙の代わり原紙を用い，火にあぶれば

３９



よい｡)砂鉄が線状に並んだものを磁力線と呼ぶが，磁ブコ
ー

線とは，磁陽の方向（磁力のliIIIく方向）の軌跡であり，

等
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磁力線の接線がその点の磁場の方向になる。したがっ

－〃

て，磁力線は決して交わらない。もし交わるとすると，

交差点で磁場の方向が二つあるということになって，不

合理である。磁力線の模様をゑると，すべて閉曲線にな

っており，それらは互いに反発し合っているようにみえ

る。また，密度は，両端に近い所（磁極）ほど密になっ

ていることがわかる。そして，磁極に近いほど鉄片な

どをよく吸引する。つまり，磁力課の密度が大きい所ほ

ど，磁場の強さが強いということになる。また，磁力線

の方向は磁石の外で，画からＳに向うものを正と規定し

一
－－

い

刈
図３－１７凶３－１７図３－１８

きぐ離れるほど小さい。また電流の方向と， 磁力綴の方

Ｉ

~ 則

等高線に相当ずる笠I並遜,錨12位遼も，磁場，電場の
模様を知るために用いられる。

また，遮気の場合，電流の通路に鍾抗があるように，

磁力線も通り易いものと通りにくいものがある。磁力線

の通りにくさを磁気抵抗といい，磁気抵抗を小さくする

には，鉄心のような閉じた通路を作ってやればよい。モ

ータの髄磯子と磁極の間隙が，非常に狭まいのも，空気

の磁気抵抗が大きいためである。

（３）電流と磁場

電流が流れると，その回りに磁場が発生する。しか

し，砂鉄を用いて磁力線の模様を観察しようとしても，

10Ａくらいの電流では，磁場が弱くて模様が判らない。

磁場の強さ，つまり磁力線の密度は，電線に近いほど大

コアには鋼を用いる。

図３－１９は，コイルに

流した電流Ｉと，磁場

の強さ（磁化の強さと

もいう）Ｂとの関係を

示す。Ａを簸大磁化，

Ｂを残留磁化，．Ｏを抗

磁力といい，永久磁石

の場合は，Ａ，Ｅ，Ｏ

共に大きいことが要求

され，電磁石のときや

「戸
一

じを回す方向が，磁力線の方向となる。 (図３－１７）こ

きれ，竜侭石のときや図３－１９

電流が交流のときは，Ａが大きく，：B，Ｃができるだけ

小さいことが望まれる。この曲隷は，磁化曲線といわれ

るが，初め材料が全く磁化していないものを磁化してい

くと，曲線Ｉを通って飽和する。電流を零にしても材料

図３－１６

いが，電気力隷の場合も，

必ず電気力線の両端には正負の噛気が存在する。なお

ている｡したがって磁石の中では,SからNに向ってい

ることになる。注意することは，これら磁力線は実在す

るものではなく，したがって何本あるかというものでは

ない。単に磁場の模,様をわかりやすくするために，仮想

的に考えたものであり，ちょうど山の傾斜の模様を知る

ための流線に相当する。流線とは，等高線に直角に引い

た線で，般大傾斜の軌跡になり，雨が降ったとき，雨は

流線に沿って流れる。

さて，遜場の場合も全く同じで，＋から－に向う髄気

力藻を仮想して，電界の模様を知ることができる。（図

３－１６）磁力線の両端には必ずＮとＳがなければならな

れを,Ｚソペアの右ねじの法則という。磁力線の模犠を，

磁石の磁場と同じようにするには，導線をコイル状に巻

いて電流を流せばよい。（図３－１８）

図の中のＡ，Ｂのように短絡する磁力線を防ぎ，また

磁場の強さを大きくするには，コイルの中に鉄心を入れ

るとよい。鉄心入りコイルによってできる磁場は，磁石

のそれとほとんど同じであり，磁石と同じような動作を

するので，電磁石と呼ばれる。ただ地磁石は，スイッチ

を切って電流を流さないとき，完全に磁気が残らない，

つまり，残留磁気が零に近いことが要求される。たとえ

ば，径２ｍ位の電磁石をクレーンにつけて，鉄材の運搬

に使う時や，リレー（継電器）として卿路の切り換えを

目的とするとき，スイッチを切っても磁気が残っている

と不都合である。この場合，コアは純鉄のような残留磁

気の少ないものを用いる。また，永久磁石を作る場合は

反対に，一旦磁化したら電流を切っても，できるだけ長

い間磁気が残っていることが要求され，
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にはＢだけの磁気が残る。さらに，逆方向に電流を流す

と，しばらくして磁化が反転し，やがて飽和する。電流

を減少し，また逆転すると３の曲線を通って，また２の

曲線に房る。したがって曲線１は，最初だけたどるもの

で，処女曲線といわれ，２と３で作られる閉曲線を履歴

閉曲線（ヒスリセス・ループ）という。この閉曲線に囲

まれた面秋は，実は損失となって，コアの温度上昇の原

因となる。したがって，電流が交流の時は，特にこの面

殺が小さい材料を選ぼねばならない。

モーターやトランスなど，交流機械のコアは，そのよ

うな目的で珪素銅板が使用される。

さて，処女曲線の傾斜，つまり』Ｂ/４１（磁化の変

化/電流の変化）を導磁率ｊｕというが，浜は曲線の傾斜

にあたる。曲線工で，はじめは小さく，’中間で最大にな

り，飽和に近くなってまた小さくなる。そして，似の最

大値を最大導磁率といい，物賀の磁性の目安となる。つ

まり，最大導磁率が大きいということは，わずかの電流

で磁化する，または強力な電磁石になるということであ

る。

また，最大導磁率が大きくとも，最大磁化Ａが小さく

ては，わずかの電流で磁化が飽和してしまう。したが

って，交流機械のコアの場合は，最大導磁率と最大磁化

の両方とも大きいことが，要求される。前者は，磁性

材料の種類で決るが，後者はコアの断面識で決まってく

る。

たとえば，巻線の巻数が同じでも，たくさんの電力を

取り出すトランスは重く，電力の小さいトラソスは軽い

のは，コアの大きさの違いによる。このように，電気エ

ネルギは，コアによって有効に磁気エネルギと相互交換

できる。

（４）電磁誘導

電磁誘導は，磁場とコイルの間におこる現象で，発電

機に応用される。その意味で重要な基本的理論である

が，一方，この現象は，増幅器やその他の回路で，大き

な障害ともなり，それらを防止するためのいろいろな技

術が工夫されているので，理論を明確に理解する必要が

ある。

この現象は，1831年にファラデイによって発見された

が，その発見は，静電誘導，磁気誘導に目をつけて，コ

イルとコイルでは，誘導が起こらないかという疑問から

端を発したものである。

コイルを貢ぐ磁力線の数が，時間的に変化するとき，

コイルには単位時間あたりの磁力線の変化数に比例した

起電力が現われ，コイルを含む回路が閉じていれば電流

が流れる。これを池磁誘導といい，起電力を誘導起髄力

電流を誘導電流という。

誘導起電カー繍繍篭化
時間変化を無限に零に近づけ，微分的に考えると，

－幕{;繍瀦
で表わされる。なおコイルの巻数がＮ§

倍になれば，磁力線もＮ倍となるの

で，ｅ＝Ｎｄｊ/ｄｔ

となる。また，誘導起電力，電流の

方向についてはレソツの法則がある。

それは，

るとき，

コイルを世く磁力線が変化す

その変化を防げるような方向

冬州

鵠
||Ｉ

に，誘導電流が流れる。という表現で図３－２０

あるが，たとえば，コイルを賀通する磁力線が増加しよ

うとすると，増さないように，反対の方向に磁力線がで

きるように電流が流れる。つまり，図３－２０で，２本の

磁力線が,､何かの原因で３本に贈えようとすると，反対

方向に点線の磁力線が発生するわけで，そのために誘導

電流は図のような流れ方をするのである。もし，磁気線

が１本に減る場合は，増える方向，つまり前の２本と同

じ方向に,磁力線が生ずるように,図のｉと反対方向に誘

導電流が流れる。もちろんコイルの回路がつながってい

ない場合は，誘導廻流は流れないが，誘導起電力は発生

する。このように，コイルの中の磁力線は，常に一定数

を保とうとする性便があり，バスに立っている人が，動

こうとすると，動くまいとして後に倒れ，バスが止ろう

とすると，止まるまいとして人ほ前に倒れる，いわゆる

慣性と同じような現象で，電気的慣性ともいわれる，ま

た，力学的'腹性が，速度変化のときの裂力となって表わ

れると同じように，誘導起電力も磁力線が変化するとき

だけ発生する。

以上の現象を簡単な実験で確めたいならば，３球受信

機の電源トランスの２３０Ｖ端子にテスターを0.5～1ｍＡ

レンジにして接続し，巻線に磁石を急に近づけ，・または

遠ざけて，テスターの針のふれを観察すればよい。実験

によって，近づけるときと，遠ざけるときで，針のふれ

方は反対であり，磁石の動かし方が早いほど（コイルを

貫通する磁力課の，時間的変化が大きいほど),針のふれ

が大きいことがわかる。

（ａ）自己誘導

いま，コイルにスイッチを通して電池をつなぎ，スイ

ッチの開閉に,伴う電流の変化を考える。
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Ｒ
トランスのコイノレの磁

力線もある値から’零図３－２６

まで大きく変化して，誘導起電力が発生し，スイッチが

はなれた瞬間，空気の絶縁を破って電流が流れ，それが

火花になって見えるわけである。したがって，スイッチ

のそばに引火物をおいては危険である。

このように，コイル自身を流れる電流によって，磁力

線が変化し，コイル自身に誘導起電力が発生する現象

を，自己誘導という。

（ｂ）相互誘導

自己誘導の場合は，磁力線の変化は，コイル自身を流

れる電流の変化によって起こるが，磁力線の変化がその

コイル以外の原因によって起こる場合を，担互誘導とい

う。簡単な場合が，コイルに磁石が近づいたり，遠ざか

ったりするようなときであるが，図３－24のように，別

の回路（１次側）のコイルの磁力線が，その回路（２次

側）のコイルを貫這しているとき，１次側の電流変化，

（例えばスイッチの開閉）が２次側に誘導電流を誘起す

る。このような現象を，胡互誘警という。

これも’実験で確めたいときば，３球受信機用のトラ

ンスと，テスターと’１．５Ｖの乾電池で簡単にできる。

まず，図３－25のようにトランスの６．３Ｖ端子にスイッ

チを介して1●５Ｖの乾電池をつなぎ，テスターのレンジ

を10ＶＤＣにして，トランスの100Ｖ端子に接続し，１次

側のスイッチを開閉すれば’そのたびにテスターの針が

ふれる。（注意：この実験の時は，電流がかなり流れる

ので，テスターの電流のレンジは使用しないこと）

以上は’固定したコイルについて唯磁誘導を老えた

が，磁場が変化しなくとも，コイルを回転すれば，コイ

ルを貫通する磁力課の数が変化することになり，同じよ

スは，コイルを含んだ．
八（・

liE源と考えられるの １００１．

Ｒ

Ｅ

ランスのコイルに磁力

線の変化はない。Ｈを

入れると，スイッチの

開閉によって，電流が

Ｉから零まで変化し，

Ｆ

７
で，図３÷23のような

等価回路となる。負荷

Ｈがつながれていない

ときは，回路は開いて

へ

ノ

６３ＹＡＣ

戸
／

１０V、

ｐＣ
I．

ごロ
１．５Ｖ

し､るので，スイッチの

開閉をしても電流は流図３－２５

れず，したがって，ト．

ノーーノー崖

図３－２１図３－２２

まず，スイッチを入れる前は，コイルには電流は流れ

ていないから，磁力線は1本もない。スイッチを入れた

瞬間から，磁力線は増加の一途をたどって，電流が一定

値に達すると〆磁力線も一定値に落着く。誘導起電力

は，磁力線の増加を妨げる方向に発生するから，電池と

逆方向である。したがって，電池をＥ，誘導起電力を

ｅ，コイルの抵抗をＲ，遜流をIとすると，

図'３－２３

ﾓ鋸
!、

図'３－２４

4２

となる。誘導起電力は，磁力線の変化速度に比例するか

ら，スイッチを入れた瞬間が一番大きく，電流が一定値

に近づくにつれて，小さくなり，そのために時間に対す

る電流変化は，図３－21のようになる。たとえば，コイ

ルのインダクタンスが６Ｈ，、が12Ｑのとき，電流値が

ほぼ一定になるのに，５秒位かかる。

次に，一定電流が流れているとき，急にスイッチを切

ると，電池と同じ方向に誘導起電力がｅ発生し，ｅは，

スイッチを切った瞬間が最大で，時間と共に小さくな

る。ゆえに瞬間的には電流は零とならず，図３－22のよ

うになる。この時，誘導起電力は電池の電圧より，はる

かに大きくなることがあり，壁光灯のコイル.(安定器）

でも，電源の５－１０倍位の電圧を発生する。
グー

Ｒ

９
１
ｋ
基
老
妻
琴
も
１
１

１

問１交流電源にナイフスイッチだけを接続して，

スイッチを開閉しても，火花は出ないが，負

荷（たとえば電熱器やモーターなど）をつな

いで，スイッチを開閉すると，開くとき大き

な火花が散るのはなぜか。

交流電源は，必ずトランスに接続されており，トラン



今

うに電磁誘導がおこる。

これが普通の発遊磯であるが，自転車の発電磯や，バ

イク用のマグネット発電機などは，コイルを固定してお

いて，磁石を回転して発電する。

さて図３－２６において，コイルが図のように水平位悩

から回転すると，コイルを貫く磁力線は，左から右には

いってくるから，それを妨げるような，右から左への磁

力線が生ずるように誘導電流が流れる。電流の方向は図
のｉの方向である。

このように，誘導電流ｉの方向を決定するのに，レ

ンツの法則と，アンペアの法則を用いて決定するが，

フレミソグの右手の法則を用いると，'一度に決定でき

る。すなわち，「親指と人さし指と中指を，それぞれ直

角になるように曲げ,人さし指を磁力線の方向,親指を導

線の運動方向にみると，中指が誘導電流の方向となる｡」

この法則には左手のの法則もあり，混同することがあ

る。そこで，左手（Left）の法則がモータ（Motor）

原理であるから，ｎＭと覚えておけばまちがうことはな

い。また各指の関係は，親指は一番力が強いから，カ
ー

（Force）と覚え，中指から順にI（誘導電流)，Ｈａｖｅ

〔磁場),Eorce（運動方向）と覚えるとよい。

ところで，図３－２６において，コイルに流れる電流が

どのような電流か考えて承よう。

図３－２６において，コイルは水平位悩にあって，磁力

綴はコイルを１本も貫通していないが,90.回転すると，

貫通する磁力線が最大･値になる。そして，９０．をこえて

再び水平位置に来る間に，コイルを貫く磁力線は減少す

る一方である。したがって，コイルの一部分の導線Ａを

P員考えると，初めの位侭から180｡回転すると図のＢの位慨
』にくる。つまり，Ａには初あのときと逆の方向に流れ

る。Ｒを流れる電流も同じで，半回転ごとに電流の方向

が変わる。さらに，誘導電流の大きさを考えると，図３

－２６では水平柵位憧からわずかの回転で，コイルを貫く磁

力線は急激にふえるが，水平位憧から９０.回転したあた

りでは，同じ回転でも貫通する磁力線の数はあまり変わ

らない。回転速度が一定だとすると，前者は，誘導起電

÷ノ

Ｉ

.Ⅱ ２

』

一J

図'３－２７ 図'３－２８

力（誘導電流）が大きく，後者は小さい。

以上より，磁場の中をコイルが回転するとき，コイル

に流れる電流は，「時間とともに規則的に方向と大きさ

が変化する」これを，交流（ＡＣ）という。

さて，この交流の電流と時間の関係を，図示する前

に,電池に抵抗がつながれているときの電流を,時間ｔを

横軸に，電流工を縦軸にして描くと，図３－27のように

なる。つまり，直流のときは，電流値ほ時間と共に変わ

らない。そして交流の場合は，図３－28のようになる。

ここで注意することは，電流の＋一である。これは，

－１というのは，＋]〔の逆方向の電流という意味であ

る。図は縦軸に電流

をとったが，誘導起

電力をとっても同じ

形になる。

図３－２８で，Ａ，

０，Ｅ点は，コイル

が垂直,位憧にあるとが垂直'位置にあると図３－２９

きで，Ｂ，Ｄは水平位置にあるときである。したがっ

て，ＡからＥまでが，コイルの一回転を表わすことにな

り，これを一周波という。一秒間にこの周波を何回くり

かえすか，いいかえると，一秒にコイルが何回転するか

を，周波数といい，単位をサイクル（ＯまたはC/S）と

いう。たとえば，５０C/Sとは，発電機の毎秒の回転数が

50回/秒と考えてもよい。つまり，発電機の回転数によ

って周波数が決まってくる｡また,－周波(’回転)に必要

な時間、を，周期という。５０Ｃ／Ｓでは，Ｔ＝1/50s＝20,ｓ

（ミリセカンド）である．。

また，図の１ｍを最大値といい，Ip-pをピークピーク

電流（Ｐ－Ｐ）という。また，このように電流値が０か

ら1ｍまで変化するので，最大値の１/Ｖ可をとって実効

値ＣＢＭＳ値）という。

実効値＝童Zk垣
へ/す

我煮が，100ＶといっているＡＣの最大値は，約140Ｖ

ということになる。

また，図３－２８の曲諜を正弦波曲綴というが，これに

ついて次に説明する。

まず，コイルが垂直位霞のとき，コイルを貫く磁力線

の数が⑩ｍであり，コイルの角速度が画ラジアン/sであ

ったとする。そうすると，図３－29のように，コイル

が水平とβだけ傾いているとき，コイルを貫く磁力線

は，磁石の方からみた見かけの面秋が小さくなるので，

"＝的msinlになる。ゆえに〃＝０（水平）のときは

4３
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させる。さらに，発電図３－３２

４１４１

Ｔ

コ
イ
０
ル

図'３－３１理'３－３０

砂＝０，８＝９０°のときは砂＝妙ｍとなる。そして，こ

のコイルに誘起する電圧は，コイルを貫く磁力線の時間

的変化割合になるから，

。=帯=d"msinldt

となる。’は角速度をてひ，任意の時間をｚとすると，

’＝画ｔ

であるから，

ｅ＝”ｍｓｉｎｚＵｔ
ｄｔ

"ｍ，てりは一定,値で，またsinzutをｔで微分すると，”

cosz。tになるから，〔第二章(17)(20)式より〕

ｅ＝の、”cotzUt

これは，二軍で述べたように砂、，ｚＵを簸大.値とする

正弦波形を示す。砂、”＝Ｅｍとすると，

ｅ＝Emcos”ｔ

となり，誘導遮流と同じように

ｉ＝ImcoszUt

となる。交流の電圧，電流のI藤間値は一般に小文字で書

かれることが多い。

図３－２６で，発電機の原理を示したが，実際の発電機‘

問１中心を針で支えられたアルミの円板の上で，

磁石を回転するとどうなるか。

戸 雨

!ま非常に複雑で，コイ

ルはいくつもあって，

:しかも鉄心に巻いてあ

り，磁石も過磁石で，

極数も多い。コイルを

回転するには，水力発

電の場合はコイルの先

に水車をつける。ま

た，火力発電，原子力

発電では水蒸気を作

り，それをコイルに直

結したタービン（羽根

車）に吹きつけて回転

機に発生した誘導起電圧（1500Ｖ位）は，昇圧器（トラ

ンス）で数十万Ｖもの高圧にして送電される。

（ｃ）渦流（フーコー遜流）

砺磁誘導というのは，コイルだけに起こあものではな

く，平板の導体を磁力線が貫通し，しかもその磁力線の

数が変化する時には，平板に誘導電流が流れる。これ

は’平板をコイルの集合体と考えれば理解できるであろ

う。

図３－３０は，鉄心にコイルを巻いたものを上から見たも

ので，コイルに交流を流すと，磁力線は紙面に垂直に貫

通し，方向と大きさを変える。したがって，鉄心を図の

点線のようなコイルの集合と考えると，点線に沿って交

流電流（誘起電流）が流れる。この晒流を渦流といい，

この渦流のため鉄心は熱くなり，堪気エネルギが熱損失

となって失われることになる。それゆえに，この損失を

渦流損という○渦流損があると，たとえばトランスの場

合は，鉄心が熱くなって絶縁が悪くなるだけでなく，一

次側に妹いったエネルギ（入力エネルギ）の一部が，熱

エネルギとなって失われ，二次側のエネルギ（出力エネ

ルギ）が減少する。

このような渦流が流れるのを防ぐため，図３－３lのよ

うに，トランスの場合は0.35ｍｍ位のけい素鋼板を何枚

も絶縁してはり合わせ'鉄心を作る。こうすると,各一枚

の鋼板内で誘導電流が流れてもごく少なく，発生する熱

は誘導電流の二乗に比例するから,（][が１/１０になると，

発熱世は1/100になる｡)ほとんど渦流損はなくなる。

発噛機，モータなど交番する磁J線の虹通する鉄心に

は，すべてこのような榊造が用いられている。

渦流はこのように，障害となるが，逆にこれを利用し

たものに，誘導電動機，談算電力計の制動装置などがあ

る。胃Ｎ

図３－32のように，円板の上で磁石が矢印のように回

娠すあと，Ｂの部分（平板だが，コイルの集合"体と考え

る）を貧く磁力線は贈加しようとする。したがって，レ

ンツの法則により，反対方向（紙面の裏から表へ）に磁

力線が発生するような誘導電流（渦流）が，図のように

流れる。この磁力線は，円板内の渦流によってできたも
ので，円板そのものが磁石本体に相当する。つまり，円

板の表側がＮで，裏（紙面の裏側）がＳに当る。したが
ってＮは，回転する磁石の蘭より反発力を受ける。同様

、４，イ
ー
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磁力線に対し直角におか

れた導線に，電流を流すと

力を受け，磁力線と悩流に

直角な方向に導線が助く･

これについてはフレミソグ

の左手法則があり，右手と

側じく，３本の指を互いに

直角にしたとき，Ｉ（遮流

・中指），Ｈａｖｅ（磁力線・

人さし指），Force（力・

親指）の関係があり，導線

は親指の方向に力を受けて

に，Ａの部分には表面にＳができて，回砿する磁石に引

っぱられる。よって円板は，磁石の回松方向と同じ方向

に回りはじめる。

ｔ
雨 ＝ 罰

問２受,信機などで，２つのコイルが使用されてい

るときには，相互に誘導作用を及ぼして正しい動作

をしなくなる。このような電磁誘導作用を防止する

のにどうすればよいか。

ム
ド

ー

(ｉ）コイル同志をできるだけ離し，磁力線がお互

いのコイルを貫かないようにする。

(ii）同じ目的で，コイルを互いに直角に配置す

る。

(iii）同様に，コイルをシャシー（アルミ板）の上

と下に別々に配世する。

(iv）コイルにアルミのケース（シールドケース）

をｶﾕぷせる。これは，もしケースを磁力線が

貫いて，しかもそれが変化しても，ケースに

誘導電流が流れて逆方向の磁力線を生ずるた

め，ケースの中のコイルでは，電磁誘導が起

こらない。このようにして，電磁誘導を防ぐ

ことを，電磁しゃへい（エレクトロマグネチ

仁●

向なので引

き合う。そ

してＡ，Ｂ

は固定され

ているので

導線の磁力

線は下方へ

力を受け

る。導線の

磁力線は，

』

4５

ツク・シールド）という。迩磁しゃへいに用

いる導・体には，渦流が流れるので，抵抗の小

さな銅，アルミなどを使用する。真空笹にか

蕊せる穴のあいたシールＦ・ケースも同じよ

うに，他の部分からの電磁誘導のための雑音

や，発振の発生を防止するためのものであ

る。また，低周波電流の流れるグリッド回路

が長くなるとき，外側を導体でおおったシー

ルド線を用いるのも，誘導作用を防止するた

めである。

（５）磁場が電流に及ぼす力

Ｘ

磁力線は，図３－３５

導線に固定されているので，導線が自由に動けるように

しておけば，導線は下へ動く。これでフレミソグの左手

の法則の説明がつく。

この原理を利用したのがモーターである。図３－35の

ように，コイルに唯流を流すと，ＣとＤは電流の方向が．

逆なので，Ｃは下へ，Ｄは上へ力を受け，コイルはＸＸノ

の回りを図のように回転する。ＥとＦの部分にも力が働一

くが，いづれも回j伝力にはならない。コイルをたくさん

巻けば，たくさんの導線が，それぞれ力を受けるから，

大きな回松力が得られるし，さらに鉄心をコイルに入れ

ると磁場が強くなるし，電流をたくさん流すと，導線の

回りの磁力線が多くなるのでいづれも回転力が大きくな

る。そのほか，Ｐの部分に整流子を使用したり軸ＸＸﾉを

支えるベアリングや，全体を支え座挨を防ぐフレームや

カバーも必要である。

アヨ

声

動く。この理由については，次のような説明の方法があ

る。

まず予備知識として，磁力線の反発，吸引について説

明する。図３－33のように磁極をそろえて，二つの磁石

を並べ片方を固定しておくと，自由な磁石は反発され．

る。このとき，磁石の中では磁力線の方向が図のように

なっている。したがって一般に，右,側のように磁力線が、

同じ方向をむいていて，片方が固定されているときは，

自由な方の磁力線は反発される。同じ理由で，磁力線同

志が逆方向のときは吸引される。

次に図３－３４において，Ａ，Ｂは磁力線の"代表として

かいたものであるが，この磁力線は，すべてＮ，Ｓの磁・

極に固定されている。いま導線に，図のように紙の裏側‘

方向に向って遮流が流れると，導線の回りは，アンペア

の法則によって，図のような磁力線ができる。

するとＡに近いところは，導線の磁力線と磁場の磁力

課が同じ方向なので反発する。また，Ｂに近いところで

は，反対方
一星呈一己－－－９『 Ａｒ，

iＮ

｜ Ｎ －Ｓｌ－
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巳

|卸可鋤線輪型ﾒー'一の鍵造を述べよ
中学校で用いる小型のメーターは，ＡＣ，ＤＣすべて

可動線輪型（ムービング・コイル型）である。これは構

造がモーターと同じである。ただし，図３－3６のよう

に，バネで針の回転を止めるようになっている。なお，

Ａ０用はセレンやダイオードで整流されてから，メータ

弓

図'３－．．－３６

Ｑ
Ｌ=

ＬｉｉＷ
|Ｚ

Ｉ

Ｉ

／
二量

図３－３７

一に電流が流れる。端子Ａから電流がはいってくると，

コイルは回転を始め，コイルに固定した針もふれ始める

が，回転力とバネの力がつり合ったときに'停止する。回

転力は電流の強さに比例し，バネの力は回転角に比例す

るので，結局，回転角は電流に比例することになる。

問２ダイナミック・スピーカーの椛造を述べ狂

図３－37のように，ＡＢ端子に電流が流れると，コイ

ルが電流の方向によって，左右に動き，また電流の大小

で，動きの大小が決まる。したがって，ＡＢ間に音声電

流が流れると，その波形と同じようにコイルが動き，コ

イルと一体になっているコーンは，空気を振動させ音声

電流と同じ周波数の音を発生する。

また，逆にコーンの前で音声を発すると，コイルが動

き，磁力線を切るから，ＡＢ間に音声電圧を発生する。

したがって，マイクとしても使用できる。この原理を利

用して．作られたものを，ダイナミック・マイクという。

問３磁場の中で導線を動かすと，なぜ導線に誘導

起電力が発生するのか｡

前節で発電機の原理を述べ，フレミングの右手の法則

Ｎ

によって，

運動方向，

磁場方向，

誘導電流の

方向の関係

を説明した

が,ここで

は，既に説図３－３８しま，既に説

明ずみの左手の法則を用いて，発電機の原理，つまり右

手の法則を説明する。

図３－３８において，導線を下方（Ｍ）の方向へ動かす

と，導線の中の自由電子は，Ｍの方向へ動く。電子の動

く方向は，電流の方向の逆であるから，導線をＭの方向

へ動かすという動作は，上の方向へＩＣという電流が流

たと考えることができる。磁場の中で，電流が流れる

と，左手の法則で電流は，Ｆの方向に力を受ける。とこ

ろが，力を受ける電流の本体は電子なので，電子はＦ方

向へ流れようとする。電流は電子流とは逆であるから，

結局導線を下へ動かすと，電流は手前の方向に流れよう

とする。

,Ｉ 教育害／新干リ ’

教育科学入門 教育科学研究会編熟0肯製〒顎

戦前の貴重な遺産をうけついだ民間教育研究運動は，きびしい条件の下で子どもたちの学力を高

め，民主的な集団を育てながら，着実にその力を蓄えてきた。今その成果を教科ごと，問題ごと

に整理し正しく評価することは，あすの展望を切り開き，授業の質を高めるために欠くことので

きないいとなふである。と同時に，それは新たに民主教育を考えようとする人食に実践の指針を

与えることになるだろう。

国 土社
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Ⅳ製作上の注意

・身の部の両側面は，ほぜ折接合として差し込み，さ

らにロー付けをすること

・ふち折は８ｍｍ・位がよい

．釘穴は整理前にしておいたがよい

ｖその他

・各項にわたって説明不十分な点がありますが，市販

図や雑誌中には間進又は不十分なる発表が多いため

特に注意すべき点をあげましたので御研究を願いま

す。

中 野守

・穂先は剣型で丸型は稜がないで不可

７半田口一

・半田画一を使用しペーストは引きがきかないので

不可

・穂先の修正には天燃砥石は不可

８塗装と用具

．台付塗料器（長さ15ｃｍ巾さ１２ｃｍ深さ３ｃｍ位）

中央に必ず針金にて．切り線をつけること

･刷毛の保存用編叉は広口ピン（水を入れて）の用意

Ｉ取材の理由

１旧来の柵成にとらわれず新らしいデザインによっ

てい る こ と

２工具の使用法は充分に達し得られること

３教授時間数は短くすむこと（理論および実技を加

えて４時間）

ＦＱ

Ⅱ着眼点と工具使用上の留意点

１はさみによる切断

・ななめにはさみを立ててから．切りはじめる

・左手による板の持ち方（親指を下面に他の４指を

上面にして）

２打木による打ち方

・打台上板金の取扱方（すべて曲げる伸す等の作業

には打った力は必ず流すことを忘れてはならない

・左手による板の抑え方(けがき線がくるわぬよう，

くるい止を板面上一下一中へと折曲げ蝋面でなく

３指で押え打ち出すこと）

３折台

・台は折台（長さ30ｃｍ位)は各作業に不便な点多い

．延の鉄板がよい（巾－５ｃｍ厚さ8ｍｍ長さ1ｍ位）

．尚作品の種類により巾３ｃｍ２ｃｍのものを用意が

必要である。

･ふち折は折るのでなく中空に曲げるのである。

４ 刀刃

・裏面使用が本体なること

・持ち方は手首関節から人指指への延長線上にのせ

てからつかむこと

・峯の部分は半円形にするこが利用範囲が広いこと

５心 金

・両端を万力に固定しはねかえりを防ぐこと（太さ

２ｃｍ～3ｃｍ長さ１ｍ位）

６半田こて（晒気）

Ⅲ設計図，見取図（下図）
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図１

!隆〈たた差

丸みをつける

ち り と りふたつき

松尾保作

る

２．図Ａ－Ｂを組み立てる

３．図ＡとＯのちようつがいをつくる

４．図Ｅを｡切りとりドリルで穴をあける

そして図Ｂにとりつける（リベットかしめ）

５．図Ｄをおりまげ図回にはめこむ

６．くさりをつくりＯに穴をあけさしこみＤとむすぶ

〔４〕製作上の留意点

１．図Ｂは左右対称になるところであるから折りまげ

る時まちがえぬこと，おり目（ふち）は外側に出す

様にする。

２．図Ａに図Ｂを組む時は内に力､た木のあて板を入れ

て木づちでたたく様にする。ダブルはぜつぎである

のではぜをしっかり組んでダブルにする。木づちで

たたいてもよいが“かじや'，又は“つか承，,でダブ

ルにしてもよい。あと金づちでかるくたたいてお

く。（図１)。

３．ちょうつがいをつくる時は図２のようにトタンの

先端を少したためまるみをつけておき，はりがねを

はさんでつか率でまるめてゆく。図Ｏのちようつが

いと図Ａのちようつがいを別女につくり組竿あわせ

て針金を通してゆく。ちようつがいのしぶいところ

は木づちでたたき加減をと湯。

４．図Ｄの針金の曲げ方は図３の様にするとよい。

５．図４を参照

６．図Ｅを曲げる時はベンチの1幅を利用すると楽に折

り曲げられる。

〔１〕製作の意義

1はんだを使わずにダブルはぜつぎで鮪物を作ること

に板金のおもしろさをあじあわせることができる。

２８番線で柄を作くるに，ぐらぐらしない為の工夫を

線金にかかる力の関係という点で学ばせることがで

きる。

3ちょうつがい作りによりトタン板を巻くという学習

を通し板金の性質をおさえることができる。

4木づち（打ち木）と金づち（からかみ小づち）の使

かいわけによって作品のでき，不できにおおいに関

・係することから工具の適所のつかい方を理解させる

ことができる。

『
４

〔２〕材料

トタン板２６＃600×277１枚

283×９７２枚

283×150１枚

、７７×２３２枚

リベット(白）３，４本

針 金１２＃５０ｃｍぐらい

針金８＃１３１２１本

１２＃２８３１本

エスロソパイプ１８’１００１本

１８１２８０１本

〔３〕製作順序

１．図Ａ－Ｏを寸法に切り点線のところをふち折りす

つ か み で

メしめていく

図２

夕 ｲチッ
、
６ざほ-ぜが

〃
訳
ｌ
巴

Ｆ
Ｌ

上のように

ならないように

順々にたた

いていく
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機構模型の考案設計・製作（４）

創意を具体化するために

平行クランク機構の具体例

山室

ｌ平行クランクの基本形と変形

４リソク機瀧のうち相対する節の長さを等しくすると

平行クランク機継になる。この機継は両クランク機織が

平行四辺形をなす特殊な場合であって，各クランクは弊

しい角速度で回転する。

ａ Ｉ）

1．クランクが

体の場合

2.クランクが

円の場合

3.クランクが

脈心門の場
z縄
22

トー

a・Ｉ

＝＞

ムー

一一 ｡ 匡＞

巨＞

木 村一政夫

平行クランク機構は伸縮する砥話スタンド，鉄のとび

ら，遊動橋，いすつきブランコ，図の拡大・縮少器，万

能製図器，蒸気機関車の動輪の機職などとして，いろい

ろな形式で実用されている。

図36は平行クランクの基本形とその変形を順序を追っ
『１

庫０

＝＞ ‐＞

巴

心

巨＞ 一 一 一 皆 一 k － － － ０

倒項Ｂ

Ａ､クランクが１謹Ｂ、３軸の同時回転．Ｃ,クランクが2組Ｉ〕．クランクが大・111．小３錘

，ヤピンヤ脈動,MlO77~7ｱ固定鮒
〆碑

図3６畠F行クランクの坐本形と変形例

て示したもので，つぎのように分類することができる。２構造と工夫

１）クランクの形状が棒の場合（１）この具体例では図３６－．にあたる大・中・小３組の平

２）クランクの形状が面の場合（２．３）行クランクを結合した場合の，異様な運動伝達方法を試

３）２軸以上の各クラソクが同一平面上に設けられるみようとするものである。はたして，円滑な伝動が可能

場合 （ Ａ ・ ] B）かどうか，製作が終るまで生徒にとって興味ある課題と

４）２軸以上の各クランクが同一平面上に設けられななろう。

い 場合（０．，）１）クランクの形状

５）平行クランクを２組以上結合した場合（Ｂ・Ｏ．３個のクランクを結合した形状は図37のように，い

り）ろいろなものが考えられるが，具体例では（ｃ）を採

このような平行クランクの型式を決定する原則につい用している。

て，最初に考えておくことが，この機織の考案設計を確じょうぶさ，作りやすさ，材料のむだのなさ，巡動

実に進める上にきわめてたいせつである。の変化等を考えて形状を工夫することが必要である。

前号までに機継模型の設計・製作の進め方については２）クランクと連接棒の結合

詳しくふれたので，本号では要点のみにとどめる。この具体例は前項の分類４）２軸以上の各クランク

崎、

」
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た，作りにくいネジ・割りピン等は市販品を用いてい

る。（部品表参照）

４製作の要点

１）主クランク（プラスチック板）

プラスチック板を鋸（木工用・金工用．円鋸・糸鋸

等）で板取りし，外周をかんな削りまたはヤスリ仕上

げする。ヤスリは金工用の使い古しを活用するとよ

い。ピンや軸用の穴あけはポール盤で行い，必要に応

じリーマ仕上げする。

２）連接棒の屈曲（プラスチック板）

炭火．煉炭．睡熱器．ガス火または熱湯内で折り曲

げ部を加熱軟化した上で，図42のように板で押え，所

要の角度に折り曲げ，冷水で急冷する。失敗した場合

には，再度加熱軟化し繰り返して行う。

３）原動軸（丸棒）

図43の手順で工作するとよい。

４）軸受（平鍋）

平鍋が厚くなると折曲げにくくなるばかりでなく’

不正確にな為。図43－４のように，折り曲げ部の内側

をヤスリ，研削盤，タガネ等で切除して折り曲げると

容易に行える。

穴あけは，曲げ終ってからけがきをし，下穴を設け

てから行うと正確に仕上がる。

５工作図をかく

これまで述べた椛造・製作の要点，材料の選定などの

基本的な研究にもとづき，あるいは，この研究と並行し

て，構想を図・模型で練り工作法を確かめてから，工作

図をかく。このような手順を終ることによって，製作図

の製図や製作を1ｺ(,;をもって，計画的に進めることがで

きるようにな為。

『
』

錘動

↑
一

＠１
１
Ｖ

鈍
［

２－８％『Ｉ

↓皇

瀞
１／

簾 」
二０

０

Ｊ
醜
型誤

が同一平面上に設けられない場合，すなわち，同一平

面上に設けると，各クランクと各連接棒が‘ぶつかり合

いクランクが回転しない。したがって，これをさけ，

図38のように各クランクと各連接棒の配列工夫をする

ことが必要である。

３）原動軸部の構造

原動ｌＩｉＩＩＩに主クランク（大・中・小の各クランクを結

合したもの）とハンドル用クランクを固定する方法，

および’原動軸を円滑に軸支する方法を考える。図３９

はこれを作りやすい方法で解決する例を示したもので

ある。

４）軸受の構造

軸受を正確に，手軽に作るように考える。

ａ板金で作る板金で軸受を‘作る方法はいろいろ考

えられる。図40-ａは最も単純で基本的なものであ

るが，軸が矢印のようにゆれ安定である。図40-ｂ

．ｃ・．．ｅはゆれを防ぎ軸を安定させた例であ

る。ｄは補強面を設けじょうぶにされている。

ｂ平鍋で作る軸受けを平鋼で作ると，その厚さを

利用し軸のゆれを防ぎ，じょうぶに，正確に作為こ

とができる。具体例ではこの方法を用いている。

（図41参照）

５）ピソ・リングについては前号までのものと，ほぼ

同様でよいのでここでは省略する。（前号参照）

３材料の選定

材料と椴造および製作方法とはきわめて密接な関係に

ある。この具体例でば，先づ機稚の捲造を研究．吟味し

た上で，部品の機能・精度に応じて，中学２年生程度で

作りやすい材料を選定している。したがって，部品より

木材，軟鋼（丸棒．平鍋)，プラスチック板を用い，ま

&
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平行クランク機総模型部品表

＝ ＝一
４
１
１
１
］
唖
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
坐
Ａ
ｐ
中
ｖ
〒
卜
切
心
Ｌ
Ａ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
］
学
１
１
’
ず

酉
。
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１
１
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画
Ｉ
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国

１
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⑪③⑪

"/雲

１
１
１
⑭

Ｉ
罰
Ｉ

ン
一
申
一

/
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部品
番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

部品名

主クランク

小クランク

連接棒

原 動 軸

従動軸

ピ ン

ハ ソ ド ル

軸受

リング（大）

個数 儲質 備 考
部品
瀞号

２
ｌ
１
ｌ
３
－
１
－
１
ｌ
６
ｌ
１

－
２
｜
妬

プラスチック

〃

〃

軟 鋼

〃 12,．磨き

〃

〃

〃

プラスチック

10,．磨き

101

平鍋５×15-Ｌ

t２

1５ 釘

t3またはｔ２

t3またはｔ２

t3またはｔ２

１０

１１

1２

リング:(小）
⑪

ナツ ト

割 ピ ソ

12’・膳き １３

１４

小ネジ

台

個数

ｌ
２
ｌ
９
ｌ
６
・
’
４
’

１
’
６
一
一
一
．

材硬

プラスチック

軟鋼

ﾉゾ

ノ７

木 材

軟鋼

備考

または軟鋼

４‘市販品

市販品

４’

Ｌ2５



しろろ とのための電気学習（７）

3'．単一乾電池の起電力を測定したら１．５Ｖあったもの

が’豆球を点燈した状態で測定したら，､４Ｖになりま

した。なぜでしょうか。

ホ±|生喝難
5Ｖ １．４Ｖ 、

~T一
三

電池に直接電圧計をあて測定すれば，電池の起電力が

そのままあらわれます。ところが，豆球を点燈すると，

電流は電池の(＋)極から豆球を通り(－)極に流れます。

ところがこの電流は，そのまま電池の中を（_）極から

(＋)極へると流れるものと考えなければなりません。こ

の場合，電池の中には電解液があり，これがわずかです

が抵抗をもっていまず。このような電池内部の抵抗を内

部抵抗といいます。電池に負荷をつなぎ，電流を流すと

端子電圧が下がるのは，このような内部抵抗によるもの

でこれを内部降下といいます。古くなった電池は特に内

部抵抗が大きくなっています。

ｒ

池 隼

－

Ｔ ＃
電池の起冠力：Ｅ

端子電圧：Ｖ
Ｒ

外部抵抗：丑

内部抵抗：『

端子電圧＝起電カー内部降下

Ｖ＝Ｅ－ｎｆ

ｒ=青普亨
たとえば1.5Ｖの起電力の電池に7.5Ｑの豆球をつけた

ところ端子篭圧が1.4Ｖに下がり，電流は0.2A.流れまし

た。この場合は0.2ｒ＝0.1ですからr＝0.5Ｑとなり内

部抵抗0.5Ｑの乾電池ということになり，かなり使い古

した乾電池であることがわかります。また内部抵抗0.2

５４

向 山玉雄

Ｑ，起電力1.5Ｖの電池にユＱの外部抵抗をつなげば

遮流I=I幸f百=器='妬Ａ
端子電圧Ｖ＝1.5-1.25Ａ×0.2＝1.25Ｖ

となります。

盲３２．乾電池を直列に接続すると起電力はどうなるでしよ

、うか。

、

1.5Ｖ

ｳ３Ｖ

1.5Ｖ

丁 』

上図のように乾電池２個を直列につなぐと起電力はそ

の和になります。すなわち

合成起篭力Ｅ,＝Ｅ,＋E２（V）

合成内部抵抗ｒＯ＝r,＋r２（Ｑ）

となります。したがって外部抵抗Ｒをつなぐと，遮流ほ

Ｉ=諸=r鼻撫(A）
たとえば内部抵抗0.2Ｑ，起髄力1.5Ｖの髄池２個を直

列に接続し，外部抵抗５を接続すれば

Ｉ=0漁蕊5=弓麦=q6A
となります。したがって内部降下は0.4×0.6＝0.24とな

り，端子髄圧Ｖ＝3-0.24＝2.76Ｖとなります。

33．乾電池を並列に接続すると起電力はどうなるでしょ

うが。

各砥池の＋極を共通につなぎ，一極も共通につなぐ方

法を並列接続といいますが，この場合起砥力は電池･1個

戸 =

』

戸



」一
一一

乾電池の（＋）と

(一)を直接導線でシ

ョート（短路）させ

ると抵抗が内部抵抗

だけになるので，砥

流憾内職抗=号と
なり，非常に大きな

電流が流れます。こ

のような'遮流を短絡

の場合と同じです。しかし，外部には２つの電池の両方
Ｐ

から流れるようになります。

Ｅ，

幸
〆圭へ
－－一

／迩景

；

え
【1

０ １、ＪＵ
ｆＥ流一一

ﾐム

'1１

3Ａ

血

‘ 1Kヨ ハ
単

Ｐ

～て一上図で電池１個の内部抵抗をｒＱとすれば合成内部抵

抗は芸三r=÷=令となり1個の内部抵抗の音となり叢
一一 Ｆ 一 一
ｒｒｒ

す｡し…個流1-垂(典〕‘…
たとえば内部抵抗0.2Ｑ起電力1.5Ｖの電池２個を並列

につないで外部抵抗５Ｑに接続すると碓流Ｉは

Ⅲ雲韓-好一…と潅，震ず。
電池の直列・並列と起電力の関係は次のように考えら

れます。

ノ

巡流といいます。たとえば単一乾砥池を短絡させると３

Ａ以上の電流が流れます。また，単３乾電池などとまち

がってショートさせると，しばらくたつと電池があつく

なりますが，これは，電池内部がＩ２Ｒの熱を出すからで

す。そのたBb砥池をショートさせることはさけなければ

なりません。

下図は，負荷抵抗の大きさと端子電圧との関‘係をあら

わしたものです。これで染ると，回路が開いているとき

?~

＋「

ロ

／開路

ー

ｌ
‐
Ｅ
電
圧

Ｐ，

には，電流Ｉは０で，電池用で内部髄圧降下を生じない

ので電池の端子篭圧ば起電力に等しくなります。ところ

が，回路を閉じて外部抵抗Ｒを減らしていくと，髄流は

増加すると同時に端子電圧は直線的に減少します。これ

は電流が多くな;るにしたがって，内部電圧降下が大きく

なるからです。そして短絡すると電圧降下は堆高にな

り，端子電圧は０Ｖとなります。

35．電圧のちがう乾電池を接続するとどうなるでしょう

か。

起電力のちがう電池を直列に接続すると合成起電力は

刀

ヨ

バ

ｒ＝
、-1-.γ色

言

(Ｂ）

亜』

（Ａ）

すなわち，同じ大きさの

容器に水を入れ，噴水を作

ったと考えると，ＡとＢは

同じ高さで同じ並だけ上が

るがＢの場合は，水がなく

各電池の起遮力の和に

なります。たとえば６

Ｖと１．５Ｖの電池を直

列に接続すれば合成起・

電力は６Ｖ十1.5Ｖ＝７

．５Ｖとなります。

ところが，起電力の

ちがう２つの電池を並

列に接続すると，電圧

命

に二

なるまでにＡの２倍長もちすることになります。すなわ

ち，並列接続の髄池は起電力はかわらなくても２倍の時

間もちます。またＣでは噴水はＡの２倍だけ高くあがり

ますが，時間は長持ちしません。

34．乾電池をショートさせて電圧を測定するとほとんど

０Ｖを示すのはなぜでしょうか。

Ｌ

5５
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地

を発生させない

ために薬品を入

れます。（減極

剤)。

尖用の乾電池

では，亜鉛板か

ら炭素棒に電子

が移動し，亜鉛
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希硫酸(H2gOｨ）イオンはアンモ

ニアイオンと結図１

びついて，亜鉛アンモニアイオンとなります。

Ｚｕ÷令十２ＮＨ$→Zn(ＮＨ３)2+÷＋２Ｈ＋

また陽;極では水素ガスが発生しないように二酸化マン

ガンを入れ水となるようになっています。

４Ｈ+＋3ＭｎＯ２＋4e-→Mn304＋2Ｈ20

37．積層乾電池とはどんな電池でしょうか。

単'旭池をいくつか級み亜ねてケースに入れたもので，

図のような職造をしており，トランジスタラジオなどの

電源に使われています。起電力は単電池の起髄力の個数

倍になります。

38．水銀電池とはどんな電池でしょうか。

減極剤に酸化
一レム両坐．ノ.I全濫〃T，一毎 一一卜

（
』

水銀を使うので

この名があり，

電解液には力性

カリが使われて

います。形状は

平型と円筒形が

あり，中心部が

-マイナス．外側

がプラスになっ

は導線を通って銅板へ移動し，引きつけられます。その

ため銅板から亜鉛板に向かって電流が流れます。砥子を

失った亜鉛板は，金属としての形を保てなくなり，だい

だい，ばらばらになってとけこんでいきます。また，銅

電極では亜鉛からきた砥子を周囲の銅イオンに与えて金

属原子にもどします。一方Ｈ２ＳＯ４の中の（SO--）は

亜鉛板に一電荷を供給し，（2Ｈ÷）は銅板に遮荷を補給

します。ところが2H+は補給すると水素ガスとなって陽

極をつつみ砥流を流れにくくする（分極作用）のでガス

５６

ジ

ています。起電力は1.3Ｖでルクランシェ砥池より低く

なっています。

ルクラシェ電池は，使川肱が半分になると内部抵抗が

大きくなり端子電圧が下がりますが，水銀値池は，使用

中内部抵抗がほとんど変化しないので端子電圧がほぼ一

定という利点があります。水銀電池は容量がはっきりあ

らわしてあって，Ｍ－Ｄでは220ｍＡＨとなっています。

また許容敢大遮流は10ｍＡとなっていますから10ｍＡを

流せば22時間もつということになります。

39,太陽電池とはどのような電池でしょうか。

光電池（SB）とも呼ばれるもので，太陽のエネルギ

ーを悩気エネルギーに変換するものです。太陽のエネル

ギーは１，２あたり１ＫＷといわれていますのでこれを

の大きい電池から電圧の小さい電池に電圧が流れ，負荷

をつけなくても，そのままで循環電流が流れ，消耗して

しまいます。

そのため起電力の異なる瞳池を並列接続してはいけま

せん。

また，新しい乾樋池と使い古した乾'屯池を並列接続し

ても同様なことがおこり，良い状態の迩池より悪い電池

に多くの電流を供給し，過負荷になるので髄池は同じ程

度の新しいものを使わなければなりません。

36．乾電池はどのような原理で起電力を作るのでしょう

か。

一般に，電解質の中に，イオン化傾向の異なる２種類

の導体を対立させておくと，その間に電位差が生じま

す。乾電池はこの電位差を利用したもので，イオン化傾

向の小さい導体が陽極，大きいものが陰極になります。

脳解質というのは，水に溶けると電気をおびた原子.に

分かれるもので，たとえば食塩（ＮａCl）はＮａ･卜とＣｌ－

のイオンに分かれます。また，イオン化傾向というのは

溶液中でイオンになる傾向の強弱の度合で次のようにな

ります。

（大）Ｋ,Ｎａ,Ｃａ,Ｍｇ,Ａｌ,Ｚｎ,Ｆｅ,Ｎｉ,Ｓｎ,Ｐｂ（Ｈ）

Ｃｕ,Ｈｇ,Ａｇ,Ｐｔ,Ａｎ（小）・

股もかんたんに電池を作るには，シャーレの中に食塩

水を入れ，その中に１門のアルミ貨と10円銅貨をワニロ

クリップでくわえ，両端を電圧計につなぐと悩圧計がふ

れるので電圧が発生し

Ｌ

1円１０１１３

たことがわかります。

次にポルタの瓶池の

原理をかんたんに説明

してみましょう。

図１で，亜鉛板は希

硫酸によってとけて陽

イオンになりますので

亜鉛板は陰極(一)にな

ります。亜鉛板の電子

クロＺ

１浬』

』
＝

減極剤
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放砿抵抗４Ｑ

働く，トランジスタラジオなどで使えます。

太陽電池は，人工衛生やＥＥカメラの蕗出計などにも

使われるので有名でもあります。Ｍ－Ｙ(水銀】

「

１

ﾉkl脇光線

Ｈ｜↓↓|／反淵蝋０ １ ０ ２０３０４０５Ｃ

一一時間

－－Ｊ１型シリコン

利用したものです。普通アルミニウムの基板に，セレン

やシリコンなどの半導体と，透明な電極を特殊な方法で

談議重ねたもので，ここに光があたると，光の強さに比

例した磁気を発生させます。普通市販のものは,､太陽光

線をあてた場合約0.5Ｖの氾脹ができますので弱池流で

p型シリコン

(3)デザインについては図画工作の他の領域との関連を
小学校教育課程改定の中間報告（２）

も考えて，その内容を一そう明確にすること。

(4)「ものを作る」学習がじゆうぶんに行なわれるよう
小学校教育課程の改善についての中間まとめ

配慮すること。

第２各教科等改善の具体的方針(5)鑑賞に関する内容の示し方を学年に応じて，いっそ
９９

１ 各教科う 明 確 に す ること。

理科＝(1)目標については具体的な事物や現象について(6)他教科との関連および中学校の美術科との関連を配
の直接的な経験を深め自然認識の基礎になる科学的なも慮すること。

ののみかたや考えかたなどを育成するものであることを家庭＝(1)目標については日常生活に必要な衣食住など

明確にすること。に関する知識，技能を習得させ，それを通して家庭生活
(2)内容については基本的な事項を精選して，その集約の意義を理解させ，家族の一員として家庭生活をよりよ

化をはかるとともに，基礎的なことについていっそう発くしようとする実践的態度を養うものであることを明確
展的系統的学習ができるようにすること。にすること。

(3)他教科とくに体育，家庭，算数との関連についてじ(2)内容については基本的事項を精選して，指導の重点

ゆうぶん配慮し，理科においては自然の理解に重点をおを明確にすること。なお時代の進展による家庭生活の変

くこととすること。化に即応しうるような基礎的な内容を，児童の発達段階
図画工作＝(1)目標については造形活動をとおして，剣、に応じて取りあげるよう考慮すること。

造的表現の能力をのばし，技術を尊重する態度をつちか(3)他教科等，とくに社会，理科，図画工作，体育，道
い，美的情操を養うものであることを明確にすること。徳との関連について配慮すること。

(2)内容については領域の整理，統合を行なうとともに(4)中学校の技術・家庭科との関連をじゆうぶんに考慮
基本的事項を精選し，内容の示し方についてもいっそうすること。

明確にすること。．

東京都葛飾区背戸６丁目19番27号向山玉雄 Ｉ
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質問をおよせ下さい
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きについては，もう

ふれる必要がないと

思うので，回路の働

きの概要だけを述べ

ておくと，つぎのよ

うになる。

いま図１の装侭

を，電話機の近くに

おき，居間に取り付．

けたベルからの配線

を，装置の出力端子

に接続して，マイク

ロホンを電話機のほ

うへ向けておく。そ

5８

図１電話のベル音中継装置記号配線図

エレクトロニクスの簡単な応用装置（23）

電話のベル音中継装置

装置シャッタ・コントロール

茂稲田

《
型

電話のベル音中継装置

ので，記号配線図を示すと，本誌７月号の図１の

ようであり，図からわかるように，電源回路（５

ＭＫ９の回路)，電圧増1幅回路（6ＢＤ６の回路)，

電力増幅回路（6ＡＲ５の回路）などで構成されて

おり，マイク戸ホンで拾ったベル音を，’低周波２

段増幅するしく承になっている。つまりこの装置

も，まえのアプライズメータと同様に，１種の増

I隔器である。したがって，主要部分のしくみと似

電話機の設置場所が，居間から離れていると，

呼び出しのベルが鳴っても，なかなかわからない

ことがある。といって呼び出しがすぐわかるよう

に，電話線や電話機から，居間のほうへ別のベル

をひくことは，電灸公社が禁止している。そうな

ると，ベルの音をマイクロホンで拾い，それを増

幅して，居間のほうですぐ聞こえるように，する

ほかはない。ここに紹介する装置はそのためのも

5Ｖ

3Ｋｍ
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して,装置のさしこゑプラグを,電源コンセントに

さしこ承，スイッチＳを入れる。すると電源回路

の交流電圧５Ｖによって，整流管５ＭＫ９のヒー

タが，交流電圧6.3Ｖによって，電圧増幅管６Ｂ

Ｄ６・電力増幅管６ＡＲ５のヒータが加熱され，ま

た直流電圧230Ｖが，６ＤＢ６．６ＡＲ５のプレート

および第２グリッドとカソード間に加わり，装置

が動作状態になる。しかしそのままでは，６ＡＲ５

の第１グリッドに，図のようにボリューム20ＫＱ，

から，大きなｅ電圧が加わっているので，６ＡＲ５

へのプレート電流はごくわずかしか流れず，継電器

Ａが動作しないから，接点ａも開放したままで，

・居間のベルは鳴らない。

つぎに電話機のベルが鳴ると，ベル音がマイク

ロホンに入り，その音と同じように変化する。低

周波電圧に変えられ，あらかじめｅ電圧になって

いる，６ＢＤ６の第１グリッドに加わる。そのため

に第１グリッドの電圧が，ｅ電圧の範囲で，低周

波電圧と同じように変化し，それにつれて，プレ

ート電流もまったく同様に変化するので，プレー

ト負荷抵抗250ＫＱの両端に，増幅された低周波

電圧が生じる。この電圧が，つぎのポリニーム

２０ＫＱに生じた電圧によって，大きくｅ電圧にな

「，っている，６AR5の第１グリット（カソードに①

電圧が加えてあるので，第１グリッドは，カソー

ドに対.してｅ電圧になる）に加わり，６ＢＤ６の場

合と同様にして増幅されるので，６ＡＲ５のプレー

卜電流が大きくなる（コンデンサ0.5脚Ｆは，プ

レート電流の変化につれて，充電・放電を繰り返

す)。すると継電器Ａが動作し，接点ａが接触す

るから，電源からベルトランスに交流電流が流

れ，居間のベルが鳴ることになる。

以上の動‘作からすると，とくにこのような装置

を利用しなくても，ふつうのインタホンで，十分

ことたりるように思えようが，インタホンでは，

ベル音だけでなく，いろいろな雑音を拾うし，話

の内客まで，居間のほうへ聞こえてしまうので，

あまり好ましくない。

（注１）この装置の真空櫛は，それぞれつぎのように

替えてもよい。ただしその場合には，使用する電力

増幅管のプレート電流に適した，適当な動作電流の

継電器を，選定することがたいせつである。

５ＭＫ９－←１２Ｆ６ＡＲ５－６ＺＰ１

６ＢＤ６－６Ｃ６

（注２）この装置のマイクロホンには，つごうによ

り，インタホンの場合のように，パーマネントスピ

ーカやマグネチックスピーカを，，代用してもよい。

（注３）この装置に使用する継電器は，動作砥流30ｍ

Ａくらいの，メーク接点をもつものでなければいけ

ない。なお，継電器に並列に接続してある，0.5際Ｆ

のコンデンサは，継電器を流れる電流が，低周波電

流のため，継電器接点が振動するのを，防ぐための

ものである。

（注４）この装置の500ＫＱと２０ＫＱのボリュームの

軸のまわりに，それぞれ適当な目磯りをつけておく

と，感度の調節に便利である。

（注５）この装置のベルは，電話機のベル音が，マイ

クロホンに入ったときしか，鳴らないから，電話機

のベル音とまったく同じように，断続して鳴ること

になる。

シャッタ・コントロール装置

夜間や暗いところで写真撮影をするときに，よ

くフラッシュ・バルブやストロボが使用される

が，写真機のフラッシニ接点には，Ｘ接点，Ｍ接

点などの方式があり，フラッシニがシャッタの動

作に，いつでも同期するとはかぎらない。とくに

シャッタスピードが速いと，この同期が一そう困

難になるから，フラッシュの発光時間を，シャッ

タの動作に正確に同期させる装置が必要になる。

ここに紹介する「シャッタ・コントロール装

置」は，そのような役割を果すもので，記号配線

図を示すと，図１のようであり，図からわかるよ

うに竃源回路（5ＭＫ9の回路)，光電管回路（930

5９
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図１シャッタ・コントロール装置記号配線図・バルブの発光りこ，正確に同

の回路)，電圧増幅回路（6ＳＪ７の回路)，電力増期させることができる。

_Ｌ

厩

幅回路（6ＡＧ７の回路)，電磁石（マグネット）

などで椎成されている。
：L：

いま図１．のさしこふプラグを,､電源コンセント

にさしこ承，スイッチＳる入れると，装置の各部

に所要の電圧が加わり，装置が動作状態になる。

このときフラッシニ・バルブが発光すると，その

光で装置の光電管930が動作し，フラッシュ・バ

ルブの発光中，光電管回路に電流が流れて，抵抗

５ＭQ,の両端に，一瞬（フラッシュ．パルプの発

光時間に相当する時間）電圧が生じる（このよう

な電圧を，パルス電圧という)。この電圧が，電

圧増幅回路で増幅され，つぎの電力増幅回路の６

ＡＧ７の第１グリッドに，ｅのパルス電圧として

加わるので，この回路のプレート電流が急に小さ
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くなる。そのためプレート回

路に接続してある‐シャッタ

・レリーズ用のマグネットが

復旧し，写真機のシャッタが

切れるしく承になっている。

したがって，この装置を利

用すれば，フラッシニ・バル

ブが発光してから，数マイク

ロ秒～十数マイクロ秒で，シ

ャッタ・レリーズ用のマグネ

ットが動‘作し（実際には復旧

し)，シャッタが開放するか

ら，シャッタを，フラッシニ

十 月

二1ＭＦ

Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
。
⑥

半月

図３光電管回路の働き

，主要部分（部品）のしくみと働き

(a)電源回路図１から，電源回路を賑：り出して

示すと，図２のようになる。図からわかるよう

に，この電源回路は，３球ラジオのものと，まっ

たく同様であるから，そのしくゑと働きについて

Iま，「講座７」などを参照願うことにし，ここで

は，すべて説明を省略する。

(b)光電管回路ＩＸｌｌから，光晒管回路を取り出

して示すと，図３のようになる。図において，直

流電流が，＋Ｂから抵抗Rﾕ，およびＲ２，Ｒ３，Ｒ４

（破線の部分）を通って，アースへ流れるから，

抵抗Ｒ１ＯＬＯＯＫＱ）で電圧が約100Ｖ降下し，光

電管930に，プレートがカソードに対して＄にな

るように，約120Ｖの電圧が加わる。そこで光電図２電源 回 路 の 働 き

鍾農声逗二
ＦＳ

ぷ‘

6０

Ｐａ３ｙＡ－－５ＭＫ９



(注）図からわかるように，電圧増幅回路では，入力

電圧（外部から，真空管の第１グリッドに加わる電

圧）の極性と，出力電圧（プレート負荷抵抗に生じ

る雷圧）の:極性とが反対･になる。

(d)電力増幅回路同様にして，電力鰯幅回路を

取り出して示すと，図５のようになる。この図か

らわかるように，電力蛎幅管６ＡＧ７には，まえ

の６ＳＪ７の場合と同様に，＋Ｂから面流電圧が

加わるから，図の実線の矢印のように，大きなプ

レート電流が流れて，マグネットが働いている。

いま図の抵抗１ＭQ,（R,）の両端に，図のｅｅの

ような電圧が生じると，この電圧により，0.01浬

Ｆ－し１ＭＱ(R2)に電流が流れ,①この１ＭＱ(R2）

の抵抗の両端にも，図の④ｅのように，同様な電

圧が生じる。そのため6ＡＧ７の第１グリッドが，

カソードに対して一瞬ｅ電圧になり，その瞬間プ

レート電流（実線の矢印の電流）が，非常に小さ

くなるので，このとき，マグネットが復旧する

十

凸
一
■
▼

Ｂ

電圧増幅回路の働き

圧が生じて，第１グリッドに加わるので，あらか

じめｅ電圧になっている第１グリッドが，それだ

け０Ｖに近づく。そのため実線の矢印のように流

れるプレート砥流が，その瞬間一瞬大きくなり，

プレート負荷抵抗１ＭＱの両端に，図のｅｅのよ

うな，⑧の電圧が生じることになる。

図４

．(c)電圧増幅回路まえの場合と同様にして，竃

圧増幅回路を取り出して示すと，図４のようにな

る。図の６ＳＪ７には，プレートがカソードに対し

てｅになるように，＋Ｂから直流電圧が加わるの

で，図の実線の矢印のように，プレート電流が流

れる。この電流によって，抵抗3.5ＫＱ‘の両端に．

図のｅｅのような霞圧が生じ，この誼圧が抵抗

Ｒｏ（5ＭＱ）を通して，６ＳＪ７の節１グリッドに

加わるので，第１グリッドは，カソードに対･して

ｅ電圧になっている。いま５ＭＱの両端に，図の

破線の十一のような，④の電圧が生じると，この

F，電圧によって，図の破線の矢印のように電流が流

れ，Ｒｏの両端に，第１グリッド側が④になる電

管に光をあてると，光電管が

動作し，図の実線の矢印のよ

うに，光電管回路に電流が流

れて，抵抗５ＭＱの両端に，

図のｅｅのような電圧が生じ

ることになる。

（注）この場合，フラッシュ．

バルブなどにより，光電管に

一瞬間だけ光をあてると，抵

抗5ＭＱに生ずる電圧も，瞬

間的な電圧，つまりパルス寵

御、圧となる。

＋Ｈ

図５電プﾌ増幅回路の働き
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、

（働きが止まりも，とへもどる）ことになる。

（注１）図からわかるように，マグネットは，６ＡＧ７

の第１グリッドに，極性ｅのパルス電圧が加わった

瞬間だけ復旧し，その前後は働きつづける。

(e)シャッタ・レリーズ用マグネットこの装置
／

#こ使用するマグネットは，コイノレの中で，鉄心が

自由に動くようになっており，あとの図６からも

わかるように，マグネットが働いているときに

は，鉄心が上がってばねを押し上げ，マグネット

が復旧すると，ばねの力で，鉄心が強く押し下げ

られるしく承に，なっていなければいけない。ま

た，このマグネットは，約25ｍＡの電流で動作

し，しかも復旧時間が非常に短いものであること

が，ぜひ必要である。

（注）このマグネットの復旧時間（復旧に要する時

間）が長いと，装置が動作してから，マグネットの

鉄心がシャッタを押すまでに，時間がかかり，シャ

ッタの動作が，フラッシュに同期しなくなってしま

う。

2）回路の働き

まず機能的なしく票の，シャッタ．レリーズ用

Ａ
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のマグネットを，図６のように，電力増幅回路に

つないでおき，装置を遊源に接続して，スイッチ

ｓを入れる。すると，装髄の各真空管のヒータが

あたたまり，やがて電源回路から，直流の高電圧

（Ｂ電圧）が供給されるとともに，マグネットが

働いて，装置が動作状態になる。

そこでフラッシュ・バルブやストロボを発光さ

せると，その光が光電管に入るので，光電管が動

作し，図の破線の矢印のように電流が流れて，抵

抗５ＭＱの両端に，図のｅｅのようなパルス電圧

が生じる。この電圧により，0.01/L‘Ｆのコンデンー
』

サを通して，つぎの５ＭSＺ（Ro）に遮流が流れ，

その両端に，上側が④，‐ド側がｅの，同様なパル

ス電圧が生じ，あらかじめｅ電圧になっている，

6ＳＪ７の第１グリッドに加わる。そのため第１グ

リッドの電圧が０Ｖに近づき，このとき６ＳＪ７に

図の実線の矢印のように，大きなプレート電流が

流れるので，抵抗１Ｍ９（Ｒ１）の両端に，グリッ

ド側と反対の極性の，増幅されたパルス電圧（ｅ

のパルス電圧）が生じる、そのためまえの場合と

局ＭＫ９ＦＳ

一
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図６シャッタ・コントロール装置の働き
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同じようにして,つぎの１ＭＱ,（R2）の両端に,ま

ったく同様な，ｅのパルス電圧が生じ，６ＡＧ７の

第１グリッドに加わって，第１グリッドをｅ電圧

にするので，パルス電圧の時間だけ，一瞬プレー

ト電流（図の実線の矢印の電流）が小さくなる。

したがって，この瞬間マグネットが復旧し，マグ

ネットの鉄心が，ばねに強く押されて下がり，シ

ャッタを押すので，シャッタが切れることにな

る。

この場合，光電管に光があたってから，マグネ

ットが復旧し如めるまでの時間は，わずかに数マ

イクロ秒にすぎない。そのため，‐マグネットの復

旧時間がごく短かければ，写真機のシャッタの動

‘作が，フラッシュ・パルプの発光に，正確に同期

するはずである。

以上が，シャッダ・コントロール装置の伽きの

概要であるが，この装置は，まえの「光電管リレ

１」の変形といえる。したがって，できればこの

装置の別の用途も，光砥管リレーの場合を参考に

して，考えていただきたい。

（注１）この装置に，ＳＴ管を使用したい場合には，

各真空管をつぎのように替えてもよい。ただし，そ

の場合には，使用する電力増幅管のプレート電流に

合わせて，適当な感度のマグネットを，用いること

が必要である。

５ＭＫ9-12Ｆ６ＳＪ７－－６Ｃ６

６ＡＧ７一彦６ＺＰ９または４２

（注２）この装置は，光電管に光が入って，マグネッ

トが復旧したとき，写真機のシャッタが切れるしく

みになっている。しかし，この装置の電圧増幅回路

のつぎに，６ＳＪ７を利用した，まったく同じ電圧増

幅回路をもう一段加え，さらに電力増幅管6ＡＧ７の

カソードとアースの間に，200Ｑくらいの抵抗（バ

イアス抵抗）を接続して，その第１グリッドを，大

きくｅ電圧にしておけば，この装置と反対に，マグ

ネットが働いたとき，シャッタが切れるようにする

ことができる。

（注３）この装置では，電源回路の平滑回路を冗形

（10漢Ｆ一チョークコイル（10Ｈ)－１０１"Ｆ）にした

がＢ電圧にリップル（交流分）が多少に含まれて

いても．さほど支障がないから，入力側の１“Ｆを

省いてもよいし、冗形のままで，チョークコイルを

２～３ＫＱの抵抗に替えてもよい。

（東京工業大学.付属工業高校教諭）

学級経営

シリーズ

子どもたちの心とからだを，教育のめざす人間像にむかって，一歩一歩

確実に近づけるための場としての学級集団の経営こそ，教育実践の何よ

りも大切な出発点である。本シリーズは教師が子どもたちと一体となり

与えられた集団の域を脱し，真理の扉を開いていこうとする意欲に燃え

た集団に仕上げるまでの方法と経営のあり方を，全国現場の精鋭と日本

教育界の第一線の学者が明かにしたものである。

中学校編全３巻
Ａ５判各巻420円

国 土社

中学１年生の学級改造
宮坂哲文・宮沢望・佐山喜作・高柳雅子・鈴木秀一・宮原誠一他

中学２年生の学級EjI造
辰見敏夫・原輝夫・小宮隼人・小関太郎・高桑康雄・宮原誠一

Fﾈｺ学３年生の学級改造
宮原誠一・大西忠治・中西光夫・和田たかお・中内敏夫・執筆

圃呂
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特集・高校入試 ・ 評 価

高校入試と評価………………

池上正道小川顕世

草山貞胤宇佐美幹雄栽培の学習はどうすべきか．……….….刀禰勇太郎

林次郎中村彰夫調理学習一だんご汁の指導案………坂井セツ子

村野けい’津曲秀忠教材解説

平田徳男浅原善哉小判型ストーブの製作･…･…･……松尾･保作

小集団指導法の改善教師のための電気学習

一ノギスによる測定法一………宮田敬電気理論の基礎４，電流･･･………佐藤裕二

機械分野における効果的な指導法の工夫エレクト庭ニクスの簡単な応用装置⑳

…･…･……･……松田昭八．……………･…･稲田茂

鯵紅鰯墨駕
間関係によって主として構

成されているものであるので，教師が授業のなかの子ど

もをみつめなくてはならないことは,当然のことです｡し

かし，ややもすると，授業のなかの子どもが見うしなわ

れがちです。とくに，中学校・高等学校と教育段階が高

まるにともなって，子どもが見うしなわれがちです。本

号は，技術学習において授業のなかの子どもをどうとら

えるかを特集としました。

◇教育課程改定についての教課審の中間答申(小学校）

が，７月24日に発表されました。これについて，「各方

面」の意見をきき，１０月には本答申が発表され，それに

もとづいて，学習指導要領が作成されることになりま

す。

641

技 術教育

昭和42年９月５日発行

発行者長宗・泰造

発 行 所 株 式会社国土社
東京都文京区目白台１－１７－６

振替・東京90631電(943)3721

営業所東京都文京区目白台１－１７－６
髄（943）3721～５

◇中学校の改定は，小学校の本答申をまって，中間答

申がだされるでしょう。したがって，４２年12月までに中

間答''１，来年３月までには，本答申が出ることが予測さ

れます。すでに，さきに，中学校改定については，教課

群専門委員会の中間報告（技術・家庭科については本誌

６月号所載）が出され，技術・家庭科改定の基本方針は

しめされました。そのなかで男女の別学を明確にするこ

と，内癖を精選すること，標準時間・実習例をしめさな

いことなどです。

◇われわれは，体制側からの案に対して，これまでの

実践的研究にもとづいて，．』あどい批判をしなくてはな

らないでしょう。そうした意味で，８月３～５日まで静

岡で開かれた本連盟の研究大会は，みのり多いものであ

ったといえます。本誌11月号は，その研究成果の集約を

もって特集します。

９月号Ｎｏ．１８２．

定価150円（〒12）１か年1800円

編集産業教育研究連盟
代表後藤豊治

連絡所東京都目黒区上目黒７－１１７９
電（713）０７１６

直接購読の申込みは国土社営業部の方へお願い
いたします。
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道徳は教えられるか

国士二社の棄斤干皿

教師とは．その職業を選んだ瞬間に，道徳教育をひきう

村井実著けている。イ点11¥は暖味な道徳教育の溝造を究明し、道徳

111土斯!'ド⑳とはどんな行為をさし，道徳的に「する」とはどんなこ

iIiIi320I1Iとかをザ察し、そのあ,)方を示唆した'1{：
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毒く読書から読む読書へ
熊編嬢鶏謙磯頚
Ａ５側iilli880IIj庭の槻たちには読諜指導への手がかりを与えている。

子どもをみつめる読書指導

。
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教育戦争，受験戦争の重圧にあえぐ現織代の子どもに，い

今村秀夫著かにして読井の弊びを体験させていくか。これは子ども

’'11新‘W:⑳たちにじっとよ')そい，あたたかくみつめ，心の交流を
IIMi320IIj遡じてｆどもの生橘にとけこむ読評指導のあり方を追求。
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育像国家の

人形劇のバイエル
人形劇の堆礎的知識を其休的に，わかりや-ﾘｰ〈,ｋした。

森昌二著学生や幼稚剛．小学校の先生のための入I肌ｈＩｆ。人形の作
Ａ５判輸入り方，脚本の．,ｉｆき方，波出のし〃等を、祥荷の鰹かな雑

iIiii850円験をもとに，盟窟な写典・図版を柿入して解脱した。

Iｒ
ｉ

後期中等数行の改‘'＃:が，ＩＩＩｉドイツの教育制度の強い彩禅

持田栄一著のもとに進められるであろうことは間進ない。そのため，
Ｂ６利教師・研究荷の間に，西ドイツの数行に対する関心が急

iIili480IIl激に尚まっているか、水１１Fはその現状と杵蛾を概説、
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鯖蒸鰯編
科学の秘密.／真理を探求する科学考の姿。

.．、ﾐ．,科学溝の夢と’'11i熱を語り、発明発見の際の

すぐれた実践の成果を背餓に、一目で解るように解説した.〃
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図解技術科
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溌界､初

技術科はむずかしいといわれております。

とりわけ指導することがよりむずかしい

といわれております。それは初めて生徒

が叫・にする機械の1$〔理や術進をとり扱う

からでもありましょう。こんな時にはこ

きおこる感動を生きいきと卿現した科学

／

和40年度全国学校図讐館協議会推噛

同サンケイ児童出版文化賞推臓

Ｂ５判上製函入一部オフセットニ色刷

定価各６５０円別巻１０００円〒１２０

技術教育◎蕊所塵撫蕊鰐白蕊謙嘉謹社印刷鶏蕊灘蕊鳳駕１鳶織：

回数学＝ピタゴラスから巡子計算機まで

回宇宙＝コロンブスから人工術岐まで

回原子＝デモクリトスから紫粒子まで

囚電気＝らしん盤からテレビジョンまで

回機械＝時1汁からオートメーションまで

回交通＝くるまから宇宙旅行まで

回化学＝縦紫ガスからナイロンまで

回物質＝鉄からプラスチックまで

回生物＝家畜から人工生命まで

回医学＝おまじないから病気のない世界へ

全１０鼻巻

回図解製図技術

回図解木工技術

画図解金工技術１

回図解金工技術Ⅱ
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全９巻男Ⅱ巻Ｉ

清原道寿編
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の全集を開いて~iくさい。この全集は中学

の工業分野の学習に薮場する機械の話や

必要な知識を、全国の優れた実践家が授

業で砿め、その成果をふまえて解説して

あるからです。そして他の本にはみられ

ぬ、断しい知識と難解な事噸はすべて図

で解き、-11で解るように特に工夫して

いるからです。
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剛性加Ｉ：

切削加工

画図解機械技術Ｉ機械のし〈豊心

画図解機械技術II内燃機関のしくみ

団図解電気技術

日図解電子技術

回図解総合実習

別巻技術科製作図集側而と作り方


